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○基本計画の名称：飯田市中心市街地活性化基本計画 

○作成主体：長野県飯田市 

○計画期間：平成 20 年７月から平成 26 年３月（５年９月） 

 

 

１．中心市街地の活性化に関する基本的な方針 

 

1-1 飯田市の概況 

 

(１)飯田市の位置 

 

 飯田市は、本州のほぼ中央、長野県の最南端の伊那谷に位置する人口 10 万 7 千人の地

方都市である。名古屋からは約 110km、東京からは約 250km の距離である。県庁のある

長野市からは約 120km 離れている。 

 

 ●飯田市の位置 
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 ●長野県における飯田市の位置 

 

(２)地形と気候 

 

 飯田市は、長野県の最

南端伊那谷の中央にあり、

中央アルプス（木曽山脈）

と伊那山脈、南アルプス

（赤石山脈）に囲まれ、

市域の８割が森林である。

伊那谷の造盆地運動によ

る断層段丘と市の中心を

流れる天竜川による浸食

段丘とからなる複合段丘

によって、雄大な地形が

形づくられている。 

 気候は、四季の変化に

富んでおり、一日の気温

較差が大きく、雨量は、

梅雨と秋に多く冬は少な

い。 

 また、飯田市は日本で

も有数の霧の発生が多い

地域で、年間平均 76 日間

発生している。内陸部で

の霧の発生という点では、

最多地域となる。 

 

 

 

 

(３)市の沿革 

 

①鎌倉～江戸期 

「飯田」の地名は、「結いの田」つまり共同労働の田の意味から生まれたと言われ、

初めて文献に登場するのは鎌倉時代のことである。その後室町時代に入って坂西氏が飯

田城を築いたと言われている。戦国時代から安土桃山時代にかけては、武田、織田、豊

臣、徳川の４大群雄の支配に翻弄されたが、京極高知の統治前後に、本町、知久町など

城下町 15 町の整備や伝馬などの交通網が整備され、現在の市街地の骨格がほぼ完成した。 
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江戸時代に入り、堀親昌が入城して以来、12 代にわたって堀氏が飯田の領主となった。

この間、飯田町やその周辺における農業や生糸、和紙、元結等の地場産業が発達するな

ど活発な経済活動が行われた。特に中馬（運送業）の発達に伴い全国の市場と結びつき、

信州の代表的な経済集積地として繁盛し、伊那谷の政治・経済・文化の中心として栄え

た。 

 

②明治～終戦 

明治に入り、明治２年堀親広は藩籍を奉還し、明治４年には廃藩置県により飯田県と

なったが、明治９年長野県に統合された。飯田は長野県下伊那郡役所の所在地として、

諸官庁諸機関が集約された伊那谷の中枢としての地位を確立した。 

大正時代には、生糸の海外輸出が隆盛を極め、養蚕地帯として経済的にも発展した。 

昭和 12 年には上飯田町と合併して市制を施行。 

 

③昭和 20 年代～30 年代 

昭和 22 年の大火により、小京都といわれた市街地の約７割を焼失したが、その後の区

画整理事業等により、昭和 29 年にりんご並木が整備された。また、防災用の裏側通路で

ある裏界線や水利としても使用できる市民プール等が整備されるなど、防火都市に生ま

れ変わった。 

昭和 30 年代に周辺の 11 カ村と合併し、現在の市域がほぼできあがった。 

 

④昭和 40 年代～50 年代 

昭和 40 年代の高度経済成長期から昭和 50 年代には、中心市街地に大型店舗が出店し

賑わいが創出された。また、公民館の「市民セミナー」や「人形劇カーニバル飯田」な

どの地域活動やイベントが始まり、人の交流が活発になるとともに、地域文化の高揚が

見られた。 

その一方で、郊外部では、昭和 40 年代に中央自動車道の開通を見越した工場誘致や卸

売団地の整備が行われるなど都市化が進展し、中央自動車道の開通後は、周辺基盤整備

が進められ、関東圏や中京圏との物・人の交流が盛んになるなど地域経済が様変わりし

た。 

昭和 59 年には、長年の懸案であった鼎町との合併が実現した。 

 

⑤昭和 60 年代以降 

昭和 60 年代から現在にかけての中心市街地では、公立高校や市立病院などの都市機能

の一部が郊外に移転したこと、高齢化や少子化といった人口構造の変化から人口の空洞

化が進んでいる。 

また、消費者ニーズの劇的な変化やモータリゼーションの進展などの社会的要因を背

景に、郊外部ではロードサイド大型商業施設の出店が進んだ一方で、中心市街地に立地

していた大型商業施設が、平成７年に撤退するなど、商業機能がまちなかから郊外へと

移行している。 

こうした状況下、中心市街地においては、美術博物館の建設、居住を重視した橋南地
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区における再開発事業、生活支援の拠点である堀端銀座ビルの建設等が行われるなど、

多様な都市機能を集約した施設整備が、官民協働で進められている。 

平成５年には上郷町との合併により、南信初の 10 万都市が誕生し、さらに平成 17 年

10 月１日、上村･南信濃村との合併により面積は 658.76 ㎢に達し、市域は静岡市、浜松

市と隣接することとなった。 

 

年 月 日 合 併 し た 地 域 合併後の面積 

昭和 12 年 4 月 1 日 市政施行 飯田町、上飯田町 95.89 Ｋ㎡ 

昭和 31 年 9 月 30 日 
飯田市、座光寺村、松尾村、竜丘村、三穂村、伊賀良村、

山本村、下久堅村(1 市 7 ヵ村合体合併) 
199.79 Ｋ㎡ 

昭和 36 年 3 月 31 日 川路村(編入合併) 206.07 Ｋ㎡ 

昭和 39 年 3 月 31 日 龍江村、千代村、上久堅村(編入合併) 293.03 Ｋ㎡ 

昭和 59 年 12 月 1 日 鼎町(編入合併) 299.23 Ｋ㎡ 

平成元年 11 月 10 日 国土地理院測定により変更 298.90 Ｋ㎡ 

平成 5 年 7 月 1 日 上郷町(編入合併) 325.35 Ｋ㎡ 

平成 17 年 10 月 1 日 上村、南信濃村(編入合併) 658.76 Ｋ㎡ 
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1-2 中心市街地におけるまちづくりの経過と評価 

 

(１)中心市街地におけるまちづくりの経過 

 

①中心市街地活性化の第１段階 －大火からの復興とまちづくりの原点 

 

 太平洋戦争直後の昭和 22 年、街の一角から発生した火が、中心市街地の約７割を焼き

尽くした。この大火の復興にあたり飯田市は、火災復興都市計画事業により区画整理を

実施するとともに、市民との協働によって「裏界線」や「りんご並木」の整備を行なっ

た。「裏界線」は、住民が所有する土地をそれぞれが提供し、建物と建物の間に整備した

幅２メートルの防災用通路であり、現在もその殆どが維持されている。また、まちの中

央を走る道路の中央分離帯に、地元の中学生が美しいまちの復興を願いりんごの樹を植

樹し、代々中学生が育て、市民の協力により「りんご並木」が形成されている。「裏界線」

や「りんご並木」の整備は、パブリックスペースを市民の手で維持･管理していく、まち

づくりの原点となっている。 

 

 

②中心市街地活性化の第２段階 －協働によるまちなか居住･複合機能拠点づくり 

 

 飯田市の中心市街地は、商業・都市福利・交通・公共サービス・居住など、多くの都

市機能が集約された、飯田下伊那の政治・経済・文化の中心としての役割を果たしてき

た。昭和 50 年に中央自動車道が開通すると、それに伴い飯田インターチェンジ周辺の道

路整備が進むとともに、モータリゼーションの進展と相まってロードサイドへの大型店

出店が進み、中心市街地の小売商業はその活力を失うことになる。さらに、中心市街地

に立地していた大型商業施設が、駐車場不足等の理由から平成７年に撤退し、バブル崩

壊以降の不景気と相まって、中心市街地の衰退をより深刻なものにした。また、事業所

や病院、高等学校の郊外移転等により、まちなかを構成していた様々な機能が分散し、

人口減少や高齢化が進むなど、中心市街地は空洞化することになる。 

 これらを背景に新たな課題を抱えた中心市街地は、大火後培われたまちづくりの精神

を活かし、その課題に取り組むべく新たな展開が生まれることになる。 

 平成 2 年に中心市街地活性化構想として、りんご並木の利活用と再開発事業等の提案

を基に、平成 11 年にりんご並木が公園型道路にリニューアルされた。また、平成６年の

橋南地区再開発準備組合設立の後、平成 13 年には、店舗･公益･住宅･駐車場からなる複

合施設、橋南第一地区市街地再開発事業「トップヒルズ本町」が完成した。平成 18 年に

は、橋南第二地区市街地再開発事業の「トップヒルズ第二」が、住宅・店舗・業務・公

益の複合施設として完成し、さらに、平成 19 年には、優良建築物等整備事業「銀座堀端
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ビル」が、民間による共同建替事業として、高齢者コミュニティ施設や高齢者専用賃貸

住宅・分譲住宅･店舗･業務の複合ビルとして完成し、官民協働によるまちなか居住、複

合機能拠点づくりが進められてきた。 

これらの事業実施は、市街地における民間のマンション建設や店舗の出店・リニュー

アル等を誘発するとともに、活性化の気運は、和菓子探訪等のまちなか観光、モーニン

グ・ウォーク、りんご並木への花植え、中央公園へのビオトープ設置などの市民活動、

また、循環バス「チンチンバス」の民間による試行や、りんご並木歩行者天国の実験へ

と広がっている。 

その他、電線地中化が行われた中央通り商店街では、そのエリアを“商店街＝市民の

庭”として“ガーデンズ”という名称で、フラワーアーチやリサイクルステーション（エ

コハウス）の設置、地域ぐるみの環境改善活動など環境への新たな取り組みが始められ

ている。 

 

 

(２)旧基本計画の評価 

 

 旧基本計画においては、市街地整備及び商業等の活性化におけるそれぞれの課題を整

理し、５つの方針を定め将来像を描き、具体的な 29 事業を位置付け、基本計画のシナリ

オを作成した。29 事業の内、未実施のものは６事業であり、約８割の達成状況といえる。 

  

未実施の６事業について 

●未実施の理由 

・中央公園整備事業 

 整備に対する諸調整が進まなかったため。 

・りんご並木沿道街並み形成事業 

 沿道土地所有者や民間事業者等との協議が進まなかったため。 

・ボランティア支援センター整備事業 

 子育て支援や高齢者生活支援等を優先したため。 

・中央通りアーケード整備事業、銀座通りアーケード改修事業 

 関係者の合意形成が進まなかったため。銀座通りについては一部改修予定。 

・コミュニケーションネットワーク事業 

 インターネットの普及等により取り組む必要が無くなったため。 
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●旧中心市街地活性化基本計画のシナリオ 

中心市街地の整備課題 
中心市街地活性化 

に関する基本方針 
将来像 

中心市街地の 

まちづくりプロジェクト 

市
街
地
整
備
に
関
す
る
課
題 

①基盤施設の整備 

 

②住環境の整備 

 

③都市環境の整備 

 

④都市機能の充実整備 

市
街
地
の
整
備
改
善
の
た
め
の
事
業 

<基盤施設関連> 

 ８事業 

 

<住環境関連> 

 ２事業 

 

<都市環境関連> 

 ２事業 

 

<都市機能関連> 

 ３事業 

商
業
等
の
活
性
化
に
関
す
る
課
題 

⑤商業施設の整備と消

費サービスの充実 

 

⑥商業基盤施設の整備 

 

⑦集客ソフトの充実と

まちの運営管理シス

テムの強化 

①多様化し高度化する

消費･文化ニーズに対

応した都市サービス機

能の充実･整備 

 

 

 

②暮らしの場としての

中心市街地の定住環境

の整備 

 

 

 

③歩行者にやさしい交

通体系の確立と交通関

連施設の整備 

 

 

 

④地域の個性を活かし

た優れた都市景観の形

成 

 

 

 

⑤潤いのある都市環境

の形成 

●４つのゾーン 

 ・中心商業･業務 

 ・近隣商業 

 ・歴史文化 

 ・公共･公益施設 

 

 

 

●３つの拠点 

 ・駅前広域交通 

 ・橋南市民サービス･生活 

 ・歴史･文化 

 

 

 

●３つの軸 

 ・にぎわい 

 ・ふれあい 

 ・いこい 

 

 

 

●４つの方針 

 ・交通体系 

 ・歩行者ネットワーク 

 ・駐車場 

 ・公共輸送機関 

商
業
等
の
活
性
化
の
た
め
の
事
業 

<商業施設関連> 

 ６事業 

 

<商業基盤施設関連> 

 ４事業 

 

<ソフト施策関連> 

 ４事業 
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●旧基本計画に掲載された事業（まちづくりプロジェクト）の達成状況 

 
実施済み又は実施中、一部実施 

（23 事業：79.3%） 
未実施 

（６事業：20.7%） 

基盤施設関連 

 ・扇町公園整備事業（駐車場のみ整備） 
 ・並木通りのコミュニティ道路化 
 ・クオリティロード事業 
 ・裏界線整備事業 
 ・道路のバリアフリー化事業 
 ・駐車場整備事業 
 ・市街地循環バスの運行の強化 

 ・中央公園整備事業 

住環境関連 
 ・都市型住宅建設事業 
 ・老人グループホーム整備事業 

 

都市環境関連  ・蔵活用事業  ・りんご並木沿道街並み形成事業 

都市機能関連 
 ・地域交流センター整備事業 
 ・地域人形劇センター（川本人形美術館）

整備事業 
 ・ボランティア支援センター整備事業 

商業施設関連 

 ・橋南第一地区市街地再開発事業 
 ・橋南第二地区市街地再開発事業 
 ・銀座三丁目東地区優良建物等整備事業 
 ・空き店舗活用事業 
 ・橋北地区歴史的建造物等活用事業 
 ・地場産品展示･販売事業 

 

商業基盤施設関連 
 ・共通駐車場利用システム事業 
 ・案内標識整備事業 

 ・中央通りアーケード整備事業 
 ・銀座通りアーケード改修事業 

ソフト施策関連 
 ・シルバー出張サービス事業 
 ・中心市街地活性化イベント事業 
 ・まちづくり会社の事業 

 ・コミュニケーションネットワーク事業 

 

 

①まちなか居住を促進してきた旧基本計画 

 

 旧基本計画において、商業施設関連として位置づけられた３つの市街地再開発事業等

では、商業面での高度化を図るとともに、まちなか居住の促進に重点を置き、合計 84

戸の住宅づくりに取り組んできた。「橋南第一地区市街地再開発事業：トップヒルズ本町」

では、地権者の継続的な定住と一般の都市型分譲マンションの供給販売により、まちな

か居住の推進（42 戸）を図った。「橋南第二地区市街地再開発事業：トップヒルズ第二」

「銀座三丁目東地区優良建築物等整備事業：銀座堀端ビル」においても、高齢者住宅ほ

か 42 戸の住宅が供給され、まちなか居住の促進に寄与してきた。 

 

 

②再開発ビルの複合化による都市機能の再編とまちなか居住のための環境づくり 

 

 「橋南第一地区市街地再開発事業：トップヒルズ本町」は、暮らしやすさを追求した

複合ビルをコンセプトとし、１階にスーパーマーケットや花屋、レストランを一体的に

設置し、まちなかでの暮らしの機能の充実が図られた。また、２階～３階には、災害時



9 

に稼働する行政機能の一部移転と市の福祉機能の中核を担う「りんご庁舎」を設置し、

会議室、市民サロン、子供サロンを併設し、多くの若者が集う市民の親しみやすい公共

スペースとなった。また、駐車場の併設と従前の蔵を敷地内で曳き屋して残し、子育て

支援グループ活動の場として活用している。 

 「橋南第二地区市街地再開発事業：トップヒルズ第二」は、住宅・店舗・飯田信用金

庫を中心とした業務・地域人形劇センター（川本人形美術館）等の公益の複合施設とし

て、また、「銀座三丁目東地区優良建築物等整備事業：銀座堀端ビル」は、高齢化する地

域の需要に対応するため、健康・福祉をテーマとした高齢者住宅をはじめ、店舗・業務

の複合ビルとして、それぞれの市街地再開発事業等が実施された。また、それらに加え、

公共による三連蔵のリニューアル、裏界線整備、商店街への回遊道路整備など、面的な

基盤整備が平行して行われ、都市機能の再編とまちなか居住のための環境整備が行なれ

た。 

 

 

③住民参加とまちづくり会社の事業展開による多様な主体が参加するまちづくり 

 

 平成 10 年に地元企業・市民・行政により設立されたまちづくり会社「株式会社飯田ま

ちづくりカンパニー」は、まちなか再生において重要な役割を担っている。コンサルテ

ィングや調査研究をはじめ、市街地ミニ開発事業、福祉サービス事業、イベント文化事

業、物販飲食事業といった幅広い事業目標のもと、再開発事業の商業床の取得、住宅販

売や高齢者住宅建設（まちなか高齢者住宅「アシストホーム･りんご」）、空き店舗対策（テ

ナントミックス事業「ＭＡＣＨＩＫＡＮ２００２」）、イベント支援等さまざまな事業展

開を通じてまちなか再生と管理運営を行っている。特に３つの市街地再開発事業等にお

いては、床取得、賃貸、住宅販売をはじめ「まち再生ファンド」「まちなか居住ファンド」

の中心として大きな役割を果たした。 

 また、ソフト事業として、「ＮＰＯ法人 いいだ応援ネットイデア」による起業支援や

商業の活性化等の自立した活動の支援や、市民団体「ＩＩＤＡ ＷＡＶＥ」による映画鑑

賞・音楽活動等の支援により、多様な主体が参加するまちづくりが動き出している。 
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1-3 中心市街地の現状 

 

(１)既存ストックの状況 

 

①歴史的･文化的資源 

  

 文化経済自立都市にふさわしい文化施設が集中する中心市街地 

 大火を免れ、城下町の佇まいが残る伝統的なまちなみ 

 歴史と文化によって培われた地場産業 

 

 飯田市中心市街地は、室町時代に飯田城が築かれたことにはじまると言われ、安土・

桃山時代に、城主となった京極高知が現在につながる基盤目状の町割りを形成したと伝

えられる。その後は、城下町として発展し、江戸時代には交易が盛んな商都として繁栄

した。明治時代に入り、明治政府から飯田城の廃城が命じられ、桜丸御門（赤門）や堀

跡を除き城内のほとんどの建物や城門が取り壊されたが、城下町の佇まいや風情は現代

に伝えられている。さらに、昭和 22 年の大火によって城下町の佇まいを残すまちの７割

が焼失したため、小京都といわれたまちなみの大半を失ったが、三連蔵や愛宕蔵、喜水

蔵、赤門は大火を免れ、同じく焼失を免れた仲ノ町周辺では、武家屋敷や遊郭建築など

の伝統的なまちなみが残り、城下町を敵から防ぐために空堀にそって寺院があつめられ

地域も、寺町として現存している。現在、城跡には飯田市美術博物館、飯田市立中央図

書館、柳田國男館、日夏耿之介記念館、追手町小学校、長野県飯田合同庁舎が立地し、

文教地区を形成している。また、旧飯田測候所などの近代洋風建築がいくつか残ってお

り、城下町から近代飯田までの一連の建築様式を見ることができる。さらに、まちなか

には江戸時代に現一級河川・松川から水を取り、飯田城内へ引き入れるために築造され

た用水である御用水が残る。加えて地場産業としては、城下町の歴史と文化に培われて

きた酒、味噌、水引、半生菓子などがある。 

 

 

②社会資本や産業資源 

 

 りんご並木と裏界線に象徴される防火モデル都市 

 商業、業務施設および官公庁施設等の集積 

 再開発事業による複合機能拠点 

 

 昭和 22 年の大火からの復興事業においては、防火モデル都市をめざし復興計画をたて、

幅 30 メートルと 22 メートルの防火帯道路（「りんご並木」と「通り町」）をまちの中央
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に十文字に設置する区画整理を実施した。防火モデル都市として復興を遂げた中心市街

地には、中学生によって植樹され、管理されているりんご並木が中心市街地の中心を走

り、中心市街地の景観を特徴づけている。 

また、市民との協力により、防災用の裏側通路として「裏界線」が整備された。裏界

線は、家と家の間に幅員２メートルの防災用通路として整備されたものである。今日裏

界線は、極めて特徴的な歩行者空間として市民の目が注がれている。 

 中心市街地は、南信の中心地として、ＪＲ飯田線がまちの東から北にかけて通り、商

業、業務施設や官公庁施設などが集積し、病院や小中学校が立地している。 

 また、市街地再開発事業により、商業だけではなく居住や公共･公益機能を備えた複合

機能拠点づくりが進められ、飯田市中心市街地の都市機能の再構築が進んでいる。 

 

 

③風土・景観資源 

 

 アルプスを背景とする丘の上のまち 

 四季の広場、飯田動物園、りんご並木、中央公園と続く緑のネットワーク 

 再開発事業による新しい都市景観創造 

 

 飯田市中心市街地は、天竜川が走る伊那谷の河岸段丘上、いわゆる「丘の上」に形成

されたまちであり、背景には南アルプス、中央アルプス、その手前に控える伊那山脈が

広がる壮大な風景を見渡すことが出来る。りんご並木は、南に四季の広場・動物園のあ

る扇町公園、北に中央公園、桜並木が続き、さらに東西軸の緑化帯を備えた通り町と交

差している。それらがまちなかの中心を通る緑のネットワークを形成し、都市の景観に

潤いを与えている。 

また近年取り組んできた市街地再開発事業によって、そのエリアの景観が一新され、

りんご並木と相まってまちなかを象徴する景観が形成されている。 

かつて岸田国士が記した「飯田の町に寄す」の中で「飯田美しき町 山近く水にのぞ

み 空明るく 風匂かなる町」とうたわれているように、街の美観が市民の清掃活動に

よって保たれている。りんご並木が育んだ公共精神やまちを愛する風土こそが最も重要

なストックである。 
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 ●既存ストックの分布図 
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(２)地域の現状に関する統計データの把握 

 

①人口に関する現状分析 

 

 下げ止まり傾向にある世帯数と深刻な人口減少、進む高齢化 

 

1.中心市街地の人口 

 

 これまで増加し続けていた日本の人口が自然減に転じたこととあわせ、全国の地方都

市同様、少子・高齢化や都市の拡散により深刻な人口減少がおきており、平成７年の

12,168 人から平成 19 年には 10,092 人と、過去 10 年で大幅に減少している。一方長野

県全体及び飯田市全体では、ほぼ横這いの状況が続いている。 

 

●人口推移のグラフ（平成７年を 100 とした場合） 
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0
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10,000

12,000

14,000

中心市街地実数 飯田市 　中心市街地 長野県計

（人）

 

 

●人口の推移の表 
(単位：人）

平成７年 平成８年 平成９年 平成１０年 平成１１年 平成１２年 平成１３年 平成１４年 平成１５年 平成１６年 平成１７年 平成１８年 平成１９年

飯田市 110,204 110,308 110,972 111,054 110,779 110,610 110,569 110,333 110,168 109,798 108,628 107,619 107,036

　中心市街地 12,168 11,883 11,716 11,577 11,407 11,231 11,086 11,045 10,800 10,577 10,416 10,239 10,092

長野市 359,092 360,576 361,912 361,520 362,293 363,211 364,217 364,550 364,621 364,839 383,316 383,322 382,821

松本市 205,523 206,335 206,801 207,741 208,377 208,970 209,816 209,649 209,147 208,599 227,627 227,532 228,527

長野県計 2,193,984 2,200,794 2,209,654 2,214,721 2,219,028 2,215,168 2,220,208 2,216,360 2,215,352 2,214,356 2,196,114 2,189,177 2,182,190

（資料：飯田市）

※ 各年国勢調査、中心市街地区域：該当する自治会別の各年9月末住民基本台帳データを使用 

※中心市街地のデータは、橋北、橋南、東野の合計数  
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2.中心市街地の世帯数 

 

 中心市街地における世帯数は、都市の拡散の影響を受けて世帯の転出が進み減少傾向

にあったが、近年は高齢化による転出割合の縮小により下げ止まり傾向にある。 

 

●世帯数推移のグラフ（平成７年を 100 とした場合） 
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●世帯数推移の表 

(単位：世帯）

平成７年 平成８年 平成９年 平成１０年 平成１１年 平成１２年 平成１３年 平成１４年 平成１５年 平成１６年 平成１７年 平成１８年 平成１９年

飯田市 34,890 35,315 35,824 36,206 36,427 36,749 37,145 37,399 37,661 38,028 37,341 37,464 37,680

　中心市街地 4,677 4,605 4,562 4,549 4,528 4,498 4,494 4,488 4,417 4,360 4,312 4318 4,287

長野市 123,751 125,848 127,638 128,587 129,834 131,700 133,357 134,729 135,851 137,027 144,591 146,079 147,000

松本市 75,899 77,003 78,086 79,246 80,379 81,196 82,384 82,690 83,223 83,603 89,226 89,904 91,906

長野県計 713,414 726,106 739,987 751,010 762,012 758,164 769,764 775,435 783,671 791,988 780,245 788,209 793,023

（資料：飯田市）
※ 各年国勢調査、中心市街地区域：該当する自治会別の各年9月末住民基本台帳データを使用 

※中心市街地のデータは、橋北、橋南、東野の合計数  
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3.中心市街地の高齢化率 

 全国の地方都市における中心市街地の現状と同様、少子化と若い世代の転出傾向によ

り、本市中心市街地においても 65 歳以上の高齢者の割合は高くなっており、平成７年に

27.9％だったものが、平成 17 年には 33.7％となっており、ほぼ３人に１人は高齢者と

なっている。 

 

●高齢化率の比較グラフ 
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平成17年
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●高齢化率の比較表 

人口 65歳以上 高齢化率 人口 65歳以上 高齢化率 人口 65歳以上 高齢化率

飯田市 110,204 23,349 21.2% 110,589 26,056 23.6% 108,628 28,068 25.8%

　中心市街地 12,168 3,394 27.9% 11,231 3,526 31.4% 10,416 3,512 33.7%

長野市 359,092 56,709 15.8% 363,211 66,498 18.3% 383,316 81,813 21.3%

松本市 205,523 33,211 16.2% 208,970 38,311 18.3% 227,627 48,217 21.2%

長野県計 2,193,984 416,608 19.0% 2,215,168 475,127 21.4% 2,196,114 532,309 24.2%

（資料：飯田市）

（単位：人）

平成７年 平成17年平成１２年
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②商業に関する現状分析 

 

 店舗数、従業員数、売り場面積は２割減、年間販売額は約４割減少する深刻な状況 

 

1.商業統計から見た中心市街地の小売商業の推移 

 中心市街地の店舗数及び年間販売額は、平成９年から平成 16 年の７年間で長野県全体

及び飯田市全体、周辺都市と比べ、急速に減少している。また、従業者数、売り場面積

は、ほかが横ばいもしくは増加しているのに対し、中心市街地では大幅に減少している。

これは、中心市街地内で営業していた大型店の撤退（平成７年２月）が大きく影響して

いると考えられる。 

 

●小売商業の店舗数 

（単位：店）

飯田市 1,495 1,387 1,325
　中心市街地 295 249 236
長野市 4128 3806 3672
松本市 2728 2547 2435
長野県計 26,342 24,548 23,692

（資料：商業統計）

飯田市 100.0 92.8 88.6
　中心市街地 100.0 84.4 80.0
長野市 100.0 92.2 89.0
松本市 100.0 93.4 89.3
長野県計 100.0 93.2 89.9

H9を100とした場合 平成９年

平成９年 平成16年

平成16年

平成14年

平成14年

   

50.0

75.0

100.0

125.0

150.0

H9 H14 H16

飯田市 　中心市街地

長野県計
 

 

●小売商業の従業員数 

（単位：人）

飯田市 7,566 8,041 7,716
　中心市街地 955 835 775
長野市 23,105 24,741 24,674
松本市 14,821 15,933 15,348
長野県計 129,465 142,217 138,929

（資料：商業統計）

飯田市 100.0 106.3 102.0
　中心市街地 100.0 87.4 81.2
長野市 100.0 107.1 106.8
松本市 100.0 107.5 103.6
長野県計 100.0 109.8 107.3

平成16年

平成16年平成14年H9を100とした場合 平成９年

平成９年 平成14年

   

50.0

75.0

100.0

125.0

150.0

H9 H14 H16

飯田市 　中心市街地

長野県計
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●小売商業の年間販売額 

（単位：百万円）

飯田市 155,687 145,450 140,261
　中心市街地 14,861 10,947 9,451
長野市 540,790 475,611 467,860
松本市 329,505 297,299 297,535
長野県計 2,732,501 2,484,596 2,401,157

（資料：商業統計）

飯田市 100.0 93.4 90.1
　中心市街地 100.0 73.7 63.6
長野市 100.0 87.9 86.5
松本市 100.0 90.2 90.3
長野県計 100.0 90.9 87.9

平成16年

平成16年平成14年H9を100とした場合 平成９年

平成９年 平成14年
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75.0

100.0

125.0

150.0

H9 H14 H16

飯田市 　中心市街地

長野県計
 

 

 

●小売商業の売場面積 

（単位：㎡）

飯田市 159,675 178,612 179,612
　中心市街地 19,449 16,868 15,107
長野市 459,669 519,208 504,437
松本市 275,838 301,519 301,124
長野県計 2,672,173 3,110,472 3,075,592

（資料：商業統計）

飯田市 100.0 111.9 112.5
　中心市街地 100.0 86.7 77.7
長野市 100.0 113.0 109.7
松本市 100.0 109.3 109.2
長野県計 100.0 116.4 115.1

平成16年

平成16年平成14年H9を100とした場合 平成９年

平成９年 平成14年

   

50.0

75.0

100.0

125.0

150.0

H9 H14 H16

飯田市 　中心市街地

長野県計
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③賑わい及び都市機能立地に関する現状分析 

 

 近年の取り組みにより歩行者通行量は減少傾向から横ばいへ 

 一方で、自動車通行量は減少傾向が続いている 

 

1.中心市街地の歩行者通行量 

 中心市街地の歩行者通行量は、特に平成７年以降減少傾向にある。しかし、近年実施

してきた市街地再開発事業、優良建築物等整備事業をはじめ、歩行者天国社会実験、り

んご並木での市民による花植え等を行ってきたことにより、平成 17 年以降通行量を取り

戻しつつある。 

 

●中心市街地６地点の歩行者通行量の合計の推移(１日当り： 12 時間・自転車含む) 

6,000

8,000

10,000

12,000

14,000

16,000

18,000

20,000

22,000

H1 H2 H3 H4 H5 H6 H7 H8 H9 H10 H11 H12 H13 H14 H15 H16 H17 H18 H19

（人：12時間）

 

（単位：人・12時間）

平成元年 平成2年 平成3年 平成4年 平成5年 平成6年 平成7年 平成8年 平成9年 平成10年

駅前中央通り 5,357 6,192 4,968 5,402 5,128 6,685 6,433 5,753 4,895 3,859

中央通り４丁目 3,826 3,749 3,178 3,170 3,325 3,438 3,400 2,672 3,655 2,914

りんご並木 1,735 1,249 1,447 1,511 1,751 1,408 1,543 1,003 366 499

本町１丁目 - - - - - - - - - -

知久町１丁目 3,712 3,265 3,572 3,497 3,601 3,252 3,532 2,231 1,292 1,160

銀座３丁目 2,627 2,077 2,234 2,024 2,250 2,146 2,263 1,687 1,470 1,343

合計 17,256 16,532 15,400 15,605 16,055 16,928 17,171 13,346 11,678 9,775

６地点合計の推計 20,707 19,839 18,480 18,726 19,266 20,314 20,605 16,016 14,014 11,730

平成11年 平成12年 平成13年 平成14年 平成15年 平成16年 平成17年 平成18年 平成19年

3,304 3,376 - 3,034 2,712 3,186 2,712 3,118 3,300

3,676 3,108 - 1,862 1,404 1,436 1,184 1,408 980

1,228 586 - 776 968 1,090 1,354 870 952

- - - 1,660 1,416 1,036 1,348 2,366 2,704

1,278 898 - 838 1,280 1,548 1,448 1,512 1,016

1,488 1,678 - 1,010 1,194 1,042 896 1,946 1,700

合計 10,974 9,646 - 9,180 8,974 9,338 8,942 11,220 10,652

６地点合計の推計 13,169 11,575 - 9,180 8,974 9,338 8,942 11,220 10,652  
（資料：飯田市） 

平成 12 年までは土曜日に調査を実施 平成 13 年は未実施によりデータ無し 

平成元年から平成 12 年は合計を５地点で割り戻して平均を出し、６地点の合計を推計した 

平成 14 年以降は平日に調査を実施 
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2.中心市街地の自動車通行量 

 

 中心市街地における自動車通行量は、平成 14 年と平成 19 年で比較すると、全体とし

ては減少傾向にある。モータリゼーションの進展による郊外ロードサイドへの出店加速

とともに、中心市街地の衰退と連動して事業者通行量の減少が続いている。 

 

●中心市街地の自動車通行量(平日・１日当り：７時から 19 時の 12 時間) 
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（単位：台）

平成14年 平成15年 平成16年 平成17年 平成18年 平成19年
増減率

平成14/19年

駅前中央通り 6,260 4,406 5,328 5,004 5,096 5,042 81%

中央通４丁目 3,434 2,642 2,784 2,600 2,524 2,324 68%

知久町１丁目 2,124 1,638 1,624 1,492 1,548 1,558 73%

本町１丁目 3,054 1,868 1,708 2,392 2,448 1,818 60%

銀座３丁目 5,452 4,670 4,832 4,296 4,194 3,296 60%

りんご並木 2,866 2,384 2,524 2,416 1,788 2,250 79%

合計 23,190 17,608 18,800 18,200 17,598 16,288 70%
 

（資料：飯田市） 
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④土地利用･市街地整備に関する現状分析 

  

 中心市街地の地価の下落が続いている。中心市街地の中で最も地価の高い中央通り４

丁目 51 番の公示地価を見ると、平成７年から平成 20 年で約 73％下落している。全国平

均は大都市の影響を受け上昇傾向にあるが、平成７年以降からの下落傾向と同じように

それらを後追いする傾向にある地方都市の本市中心市街地は、依然下落傾向が続いてい

ており、その格差は地方経済の状況と同様拡大しつつある。 

 

●中央通り４丁目 51 番の公示地価の動向 

（資料：国土交通省地価公示）
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⑤交通に関する現状分析 

 

 公共交通の利用が減少し、モータリゼーションが進展していることが伺える 

 公共施設を循環する利便性の高いコミュニティバスの利用者は増加傾向にある 

 

1.路線バスの利用者数 

  

 路線バスの年間利用者数は平成12年から平成15年にかけて、ほぼ横這いであったが、

平成 15 年以降急速に減少しており、平成 15 年には 478,775 人いた利用者が、平成 17

年には 350,404 人と 27％減少している。 

その理由としては、平成 15 年から平成 17 年における減少員数のうち 81.5％を「駒場

線」利用者が占めており、駒場線利用者の減少が大きく影響したと考えられる。 

 駒場線は、飯田市中心市街地と下伊那郡阿智村など下伊那郡西部を結ぶ路線であるが、

当該路線の一部廃止を運行バス会社が打ち出した後の平成 16 年 4 月、西部 5 ヶ村（阿智・

浪合・平谷・根羽・清内路）が共同でバス運行の試行を開始。17 年度には 4 村（阿智・

浪合・平谷・根羽）の共同運営によるバスが本格稼働するに伴い、バス会社は４村間及

び清内路－阿智間の乗合バスを廃止したため、当該路線の利用者が急激に減少したもの

と考えられる。 

 

●路線バスの年間利用者数と一日平均乗客数 
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2.市民バスの利用者数 

  

 市民バスの利用者数は、路線バスとは対照的に年々増加傾向にあり、平成 12 年と平成

19 年の利用者数を比較すると、２倍以上となっている。 

その理由としては、市民バスの全 5 路線のうち、循環線以外は年間利用者数が横這い

であることから、ひとえに循環線の増が影響していると考えられる。循環線は、中心市

街地や市立病院、福祉会館、高等学校などを結ぶため、利便性が高く、一度利用した人

が再び利用することが多いことが、利用者の増に結びついていると見られている。 

 

●市民バスの年間利用者数と一日平均乗客数 
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（資料：飯田市） 
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3.鉄道乗車人員数 

  

 飯田市の鉄道の乗車人員数は、全体的に減少している。平成元年と平成 18 年を比較す

ると、中心市街地内にあるＪＲ飯田駅及びＪＲ桜町駅の乗車人員数は 50 ポイント前後減

少している。 

 その理由としては、モータリゼーションの進展や少子化、利便性や効率性を求めるラ

イフスタイルの進行などにより、鉄道の利用者減少をもたらしたものと考えられる。 

 

●鉄道乗車人員数推移のグラフ（平成元年を 100 とした場合） 
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●鉄道乗車人員数推移の表 

（単位：人）

平成元年 平成２年 平成３年 平成４年 平成５年 平成６年 平成７年 平成８年 平成９年

飯田駅 792,925 853,370 867,420 833,660 819,952 789,555 770,376 750,873 689,627

桜町駅 75,995 89,425 75,030 80,665 73,615 65,115 68,877 66,908 63,990

その他の駅
(飯田市内)

1,845,382 2,179,435 2,021,052 1,968,080 1,961,608 1,864,978 1,842,423 1,795,154 1,715,120

平成10年 平成11年 平成12年 平成13年 平成14年 平成15年 平成16年 平成17年 平成18年

653,273 612,854 597,124 552,421 514,846 492,279 472,991 436,011 426,910

55,311 51,388 49,291 46,601 54,836 53,883 42,747 36,570 34,216

1,692,216 1,660,815 1,583,278 1,484,067 1,430,347 1,361,252 1,314,877 1,255,979 1,216,234
 

 （資料：ＪＲ） 
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(３)環境配慮型まちづくりの現状 

 

 飯田市は平成８年に策定された第４次基本構想基本計画によりめざす都市像として掲

げた「環境文化都市」構想、及び平成１９年３月の「環境文化都市」宣言に基づき先進

的な環境配慮型のまちづくりに取り組んできた。特に、「飯田市環境基本計画」とその見

直しにあたった「飯田市環境市民会議」における市民と行政の協働、また市民の出資に

よって実現してきた太陽光市民発電所等は、飯田市における環境配慮型まちづくりの象

徴的な取り組みであり、そのような取り組みを中心市街地活性化で先導的に進めること

は、市民の気運をより高めるとともに、中心市街地の求心力や中心性をアピールする上

で重要な位置づけであるといえる。 

 ・廃棄物の削除と適正処理

リデュースの推進

ごみの分別の徹底およびリサイクルの推進

リサイクルプラザ設置の推進

・地球環境問題への対応

環境共生住宅の普及

太陽光発電施設の普及

バイオエネルギーの研究と実用化

・緑の保全と創出

森林の育成及び身近な自然環境の保全の推進

緑のネットワークとグリーンヒルタウンの形成

緑の総合的な条例の整備および緑化などの推進

木の香るまちづくりの推進

・良好な景観の形成

自然や景観に配慮した開発事業の推進

良好な景観形成の推進

・安全なまちづくり

都市・生活型公害対策の推進

河川などの水質浄化対策の推進

・意識づくり

学校における環境学習の推進

各種情報の積極的な提供

環境交流センターの設置

・各分野を支える基盤的施策

市民参加の推進

環境調整会議の積極的な活用および環境への影響に対する評価制度の導入

ＩＳＯ14001、南信州いいむす21の普及および環境産業の育成

農業における環境保全機能の向上

●21 のリーディング事業 

●市民出資の仕組み 

①飯田市環境基本計画 

 （21'いいだ環境プラン） 

 飯田市は、自然と共生する持続的発展が可能

な地域社会の実現をめざし、平成８年度に飯田

市環境基本計画「21'いいだ環境プラン」を策

定した。この環境プランは、今後の飯田市の環

境行政を、総合的計画的に進めるための手引書

となるとともに、市民、事業者、行政が、環境

の保全や創造を行う上での指針となるもので

ある。その後、環境を取り巻く状況の変化に対

応するために、市民で構成された「飯田市環境

市民会議」と、市職員からなる「ワーキンググ

ループ」を設置し、検討を重ね、「21 のリーデ

ィング事業」として主要な施策をまとめた。 

 

②おひさま進歩エネルギー株式会社 

 おひさま進歩エネルギー株式会社は、市民か

らの出資を原資として公益性の高い環境事業

を実施している会社である。「市民出資」によ

り、公的施設や事業所などの施設に太陽光発電

を設置し、施設への電力供給を行う「太陽エネ

ルギー事業」をはじめ、店舗や事業所などに省

エネルギーの専門的かつ総合的な診断を行い、

グリーン電力設備の導入や機器の交換による、

エネルギーコスト削減を提案する「省エネルギ

ー事業」、豊富な森林に囲まれているという立

地条件を活かし、ペレットボイラーの生み出す

熱を提供する「木質バイオマス事業」、風力や

太陽光などの自然エネルギーから発電された

電気を事業活動やイベント等に提供する「グリ

ーン電力事業」の４つの事業を行なっている。 
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(４)地域住民等のニーズ把握 

 

 中心市街地活性化基本計画を策定する上で、市民の中心市街地についての利用実態およ

びニーズを把握し、今後の活性化･まちづくりのあり方について聞くことによって、市民か

らみた中心市街地のとるべき方策の方向性を検討する基礎資料とするため、アンケートを

実施した。 

 

①調査方法 

 

 1.調査対象 

  市域全域の 20 歳以上 70 歳未満を対象とし、住民基本台帳登録者により 2,000 人を無

作為抽出。 

 2.調査方法 

  郵送により配布･回収 

 3.調査期間 

  平成 19 年７月６日～７月 17 日（回収締切日） 

 

 

②調査項目 

 

 1.中心市街地の活性化について 

 2.中心市街地の利用実態について 

 3.中心市街地における居住について 

 4.商業について 

 5.中心市街地で重点的に実施すべき計画について  

 6.回答者の属性について （家族人数、家族構成、性別、年齢、居住地） 

 

 

③調査結果 

 

 1.回収状況 

  2,000 人のうち 820 人より回収（平成 19 年９月６日現在） 

 2.回収率 

  41.0％ 
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④調査結果 

 

 1.中心市街地の活性化について 

 

 「大切なことだと思う」が 59.4％、

次いで「どちらかといえば大切」が

18.1％となっており、中心市街地の活

性化を重要だと感じている人が約８割

弱に達する。 

 

 

 2.充実すべき機能について 

 

 「買物･ショッピング」が最も高く

48.4％、「公共交通」33.3％、「観光･

娯楽」29.0％と続いている。「高齢者

の生活支援」28.9％や「医療･健康づく

り」24.9％、「子ども･子育て支援」

24.8％といった都市福利機能について

も充実が求められている。 

 

 

 

 

 3.充実すべき施設について 

 

 「大型の無料駐車場」48.9％が最も

高く、現状の駐車場では量的、質的に十分ではないことが伺える。また、「飯田駅や駅周

辺」30.7％、「商店街や商業集積」28.4％と続き、まちの顔となる駅や商業等の充実が求

められている。 

（グラフは上位 10 位まで表示） 

 

30.72.飯田駅や駅周辺

26.34.バスターミナル

48.91.大型の無料駐車場

21.28.公衆トイレ

17.710.ギャラリー･ホール等文化施設

18.79.プール･体育館等のスポーツ施設

28.43.商店街や商業集積

24.35.飲食店や喫茶店（カフェ含む）

22.86.娯楽･アミューズメント施設

22.07.りんご並木･中央公園等の憩いの広場

 

大切なことだと思う

どちらかといえば大切

大切とは思わない

なんともいえない
関心が無い

その他

不明

無回答

59.4 18.1 4.3 12.2 3.1

2.2 0.1 0.7

33.32.公共交通

28.94.高齢者の生活支援

24.87.子ども･子育て支援

24.96.医療･健康づくり

12.09.生涯学習

27.45.文化芸術

9.310.専門分野の教育

10.911.住まい

48.41.買物･ショッピング

23.78.飲食･喫茶

29.03.観光･娯楽

6.212.特にない

7.013.その他

3.4無回答
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 4.改善が必要な公共交通について 

 

 「公共駐車場の整備」が 53.9％と半数を超えており、駐車場整備への市民ニーズが高い

ことが分かる。その他、「市街地循環バスの運行」28.2％、「バス路線の充実」26.6％、

「ＪＲ飯田線の利用促進」26.2％といった公共交通の充実を求める意見もあげられている。 

53.91.公共駐車場の整備

19.96.りんご並木を生かした歩行者空間整備

20.55.自動車の円滑な通行のための道路整備

11.110.自転車の通行しやすい道路整備

18.37.歩道の快適性向上

10.111.裏界線の整備･活用

15.68.道路･交通のバリアフリー化

26.24.ＪＲ飯田線の利用促進

11.69.鉄道駅の活用･整備

26.63.バス路線の充実

28.22.市街地循環バスの運行

3.912.その他

13.8無回答  
 

 

 5.充実すべき店舗の種類について 

 

 「まちなみを彩るお店」が 49.3％と最も高く、次いで「文化･芸術にふれることができ

るお店」38.0％となっている。その他「より豊かな生活を提案するお店」30.7％や 

「教養･文化に親しむお店」30.5％、「生活の質向上を提案するお店」27.0％など、自己実

現やライフスタイルの向上などに役立つ店舗に対する関心が高いことが伺える。 

 

 

27.05.生活の質向上を提案するお店

30.73.より豊かな生活を提案するお店

26.26.こだわりの商品が集められたセレクトショップ

30.54.教養･文化に親しむお店

49.31.まちなみを彩るお店

21.87.余暇を豊かに過ごすことを提案するお店

38.02.文化･芸術にふれることができるお店

5.18.その他

19.9無回答  
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 6.必要とされる住宅の種類について 

 

 「高齢者向け住宅（マンション形式）」が 24.6％と最も高く、次いで「家族向け住宅（マ

ンション形式）」が 21.6％となっている。全国的な戸建て志向とは反対に、マンション形

式の住宅を望む回答が多くなっており、近年整備が進んだ市街地再開発事業等による共同

住宅の供給が影響していると読み取れる。 

 

21.62.家族向け住宅（マンション形式）

17.13.家族向け住宅（戸建て形式）

8.26.団塊世代向け住宅（マンション形式）

11.64.団塊世代向け住宅（戸建て形式）

24.61.高齢者向け住宅（マンション形式）

12.15.高齢者向け住宅（戸建て形式）

24.48.特にない

2.67.その他

17.2無回答  
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1-4 中心市街地における課題の整理 

 

(１)中心市街地における課題の概要 

 

 飯田市は、中心市街地活性化に取り組むための機構改革を行い、平成８年にまちづくり

推進室を設置し庁内体制を整えた。また、平成10年８月には、市民、企業、行政等により、

株式会社飯田まちづくりカンパニーが設立され、官民協働で多くの課題に対応した事業を

実施してきたところである。しかし、近年の都市の郊外拡散、人口構造や生活スタイルの

変化、個人消費ニーズの多様化など、複雑化した社会･経済の変化等により、新たな課題が

生じている。商業･観光等の集客･交流機能の視点からは、集客エリアが中心商店街から郊

外型商業施設にシフトした現在、モータリゼーションの進展に対応したアクセスしやすい

交通体系の整備等はもちろん、まちなかならではの集客･交流機能として、特徴ある店づく

りや質の高いサービス、遊びや憩いの環境を整えることが課題とされる。 

 また、まちなかの少子化、高齢化と人口減少、コミュニティ機能の低下がみられる中、

まちの定住人口の増加策と、その生活基盤となる健康･医療･福祉の複合的施策が必要とさ

れている。その実現のためには、子育てしやすい環境整備、高齢者が安心して生活するた

めの生活支援機能、若い人たちのニーズにも対応した居住環境整備や自己実現の場を充足

させるためコミュニティ機能を高めていくことが課題とされる。 

 一方、アンケートの結果から、中心市街地のより一層の活性化が求められており、商業

機能や観光･アミューズメント機能の強化、高齢者の健康づくりや子育て支援、文化芸術等、

そのニーズは多岐にわたっており、中心市街地における都市機能のより一層の多様化、複

合化が課題となる。 

 

 

(２)重点課題 

 

 中心市街地の現状及び市民ニーズを踏まえ、中心市街地活性化基本計画の重点課題を以

下に示す。 

 

■重点課題１ 

 市街地再開発事業等、都市型住宅建設事業、地域人形劇センター（川本人形美術館）、り

んご並木整備活用事業等は、長い年月をかけて培われてきた市民の主体的な参画を基盤と

している。今後は、さらなる市民の力の集約・集中化を図ることが求められることから、

「多様な主体によるまちづくりの推進」が課題となる。 

 

多様な主体によるまちづくりの推進 
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■重点課題２ 

 今後の活性化事業展開においては、これまでの活性化事業を継承し、住宅供給、商業や

高齢者、子育て支援や若者支援等の都市サービス機能、駐車場等の機能の複合化が必要で

ある。そのため、事業実施段階では、事業手法･主体面での複合的な取り組みの強化が求め

られることから、「戦略的な複合化事業の実現」が課題となる。 

 

戦略的な複合化事業の実現 

 

 

■重点課題３ 

 中心市街地をこれまで以上に訪れやすく、動きやすいまちにしていくためには、駐車場

を含む交通体系の総合的整備が必要である。来街者の増加や回遊性の向上による商業・観

光の活性化のみならず、都市サービス機能の利便性向上、まちなか居住の促進等を推進し

ていくためには、中心市街地における「交通基盤の強化」が課題となる。 

 

交通基盤の強化 

 

 

■重点課題４ 

 少子・高齢化、人口減少の時代に求められるのは、多様化したライフスタイルに適応し

た都市福利機能をより充実させることである。まちなか居住の促進とともに、健康･医療･

福祉･文化における新しいニーズに対応した社会サービス機能の充実のため、生活支援やコ

ミュニティ形成を一体的に捉えたまちづくりが求められており、「暮らしの視点からの機能

再編」が課題となる。 

 

暮らしの視点からの機能再編 

 

 

■重点課題５ 

 これまでの活性化事業の推進は、まちの集客力を高めつつあるが、今後は、中心市街地

全体でのまちの魅力を創造し、求心力と中心性を取り戻すことが求められる。そのため、

まちの潜在的価値を発掘し、歴史的建造物や裏界線、りんご並木、食文化等地域固有の価

値に光をあてるとともに、環境に配慮したまちづくりにより、飯田らしい個性と魅力あふ

れる都市形成が必要であることから、「地域固有の価値創造」が課題となる。 

 

地域固有の価値創造 
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 中心市街地の現状及び市民ニーズと、上記重点課題との関係性を以下の図で示す。 

 

●中心市街地の現状と重点課題の整理 
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1-5 中心市街地活性化基本方針 

 

(１)第５次飯田市基本構想基本計画における位置づけ 

 

 飯田市の基本構想基本計画においては、「めざす都市像」として「住み続けたいまち 住

んでみたいまち 飯田 人も自然も輝く 文化経済自立都市」を掲げ、平成 19 年度から平

成 28 年度の計画期間における５つの基本目標とそれを踏まえた９つの政策を定めている。

その中で、中心市街地活性化は、「暮らしと生命を守る安全安心で快適なまちづくり」の政

策の中に、「活気ある街づくりの推進<重点施策>」として掲示され、「中心市街地について、

人や物が集まり活気ある状態をめざして取り組む」と位置づけられている。 

 

 

 

(２)中心市街地の将来像 

 

中心市街地の役割は、「地域の中心性・求心力・魅力」ということであり、都市の潜在力

を活かし、外から「人・資本・情報」を呼び込み、「地域全体の内発力」を高めることにあ

る。かつて信州一の商都であった歴史や、りんご並木・人形劇、城下町が育んだ『美しき

まち飯田』の品格に象徴される魅力や潜在力を産業と文化の両面から磨きあげ未来へとつ

なげていく。
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(３)中心市街地活性化の基本理念 

 

 

 

 

 

 

 

 飯田市の中心市街地は、多くの都市機能が集約された、飯田下伊那の文化・経済の中心

として機能してきた。また、近年の官民による市街地再開発事業等を通じて、居住人口の

増加、賑わいが創出されている。 

 しかしながら、都市の郊外拡散、人口構造や生活スタイルの変化、個人消費ニーズの画

一化と多様化など、複雑化した社会･経済の変化等により、新たな課題が生じている。 

 今後は、こうした課題を複合的な観点から捉え、これまでに培ってきた市民の力を集約･

集中化し、人の暮らしに適した機能の再生･再編、さらには、交通体系等の都市基盤整備に

より、中心市街地としての品格と価値を高めていく必要がある。そのためには、まちをト

ータルな視点からコーディネートすること、つまり「都市を経営する」という理念が強化

される必要がある。 

 そこで、本計画では、次の基本方針を中身とする「都市経営」のあり方を定め、旧中心

市街地活性化基本計画がうたう将来の都市像を継承し、今後５年間の具体的事業を定め、

中心市街地活性化の総合的かつ一体的な推進を図ることで、飯田市における市民の暮らし

を支える健康･医療･福祉の増進、地域資源としてのストック･自然･歴史･文化・環境を活か

したまちづくり、活力に満ちあふれた経済のダイナミズムを形成し、自立的･持続的な発展

に寄与することを目的とする。 

都市経営 ― 再生へのマネジメント 
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(４)中心市街地活性化の基本的な方針 

 

 飯田市が固有に備えてきた有形、無形のまちづくり資源を生かし、これまでに一定の成

果をあげてきた市街地の整備改善、商業活性化をさらに推し進めるとともに、少子化、高

齢化、人口減少、環境共生、多様な生活ニーズへの対応といった時代の変化に即応する上

で中心市街地の果たすべき重要な役割を認識し、その活性化にあたっての基本方針を次の

とおりとする。 

 

①地域固有の価値の創造により品格あるまちづくりを推進する 

 これまでの歴史の中で培われた先人達のまちに対する想いと、潜在的価値を発掘･認識･

継承し、品格あるまちづくりを推進する。特に中心市街地が、環境に配慮した都市の実現

に向けて市域全体を先導していくことは、かつて、交易や交流が盛んに行われ経済的にも

文化的にも地域を先導してきたことを現代に再生していくことにつながるものであり、市

民のまちづくりに対する気運を高め、飯田市としての一体感を創出するとともに、中心市

街地の求心力や中心性を高めるものである。 

 

②複合的視点での事業実施により社会ニーズに対応したまちを形成する 

 賑わいづくりや暮らしの視点からの機能の複合化、また、事業主体や資金･知恵の複合的

展開による公共･公益施設等をはじめとする機能の充実を戦略的に実施することで、多様化

し高度化した消費・文化ニーズ、交流機能、生活者支援サービス、コミュニティ形成への

ニーズなど、多様な社会ニーズに対応したまちを形成する。 

 

③さらなる市民の力の集約集中化により多様な主体による持続可能なまちづくりを展開する 

 りんご並木、裏界線、市街地再開発事業等、大火以来のまちづくりの中で市民や民間事

業者に蓄積された「知恵」「経営力」「資金力」そして、次世代を創造する「イノベーショ

ン」をまちづくりに活かすべく、その力を集約･集中化させるとともに、多様な担い手やリ

ーダーを育てることでその力を継承し、持続的に発展していくまちづくりを展開する。 

 

④アクセスしやすい都市交通基盤整備により「訪れやすいまち」「動きやすいまち」を実現する 

 まちの基盤整備の根幹としての駐車場と道路網、交通機関を一体的に捉えた交通体系の

整備を推進し、機能性や魅力に富み交流が盛んに行われる「訪れやすいまち」「動きやすい

まち」を実現する。 

 

⑤人の暮らしにあった効率よい機能再編により安心で安全なまちを創造する 

 まちなか居住のさらなる推進のため、健康･医療･福祉の暮らしの視点から、ひとりの「人」

を単位とする機能の再編を推進し、健康で安心して暮らせる仕組みを、市民・行政が協働

で築き、魅力あふれるまちを創造する。 
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２．中心市街地の位置及び区域 

 

2-1 位 置 

位置設定の考え方 

飯田市中心市街地は、室町時代、坂西氏が飯田城を築いたことにはじまると言われ、

安土・桃山時代に、城主となった京極高知が町を形成し、現在につながる市街地の骨格

ができあがったと伝えられる。その後は城下町として栄えるとともに、江戸時代から明

治の時代には、地場産品や海産物等の交易が盛んな商都の中心として繁栄した場所であ

る。 

現在は、旧街道でもあった国道 153 号線や国道 151 号線が結節し、ＪＲ飯田線飯田駅、

公共・公益施設、商業・業務施設が集積する南信州の中核都市・飯田市の中心地である。

地形的には、天竜川によって形づくられた段丘上に位置することから「丘の上」と呼ば

れている。 

●位置図 
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2-2 区 域 

区域設定の考え方 

 

○飯田市都市計画における唯一の商業地域を中心とする区域 

 中心市街地は、都市計画における商業地域が唯一存在し、飯田市の中心としての役割を

担っている区域である。 

 

○防火帯道路が整備された区域 

 戦後の大火からの防災復興計画によって整備された防火帯道路（「りんご並木」・「桜並木」

と「通り町」）を含むエリアを対象区域とする。 

 

○旧計画からの変更点とその理由 

・北側 桜並木を活用したソフト事業を展開し、市民や来訪者が楽しめる空間づくりのた

め桜並木が存在するエリアを追加した。 

・東側 旧飯田測候所の活用による交流施設整備によりコミュニティ活動の場づくりを進

めるためエリアを追加した。 

・南側 市庁舎整備を実施するためエリアを追加した。 

・西側 飯田駅周辺における駐車場整備等を実施するためエリアを追加した。 

 

○区域設定 

 西側･北側は飯田病院からＪＲ飯田線、東側は商業地域、南側は段丘の縁をおおよその目

安として中心市街地区域設定を行なった。 

 

 以上の考え方に基づき、約 151ha を飯田市の中心市街地とする。 
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●区域図   赤線：計画区域（約 151ha） 点線：旧計画区域（約 100ha） 
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2-3 中心市街地要件に適用していることの説明 

要 件 説 明 

第 1号要件 

 当該市街地に、

相当数の小売商

業者が集積し、及

び都市機能が相

当程度集積して

おり、その存在し

ている市町村の

中心としての役

割を果たしてい

る市街地である

こと 

①小売商業の集積 

 中心市街地（1.51ｋ㎡）は、市域（658.76ｋ㎡）の 0.23％の面積

であるが、小売商業については、 

 ・約 18％の商店が集積する 

 ・約 10％の従業員が働く 

 商業の集積した地域である。 

 

中心市街地 飯田市 中心市街地の割合

Ａ Ｂ Ａ／Ｂ

商店数（店） 236 1325 17.8%

従業員数（人） 775 7716 10.0%  

（平成 16 年商業統計） 

 

②商業･業務、公共･公益施設等の都市機能が集約 

 ・ＪＲ飯田駅 

 ・高速バスターミナル 

 ・市役所、長野県飯田合同庁舎 

 ・地域交流センター（りんご庁舎・市民サロン） 

 ・飯田市美術博物館、飯田市立中央図書館 

 ・柳田國男館、日夏耿之介記念館 

 ・地域人形劇センター（川本人形美術館） 

 など多数の都市機能が集まっている。 

 

 

 以上のことから、中心市街地は、飯田市の中心としての役割を果た

している市街地であり、飯田市の経済的・文化的な中心と位置づける

ことができる。 
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第 2号要件 

 当該市街地の土

地利用及び商業活

動の状況等からみ

て、機能的な都市活

動の確保又は経済

活力の維持に支障

を生じ、又は生ずる

おそれがあると認

められる市街地で

あること 

①小売商業の衰退 

 中心市街地商店街の小売商業における各数値は、平成９年以降

減少傾向にあることから、今後もこのままの傾向が続くことによ

って商業活動が衰退し、機能的な都市活動の確保に支障を来たす

おそれがある。 

中心市街地
商店街増減率

平成９年 平成14年 平成16年 平成16年／平成９年

商店数（店） 295 249 236 80.0%

従業員数（人） 955 835 775 81.2%

年間販売額（万円） 14,861 10,947 9451 63.6%

売場面積（㎡） 19,449 16,868 15107 77.7%

中心市街地
商店街

 

（商業統計） 

②人口の減少 

 中心市街地における少子・高齢化による深刻な人口の減少によ

り、活力ある都市活動の確保に支障を来たすおそれがある。 

 

・中心市街地における人口の推移 
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③歩行者通行量の減少 

 中心市街地における歩行者通行量は、減少傾向にあり、来街者

の減少によって、経済活力の維持に支障を来たすおそれがある。 

 

・中心市街地６地点の歩行者通行量の合計の推移（再掲） 

(土曜日・１日当り： 12 時間・自転車含む) 
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（資料：飯田市） 

※平成 13 年は調査未実施によりデータなし 

 

 以上のことから、飯田市中心市街地の商業機能の集積が低下し

つつあり、今後もさらに低下するおそれがあることが認められる。 
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第 3号要件 

 当該市街地におけ

る都市機能の増進及

び経済活力の向上と

総合的かつ一体的に

推進することが、当

該市街地の存在する

市町村及びその周辺

の地域の発展にとっ

て有効かつ適切であ

ると認められること 

①長野県都市計画区域マスタープラン 

 長野県の都市計画区域マスタープランでは、「飯田都市計画（飯

田市） 都市計画区域の整備、開発及び保全の方針」における「1.

都市計画の目標 1.2 都市づくりの基本理念 (1)現状と課題」におい

て、「本都市計画区域（飯田市）は、東に南アルプス、西に中央ア

ルプスを望み、豊かな水量を誇る天竜川に面し、水と緑ゆたかな

雄大な自然環境に恵まれた位置にある。古来、交通の要衝として

栄え、飯田城の城下町として発展してきた人口 10 万人を擁する県

南の中核都市である。飯伊圏域 18 市町村の中心都市として、県民

生活を支える多様な都市サービスの拠点として期待されている。」

と位置づけられ、また、現在整備の進む三遠南信自動車道に言及

し、「より一層の連携が期待される三遠南信地域の一角として、県

境を越えた地域間の一体的な交流と開発が期待されている。」と長

野県周辺都市との連携における重要な立地であることが位置づけ

られており、飯田市周辺の南信州地域（飯伊圏域）はもちろんの

こと、長野県外と長野県を結びつける重要な役割を担っており、

飯田市中心市街地における都市機能の増進及び経済活力の向上が

周辺の地域の発展にとって有効かつ適切であることが認められ

る。 

②基本構想基本計画 

 飯田市第５次基本構想基本計画においては、「めざす都市像」と

して「住み続けたいまち 住んでみたいまち 飯田 人も自然も

輝く 文化経済自立都市」を掲げ、平成 19 年度から平成 28 年度

の計画期間における基本目標及びそれを踏まえた政策のあり方を

定めている。中心市街地活性化は、「活気ある街づくりの推進」の

施策に位置づけられ、「中心市街地について、人と物が集まり活気

がある状態をめざして取り組みます。」と記述されている。商業･

業務、公共･公益施設など都市機能が集積する現状や中心市街地活

性化の必要性を認識する市民ニーズを踏まえると、当該市街地は

第５次基本構想基本計画の実現に向けて、社会的、経済的にきわ

めて重要であり、飯田市全域への大きな波及効果が期待できる。

また、中心市街地は、飯田市が南信州の中核都市であることを考

慮すると、周辺地域の発展にとっても重要なエリアであるといえ、

基本構想の「めざす都市像」においても、「文化経済自立都市」の

背景として、「飯田下伊那地域の中心都市である飯田市の力量が弱

まることは、飯田下伊那全体の地域活力や持続可能性の低下に結

びつくことから、現在の状況から脱却する必要」があると位置づ
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けられている。 

③土地利用基本方針 

 飯田市の土地利用方針において、中心市街地の区域は、市域を

６つの地域に区分したうちの「中心市街地及びその周辺地域」に

位置づけられ、次のとおり記述されている。 

「この地域はこの地域は、城下町として栄えるなど近世都市飯田

の中核を成した飯田の顔ともいえます。昭和 22 年の大火によって

市街地の大半を消失しましたが、その後の復興都市計画によ 

り、防火帯※をもつ近代的な都市として復興しました。そして、

養蚕で栄えた周辺の農業を背景とし、商業を中心に官公庁や金融

機関などの基幹的な業務機能や飯田駅、バスターミナルなどの公

共交通機関が集積して発展しました。また、生活を支える都市基

盤や諸機能がまとまっているため、歩いて暮らしやすい環境とな

っています。しかし近年は、モータリゼーションの進展やそれに

伴い様々な施設等の市街地郊外への進出などにより、中心市街地

を取り巻く環境は厳しく、人口や事業所の流出などにより空洞化

が進んでいます。中心市街地には、りんご並木、大宮桜並木、裏

界線※などの特色のある道路のほか、大火を免れた歴史的な建造

物や寺院など、城下町飯田を想い起こさせるまちなかの貴重な資

源が多く残っています。」また、近世都市飯田の中核として栄えた

背景と、飯田市における近代からの経済的･社会的な発展において

重要な役割を担ってきたことから、中心市街地の活性化は今後も

飯田市全体の発展に有効であると考えられる。さらに土地利用方

針における「将来都市構造」としては、中心拠点、地域拠点及び

交流拠点が有機的に相互連携した「拠点集約連携型都市構造」と

しており、中心市街地は「中心拠点」に位置づけられ、「各種業務

や行政などの中核機能や特色ある商業や居住等の都市機能が蓄積

された中心市街地は、都市の中心としての機能を持ち、いわゆる

飯田市の「顔」であるといえます。蓄積されてきた文化や伝統、

社会資本などの既存ストックを活かすとともに、今後とも『中心

拠点』として位置づけます。飯田市の顔にふさわしい品格と賑わ

いのあるまちを創造するため、それら機能の充実を図ります。」と

記述される。中心市街地は、都市の中心としての機能を持ち、い

わゆる飯田市の「顔」の役割を担い、周辺地域の発展に大きな影

響を与える存在であるといえる。 
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	●中心市街地６地点の歩行者通行量の合計の推移(１日当り： 12時間・自転車含む)
	（資料：飯田市）
	平成12年までは土曜日に調査を実施　平成13年は未実施によりデータ無し
	平成元年から平成12年は合計を５地点で割り戻して平均を出し、６地点の合計を推計した
	平成14年以降は平日に調査を実施
	2.中心市街地の自動車通行量
	　中心市街地における自動車通行量は、平成14年と平成19年で比較すると、全体としては減少傾向にある。モータリゼーションの進展による郊外ロードサイドへの出店加速とともに、中心市街地の衰退と連動して事業者通行量の減少が続いている。
	●中心市街地の自動車通行量(平日・１日当り：７時から19時の12時間)
	（資料：飯田市）
	④土地利用･市街地整備に関する現状分析
	　中心市街地の地価の下落が続いている。中心市街地の中で最も地価の高い中央通り４丁目51番の公示地価を見ると、平成７年から平成20年で約73％下落している。全国平均は大都市の影響を受け上昇傾向にあるが、平成７年以降からの下落傾向と同じようにそれらを後追いする傾向にある地方都市の本市中心市街地は、依然下落傾向が続いていており、その格差は地方経済の状況と同様拡大しつつある。
	●中央通り４丁目51番の公示地価の動向
	⑤交通に関する現状分析
	　公共交通の利用が減少し、モータリゼーションが進展していることが伺える
	　公共施設を循環する利便性の高いコミュニティバスの利用者は増加傾向にある
	1.路線バスの利用者数
	　路線バスの年間利用者数は平成12年から平成15年にかけて、ほぼ横這いであったが、平成15年以降急速に減少しており、平成15年には478,775人いた利用者が、平成17年には350,404人と27％減少している。
	その理由としては、平成15年から平成17年における減少員数のうち81.5％を「駒場線」利用者が占めており、駒場線利用者の減少が大きく影響したと考えられる。
	　駒場線は、飯田市中心市街地と下伊那郡阿智村など下伊那郡西部を結ぶ路線であるが、当該路線の一部廃止を運行バス会社が打ち出した後の平成16年4月、西部5ヶ村（阿智・浪合・平谷・根羽・清内路）が共同でバス運行の試行を開始。17年度には4村（阿智・浪合・平谷・根羽）の共同運営によるバスが本格稼働するに伴い、バス会社は４村間及び清内路－阿智間の乗合バスを廃止したため、当該路線の利用者が急激に減少したものと考えられる。
	●路線バスの年間利用者数と一日平均乗客数
	2.市民バスの利用者数
	　市民バスの利用者数は、路線バスとは対照的に年々増加傾向にあり、平成12年と平成19年の利用者数を比較すると、２倍以上となっている。
	その理由としては、市民バスの全5路線のうち、循環線以外は年間利用者数が横這いであることから、ひとえに循環線の増が影響していると考えられる。循環線は、中心市街地や市立病院、福祉会館、高等学校などを結ぶため、利便性が高く、一度利用した人が再び利用することが多いことが、利用者の増に結びついていると見られている。
	●市民バスの年間利用者数と一日平均乗客数
	（資料：飯田市）
	3.鉄道乗車人員数
	　飯田市の鉄道の乗車人員数は、全体的に減少している。平成元年と平成18年を比較すると、中心市街地内にあるＪＲ飯田駅及びＪＲ桜町駅の乗車人員数は50ポイント前後減少している。
	　その理由としては、モータリゼーションの進展や少子化、利便性や効率性を求めるライフスタイルの進行などにより、鉄道の利用者減少をもたらしたものと考えられる。
	●鉄道乗車人員数推移のグラフ（平成元年を100とした場合）
	●鉄道乗車人員数推移の表
	（資料：ＪＲ）
	(３)環境配慮型まちづくりの現状
	(４)地域住民等のニーズ把握
	　中心市街地活性化基本計画を策定する上で、市民の中心市街地についての利用実態およびニーズを把握し、今後の活性化･まちづくりのあり方について聞くことによって、市民からみた中心市街地のとるべき方策の方向性を検討する基礎資料とするため、アンケートを実施した。
	①調査方法
	　1.調査対象
	　　市域全域の20歳以上70歳未満を対象とし、住民基本台帳登録者により2,000人を無作為抽出。
	　2.調査方法
	　　郵送により配布･回収
	　3.調査期間
	　　平成19年７月６日～７月17日（回収締切日）
	②調査項目
	　1.中心市街地の活性化について
	　2.中心市街地の利用実態について
	　3.中心市街地における居住について
	　4.商業について
	　5.中心市街地で重点的に実施すべき計画について
	　6.回答者の属性について　（家族人数、家族構成、性別、年齢、居住地）
	③調査結果
	　1.回収状況
	　　2,000人のうち820人より回収（平成19年９月６日現在）
	　2.回収率
	　　41.0％
	④調査結果
	　1.中心市街地の活性化について
	　「大切なことだと思う」が59.4％、次いで「どちらかといえば大切」が18.1％となっており、中心市街地の活性化を重要だと感じている人が約８割弱に達する。
	　2.充実すべき機能について
	　「買物･ショッピング」が最も高く48.4％、「公共交通」33.3％、「観光･娯楽」29.0％と続いている。「高齢者の生活支援」28.9％や「医療･健康づくり」24.9％、「子ども･子育て支援」24.8％といった都市福利機能についても充実が求められている。
	　3.充実すべき施設について
	　「大型の無料駐車場」48.9％が最も高く、現状の駐車場では量的、質的に十分ではないことが伺える。また、「飯田駅や駅周辺」30.7％、「商店街や商業集積」28.4％と続き、まちの顔となる駅や商業等の充実が求められている。
	（グラフは上位10位まで表示）
	　4.改善が必要な公共交通について
	　「公共駐車場の整備」が53.9％と半数を超えており、駐車場整備への市民ニーズが高いことが分かる。その他、「市街地循環バスの運行」28.2％、「バス路線の充実」26.6％、「ＪＲ飯田線の利用促進」26.2％といった公共交通の充実を求める意見もあげられている。
	　5.充実すべき店舗の種類について
	　「まちなみを彩るお店」が49.3％と最も高く、次いで「文化･芸術にふれることができるお店」38.0％となっている。その他「より豊かな生活を提案するお店」30.7％や
	「教養･文化に親しむお店」30.5％、「生活の質向上を提案するお店」27.0％など、自己実現やライフスタイルの向上などに役立つ店舗に対する関心が高いことが伺える。
	　6.必要とされる住宅の種類について
	　「高齢者向け住宅（マンション形式）」が24.6％と最も高く、次いで「家族向け住宅（マンション形式）」が21.6％となっている。全国的な戸建て志向とは反対に、マンション形式の住宅を望む回答が多くなっており、近年整備が進んだ市街地再開発事業等による共同住宅の供給が影響していると読み取れる。
	1-4中心市街地における課題の整理
	(１)中心市街地における課題の概要
	　飯田市は、中心市街地活性化に取り組むための機構改革を行い、平成８年にまちづくり推進室を設置し庁内体制を整えた。また、平成10年８月には、市民、企業、行政等により、株式会社飯田まちづくりカンパニーが設立され、官民協働で多くの課題に対応した事業を実施してきたところである。しかし、近年の都市の郊外拡散、人口構造や生活スタイルの変化、個人消費ニーズの多様化など、複雑化した社会･経済の変化等により、新たな課題が生じている。商業･観光等の集客･交流機能の視点からは、集客エリアが中心商店街から郊外型商業施設にシフトした現在、モータリゼーションの進展に対応したアクセスしやすい交通体系の整備等はもちろん、まちなかならではの集客･交流機能として、特徴ある店づくりや質の高いサービス、遊びや憩いの環境を整えることが課題とされる。
	　また、まちなかの少子化、高齢化と人口減少、コミュニティ機能の低下がみられる中、まちの定住人口の増加策と、その生活基盤となる健康･医療･福祉の複合的施策が必要とされている。その実現のためには、子育てしやすい環境整備、高齢者が安心して生活するための生活支援機能、若い人たちのニーズにも対応した居住環境整備や自己実現の場を充足させるためコミュニティ機能を高めていくことが課題とされる。
	　一方、アンケートの結果から、中心市街地のより一層の活性化が求められており、商業機能や観光･アミューズメント機能の強化、高齢者の健康づくりや子育て支援、文化芸術等、そのニーズは多岐にわたっており、中心市街地における都市機能のより一層の多様化、複合化が課題となる。
	(２)重点課題
	　中心市街地の現状及び市民ニーズを踏まえ、中心市街地活性化基本計画の重点課題を以下に示す。
	■重点課題１
	　市街地再開発事業等、都市型住宅建設事業、地域人形劇センター（川本人形美術館）、りんご並木整備活用事業等は、長い年月をかけて培われてきた市民の主体的な参画を基盤としている。今後は、さらなる市民の力の集約・集中化を図ることが求められることから、「多様な主体によるまちづくりの推進」が課題となる。
	多様な主体によるまちづくりの推進
	■重点課題２
	　今後の活性化事業展開においては、これまでの活性化事業を継承し、住宅供給、商業や高齢者、子育て支援や若者支援等の都市サービス機能、駐車場等の機能の複合化が必要である。そのため、事業実施段階では、事業手法･主体面での複合的な取り組みの強化が求められることから、「戦略的な複合化事業の実現」が課題となる。
	戦略的な複合化事業の実現
	■重点課題３
	　中心市街地をこれまで以上に訪れやすく、動きやすいまちにしていくためには、駐車場を含む交通体系の総合的整備が必要である。来街者の増加や回遊性の向上による商業・観光の活性化のみならず、都市サービス機能の利便性向上、まちなか居住の促進等を推進していくためには、中心市街地における「交通基盤の強化」が課題となる。
	交通基盤の強化
	■重点課題４
	　少子・高齢化、人口減少の時代に求められるのは、多様化したライフスタイルに適応した都市福利機能をより充実させることである。まちなか居住の促進とともに、健康･医療･福祉･文化における新しいニーズに対応した社会サービス機能の充実のため、生活支援やコミュニティ形成を一体的に捉えたまちづくりが求められており、「暮らしの視点からの機能再編」が課題となる。
	暮らしの視点からの機能再編
	■重点課題５
	　これまでの活性化事業の推進は、まちの集客力を高めつつあるが、今後は、中心市街地全体でのまちの魅力を創造し、求心力と中心性を取り戻すことが求められる。そのため、まちの潜在的価値を発掘し、歴史的建造物や裏界線、りんご並木、食文化等地域固有の価値に光をあてるとともに、環境に配慮したまちづくりにより、飯田らしい個性と魅力あふれる都市形成が必要であることから、「地域固有の価値創造」が課題となる。
	地域固有の価値創造
	　中心市街地の現状及び市民ニーズと、上記重点課題との関係性を以下の図で示す。
	●中心市街地の現状と重点課題の整理
	1-5中心市街地活性化基本方針
	(１)第５次飯田市基本構想基本計画における位置づけ
	　飯田市の基本構想基本計画においては、「めざす都市像」として「住み続けたいまち　住んでみたいまち　飯田　人も自然も輝く　文化経済自立都市」を掲げ、平成19年度から平成28年度の計画期間における５つの基本目標とそれを踏まえた９つの政策を定めている。その中で、中心市街地活性化は、「暮らしと生命を守る安全安心で快適なまちづくり」の政策の中に、「活気ある街づくりの推進<重点施策>」として掲示され、「中心市街地について、人や物が集まり活気ある状態をめざして取り組む」と位置づけられている。
	(２)中心市街地の将来像
	中心市街地の役割は、「地域の中心性・求心力・魅力」ということであり、都市の潜在力を活かし、外から「人・資本・情報」を呼び込み、「地域全体の内発力」を高めることにある。かつて信州一の商都であった歴史や、りんご並木・人形劇、城下町が育んだ『美しきまち飯田』の品格に象徴される魅力や潜在力を産業と文化の両面から磨きあげ未来へとつなげていく。�(３)中心市街地活性化の基本理念
	　飯田市の中心市街地は、多くの都市機能が集約された、飯田下伊那の文化・経済の中心として機能してきた。また、近年の官民による市街地再開発事業等を通じて、居住人口の増加、賑わいが創出されている。
	　しかしながら、都市の郊外拡散、人口構造や生活スタイルの変化、個人消費ニーズの画一化と多様化など、複雑化した社会･経済の変化等により、新たな課題が生じている。
	　今後は、こうした課題を複合的な観点から捉え、これまでに培ってきた市民の力を集約･集中化し、人の暮らしに適した機能の再生･再編、さらには、交通体系等の都市基盤整備により、中心市街地としての品格と価値を高めていく必要がある。そのためには、まちをトータルな視点からコーディネートすること、つまり「都市を経営する」という理念が強化される必要がある。
	　そこで、本計画では、次の基本方針を中身とする「都市経営」のあり方を定め、旧中心市街地活性化基本計画がうたう将来の都市像を継承し、今後５年間の具体的事業を定め、中心市街地活性化の総合的かつ一体的な推進を図ることで、飯田市における市民の暮らしを支える健康･医療･福祉の増進、地域資源としてのストック･自然･歴史･文化・環境を活かしたまちづくり、活力に満ちあふれた経済のダイナミズムを形成し、自立的･持続的な発展に寄与することを目的とする。
	(４)中心市街地活性化の基本的な方針
	　飯田市が固有に備えてきた有形、無形のまちづくり資源を生かし、これまでに一定の成果をあげてきた市街地の整備改善、商業活性化をさらに推し進めるとともに、少子化、高齢化、人口減少、環境共生、多様な生活ニーズへの対応といった時代の変化に即応する上で中心市街地の果たすべき重要な役割を認識し、その活性化にあたっての基本方針を次のとおりとする。
	①地域固有の価値の創造により品格あるまちづくりを推進する
	　これまでの歴史の中で培われた先人達のまちに対する想いと、潜在的価値を発掘･認識･継承し、品格あるまちづくりを推進する。特に中心市街地が、環境に配慮した都市の実現に向けて市域全体を先導していくことは、かつて、交易や交流が盛んに行われ経済的にも文化的にも地域を先導してきたことを現代に再生していくことにつながるものであり、市民のまちづくりに対する気運を高め、飯田市としての一体感を創出するとともに、中心市街地の求心力や中心性を高めるものである。
	②複合的視点での事業実施により社会ニーズに対応したまちを形成する
	　賑わいづくりや暮らしの視点からの機能の複合化、また、事業主体や資金･知恵の複合的展開による公共･公益施設等をはじめとする機能の充実を戦略的に実施することで、多様化し高度化した消費・文化ニーズ、交流機能、生活者支援サービス、コミュニティ形成へのニーズなど、多様な社会ニーズに対応したまちを形成する。
	③さらなる市民の力の集約集中化により多様な主体による持続可能なまちづくりを展開する
	　りんご並木、裏界線、市街地再開発事業等、大火以来のまちづくりの中で市民や民間事業者に蓄積された「知恵」「経営力」「資金力」そして、次世代を創造する「イノベーション」をまちづくりに活かすべく、その力を集約･集中化させるとともに、多様な担い手やリーダーを育てることでその力を継承し、持続的に発展していくまちづくりを展開する。
	④アクセスしやすい都市交通基盤整備により「訪れやすいまち」「動きやすいまち」を実現する
	　まちの基盤整備の根幹としての駐車場と道路網、交通機関を一体的に捉えた交通体系の整備を推進し、機能性や魅力に富み交流が盛んに行われる「訪れやすいまち」「動きやすいまち」を実現する。
	⑤人の暮らしにあった効率よい機能再編により安心で安全なまちを創造する
	　まちなか居住のさらなる推進のため、健康･医療･福祉の暮らしの視点から、ひとりの「人」を単位とする機能の再編を推進し、健康で安心して暮らせる仕組みを、市民・行政が協働で築き、魅力あふれるまちを創造する。
	２．中心市街地の位置及び区域
	2-1位　置
	位置設定の考え方
	飯田市中心市街地は、室町時代、坂西氏が飯田城を築いたことにはじまると言われ、安土・桃山時代に、城主となった京極高知が町を形成し、現在につながる市街地の骨格ができあがったと伝えられる。その後は城下町として栄えるとともに、江戸時代から明治の時代には、地場産品や海産物等の交易が盛んな商都の中心として繁栄した場所である。
	現在は、旧街道でもあった国道153号線や国道151号線が結節し、ＪＲ飯田線飯田駅、公共・公益施設、商業・業務施設が集積する南信州の中核都市・飯田市の中心地である。地形的には、天竜川によって形づくられた段丘上に位置することから「丘の上」と呼ばれている。
	●位置図
	2-2区　域
	区域設定の考え方
	○飯田市都市計画における唯一の商業地域を中心とする区域
	　中心市街地は、都市計画における商業地域が唯一存在し、飯田市の中心としての役割を担っている区域である。
	○防火帯道路が整備された区域
	　戦後の大火からの防災復興計画によって整備された防火帯道路（「りんご並木」・「桜並木」と「通り町」）を含むエリアを対象区域とする。
	○旧計画からの変更点とその理由
	・北側　桜並木を活用したソフト事業を展開し、市民や来訪者が楽しめる空間づくりのため桜並木が存在するエリアを追加した。
	・東側　旧飯田測候所の活用による交流施設整備によりコミュニティ活動の場づくりを進めるためエリアを追加した。
	・南側　市庁舎整備を実施するためエリアを追加した。
	・西側　飯田駅周辺における駐車場整備等を実施するためエリアを追加した。
	○区域設定
	　西側･北側は飯田病院からＪＲ飯田線、東側は商業地域、南側は段丘の縁をおおよその目安として中心市街地区域設定を行なった。
	　以上の考え方に基づき、約151haを飯田市の中心市街地とする。
	●区域図　　　赤線：計画区域（約151ha）　点線：旧計画区域（約100ha）
	2-3中心市街地要件に適用していることの説明
	要　件
	説　明
	第1号要件
	　当該市街地に、相当数の小売商業者が集積し、及び都市機能が相当程度集積しており、その存在している市町村の中心としての役割を果たしている市街地であること
	①小売商業の集積
	　中心市街地（1.51ｋ㎡）は、市域（658.76ｋ㎡）の0.23％の面積であるが、小売商業については、
	　・約18％の商店が集積する
	　・約10％の従業員が働く
	　商業の集積した地域である。
	（平成16年商業統計）
	②商業･業務、公共･公益施設等の都市機能が集約
	　・ＪＲ飯田駅
	　・高速バスターミナル
	　・市役所、長野県飯田合同庁舎
	　・地域交流センター（りんご庁舎・市民サロン）
	　・飯田市美術博物館、飯田市立中央図書館
	　・柳田國男館、日夏耿之介記念館
	　・地域人形劇センター（川本人形美術館）
	　など多数の都市機能が集まっている。
	　以上のことから、中心市街地は、飯田市の中心としての役割を果たしている市街地であり、飯田市の経済的・文化的な中心と位置づけることができる。
	第2号要件
	　当該市街地の土地利用及び商業活動の状況等からみて、機能的な都市活動の確保又は経済活力の維持に支障を生じ、又は生ずるおそれがあると認められる市街地であること
	①小売商業の衰退
	　中心市街地商店街の小売商業における各数値は、平成９年以降減少傾向にあることから、今後もこのままの傾向が続くことによって商業活動が衰退し、機能的な都市活動の確保に支障を来たすおそれがある。
	（商業統計）
	②人口の減少
	　中心市街地における少子・高齢化による深刻な人口の減少により、活力ある都市活動の確保に支障を来たすおそれがある。
	・中心市街地における人口の推移
	③歩行者通行量の減少
	　中心市街地における歩行者通行量は、減少傾向にあり、来街者の減少によって、経済活力の維持に支障を来たすおそれがある。
	・中心市街地６地点の歩行者通行量の合計の推移（再掲）
	(土曜日・１日当り： 12時間・自転車含む)
	（資料：飯田市）
	※平成13年は調査未実施によりデータなし
	　以上のことから、飯田市中心市街地の商業機能の集積が低下しつつあり、今後もさらに低下するおそれがあることが認められる。
	第3号要件
	　当該市街地における都市機能の増進及び経済活力の向上と総合的かつ一体的に推進することが、当該市街地の存在する市町村及びその周辺の地域の発展にとって有効かつ適切であると認められること
	①長野県都市計画区域マスタープラン
	　長野県の都市計画区域マスタープランでは、「飯田都市計画（飯田市） 都市計画区域の整備、開発及び保全の方針」における「1.都市計画の目標 1.2都市づくりの基本理念 (1)現状と課題」において、「本都市計画区域（飯田市）は、東に南アルプス、西に中央アルプスを望み、豊かな水量を誇る天竜川に面し、水と緑ゆたかな雄大な自然環境に恵まれた位置にある。古来、交通の要衝として栄え、飯田城の城下町として発展してきた人口10万人を擁する県南の中核都市である。飯伊圏域18市町村の中心都市として、県民生活を支える多様な都市サービスの拠点として期待されている。」と位置づけられ、また、現在整備の進む三遠南信自動車道に言及し、「より一層の連携が期待される三遠南信地域の一角として、県境を越えた地域間の一体的な交流と開発が期待されている。」と長野県周辺都市との連携における重要な立地であることが位置づけられており、飯田市周辺の南信州地域（飯伊圏域）はもちろんのこと、長野県外と長野県を結びつける重要な役割を担っており、飯田市中心市街地における都市機能の増進及び経済活力の向上が周辺の地域の発展にとって有効かつ適切であることが認められる。
	②基本構想基本計画
	　飯田市第５次基本構想基本計画においては、「めざす都市像」として「住み続けたいまち　住んでみたいまち　飯田　人も自然も輝く　文化経済自立都市」を掲げ、平成19年度から平成28年度の計画期間における基本目標及びそれを踏まえた政策のあり方を定めている。中心市街地活性化は、「活気ある街づくりの推進」の施策に位置づけられ、「中心市街地について、人と物が集まり活気がある状態をめざして取り組みます。」と記述されている。商業･業務、公共･公益施設など都市機能が集積する現状や中心市街地活性化の必要性を認識する市民ニーズを踏まえると、当該市街地は第５次基本構想基本計画の実現に向けて、社会的、経済的にきわめて重要であり、飯田市全域への大きな波及効果が期待できる。また、中心市街地は、飯田市が南信州の中核都市であることを考慮すると、周辺地域の発展にとっても重要なエリアであるといえ、基本構想の「めざす都市像」においても、「文化経済自立都市」の背景として、「飯田下伊那地域の中心都市である飯田市の力量が弱まることは、飯田下伊那全体の地域活力や持続可能性の低下に結びつくことから、現在の状況から脱却する必要」があると位置づけられている。
	③土地利用基本方針
	　飯田市の土地利用方針において、中心市街地の区域は、市域を６つの地域に区分したうちの「中心市街地及びその周辺地域」に位置づけられ、次のとおり記述されている。
	「この地域はこの地域は、城下町として栄えるなど近世都市飯田の中核を成した飯田の顔ともいえます。昭和22年の大火によって市街地の大半を消失しましたが、その後の復興都市計画によ
	り、防火帯※をもつ近代的な都市として復興しました。そして、養蚕で栄えた周辺の農業を背景とし、商業を中心に官公庁や金融機関などの基幹的な業務機能や飯田駅、バスターミナルなどの公共交通機関が集積して発展しました。また、生活を支える都市基盤や諸機能がまとまっているため、歩いて暮らしやすい環境となっています。しかし近年は、モータリゼーションの進展やそれに伴い様々な施設等の市街地郊外への進出などにより、中心市街地を取り巻く環境は厳しく、人口や事業所の流出などにより空洞化が進んでいます。中心市街地には、りんご並木、大宮桜並木、裏界線※などの特色のある道路のほか、大火を免れた歴史的な建造物や寺院など、城下町飯田を想い起こさせるまちなかの貴重な資源が多く残っています。」また、近世都市飯田の中核として栄えた背景と、飯田市における近代からの経済的･社会的な発展において重要な役割を担ってきたことから、中心市街地の活性化は今後も飯田市全体の発展に有効であると考えられる。さらに土地利用方針における「将来都市構造」としては、中心拠点、地域拠点及び交流拠点が有機的に相互連携した「拠点集約連携型都市構造」としており、中心市街地は「中心拠点」に位置づけられ、「各種業務や行政などの中核機能や特色ある商業や居住等の都市機能が蓄積された中心市街地は、都市の中心としての機能を持ち、いわゆる飯田市の「顔」であるといえます。蓄積されてきた文化や伝統、社会資本などの既存ストックを活かすとともに、今後とも『中心拠点』として位置づけます。飯田市の顔にふさわしい品格と賑わいのあるまちを創造するため、それら機能の充実を図ります。」と記述される。中心市街地は、都市の中心としての機能を持ち、いわゆる飯田市の「顔」の役割を担い、周辺地域の発展に大きな影響を与える存在であるといえる。
	３．中心市街地の活性化の目標
	3-1目標設定
	　計画期間において重点化を行い達成すべき目標を２つ設定する。１つ目は「人々の交流によるにぎわいの回復」、２つ目は「環境に配慮し、安心安全な暮らしの実現」である。５つの重点課題から基本的な方針を受け、本市の実情に応じた目標設定の理由を以下に整理する。
	　まず、次の３つの基本的な方針は目標達成において、現状分析や市民のニーズから導き出された方針として、各事業展開において意識すべきものであり、そのことによって課題に対応する。
	　①さらなる市民の力の集約集中化により多様な主体による持続可能な街づくりを展開する
	②複合的視点での事業実施により社会ニーズに対応したまちを形成する
	③地域固有の価値の創造により品格のあるまちづくりを推進する
	　「①さらなる市民の力の集約集中化により多様な主体による持続可能なまちづくりを展開する」という基本的な方針の実現のためには、多様な主体がまちづくりに参加する仕組みとして「飯田市中心市街地活性化協会」はもとより、多様な市民・民間との協働を基本として事業の実施にあたり活性化の目標を達成する。
	　「②複合的視点での事業実施により社会ニーズに対応したまちを形成する」という基本的な方針の実現のために、目標達成に向けて機能や事業主体、資金等の複合化を常に意識して取り組む。
	　「③地域固有の価値の創造により品格のあるまちづくりを推進する」という基本的な方針は、目標の実現にあたって、全国的にも先進的で、飯田市らしい取り組みである「環境文化都市」実現に向けた試みを積極的に展開するとともに、飯田市の中心市街地の特徴的な場所であり精神的な象徴でもあるりんご並木の活用や、点在するまちなかの地域資源を活かし、中心市街地の活性化に取り組む。
	　次に、以下の２つの基本的な方針については、現状分析及び市民のニーズから具体的な解決が求められているものであり、それぞれ具体的事業展開により目標を達成する。
	　④アクセスしやすい都市交通基盤整備により訪れやすいまち・動きやすいまちを実現する
	⑤人の暮らしにあった効率よい機能再編により安心で安全なまちを創造する
	　「④アクセスしやすい都市交通基盤整備により訪れやすいまち・動きやすいまちを実現する」という基本的な方針を実現するため、「人々の交流によるにぎわいの回復」という目標を設定する。まちなかでの集客交流を促進する事業を、多様な主体により実現するとともに、車でのまちなかへのアクセスを考えた際、駐車場が少ないためアクセスしづらいといった来街者の意識的な障害を取り払うよう、いつでも混雑せず駐車可能な拠点的駐車場整備等具体的事業を展開し、まちなかでの移動を容易にするための手段を複合的に確保するよう事業を展開する。
	　「⑤人の暮らしにあった効率よい機能再編により安心で安全なまちを創造する」という基本的な方針を実現するため、「環境に配慮し、安心安全な暮らしの実現」という目標を設定する。高齢化するまちなか生活への対応、また子育て世代のニーズへの対応、生涯学習等の市民の自己実現の場の提供など地域住民のひとりひとりの暮らしを意識した都市福利施設の充実や生活サポートの仕組みづくり等に取り組む。
	　以上、本基本計画の基本方針①から③を踏まえて、基本方針④、⑤を実現するため、以下の目標を設定する。
	　　<中心市街地の活性化の目標>
	　　　・人々の交流によるにぎわいの回復
	　　　・環境に配慮し、安心安全な暮らしの実現
	3-2目標達成に向けた戦略的な事業展開
	　上記の２つの目標を達成するため、戦略的な事業展開により中心市街地の活性化を推進する。
	(１)人々の交流によるにぎわいの回復
	　多様化し高度化する消費・文化ニーズに対応した都市サービス機能を充実させ、まちなかの交流を生み出す。そのため、高い専門性と日常生活に密着した多様な商業機能、文化的・歴史的資源を十分に活かした文化的機能、憩いの場の整備やイベント、観光資源開発等を通じた交流機能、さらには、社会ニーズに対応した生活支援サービス等による業務機能などの拠点づくりを行う。具体的には、りんご並木周辺におけるテナントミックスや空店舗の活用による商業施設等の整備及び市本庁舎改築による複合化施設化により、人が集い、楽しみが提供できる拠点整備を行う。
	　また、中心市街地における交通面から見た課題に対応するため、安全で快適な移動を可能とする道路整備やバス等公共交通の充実のほか、訪れる人のための拠点的な駐車場の整備が必要である。
	□重点的活性化事業
	　・拠点型駐車場整備事業
	　・路上パーキング機能を活用した活性化事業
	　・観光資源開発とネットワーク化事業
	　・市本庁舎整備事業
	　・商工会館改築事業
	　・りんご並木周辺商業施設等整備事業
	　・駅周辺及び駅前ストリートの整備事業
	　・バスターミナル整備事業
	(２)環境に配慮し、安心安全な暮らしの実現
	　これまでのまちづくりを通じて取り組んできた都市型住宅や高齢者向け住宅供給を継続して実施するとともに、人の暮らしの視点から、高齢化、少子化等による人口減少時代の新たな社会ニーズに対応した社会サービスを提供する。また、飯田市において重要な政策である環境配慮型まちづくりの推進を、中心市街地において市域全域の先導として実施することにより、環境に配慮した、安心安全な暮らしを実現する。
	　社会サービスとしては、まちなか健康･福祉･生活支援の中心である高齢者支援に加え、新たなニーズに対応した子育て支援、それぞれのライフスタイルに合わせた健康増進策やコミュニティ形成の実施とその拠点整備を進める。
	　また、環境配慮型のまちづくりを推進するために、中心市街地における再生可能エネルギーの活用を考慮した多世代向け住宅供給、環境共生住宅、高齢者生きがい住宅の供給を促進し、まちなか居住支援を推進する。
	　さらに、歴史的建造物など歴史的文化資源等の再整備や利活用を市民参画のもとに推進する既存ストックの活用を進めることで環境に配慮した資源の有効活用を推進する。
	　□重点的活性化事業
	　・まちなか健康福祉拠点整備事業
	　・子育て・子どもサロン等の拠点整備事業
	　・お年寄りサロン等の機能強化事業
	　・生涯学習センターの設置･運営事業
	　・環境共生住宅整備
	　・裏界線活用･整備事業
	　・環境配慮型まちづくり事業
	　・歴史的建造物活用
	　・仲ノ町まちなみ環境整備事業
	3-3計画期間
	　本基本計画の計画期間は、平成20年７月から、事業が進捗し、その実施効果が現れると考えられる平成26年３月までの５年９月間とする。
	3-4数値目標の設定
	(１)数値目標指標の設定の考え方
	①「人々の交流によるにぎわいの回復」の数値目標設定の考え方
	　都市サービス機能の充実とともに、都市交通基盤を整備することは、まちの魅力を向上させ、交流人口の増加と回遊性を高める。そこで、これまでに整備されてきたりんご並木、地域人形劇センター（川本人形美術館）、動物園等といった賑わい拠点を中心として、今後さらなる各種機能強化等を進めることにより、まちなかを回遊し交流する人々を増大させる。その効果を測るため、「中心市街地における歩行者・自転車通行量」を数値目標指標として設定する。
	②「環境に配慮し、安心安全な暮らしの実現」の数値目標設定の考え方
	　子育て支援や高齢者生活支援等の「まちなか健康・福祉・生活支援」活動等による健康・医療・福祉の充実は、その活動拠点整備と、そこで行われる生活支援サービス等により、健康寿命延伸の実現や安心して子育てができる環境の整備を促進する。そこで、それらの施設で生活支援サービスを受けた地域住民の数により、活性化の効果を測るため、「中心市街地における都市福利施設の利用者数」を数値目標指標として設定する。
	<参考：「環境に配慮し、安心安全な暮らしの実現」の参考目標指標>
	　飯田市は環境文化都市宣言に基づき太陽エネルギーをはじめとする自然エネルギーの活用に重点をおいた取り組みを進めている。特に、年間2千時間以上の日照時間に恵まれ、太陽エネルギーの利用に適した地域であることから、全国トップクラスの住宅用太陽光発電の普及支援等、地域における太陽エネルギーの利用を促進している。太陽エネルギーを中心としつつ、自然エネルギーの活用や省エネルギーへの取り組みについて、中心市街地はその取り組みを先導する必要があることから、地域の個性を生かした都市環境形成の指標として「中心市街地における二酸化炭素の排出量」を参考数値目標指標として設定する。
	　●飯田市中心市街地活性化基本計画の概念図
	(２)数値目標の設定
	①「人々の交流によるにぎわいの回復」の数値目標
	　「中心市街地における歩行者・自転車通行量」
	　まちなかでの賑わいを分かりやすく捉えることができる数値として、歩行者・自転車通行量を設定し、測定地点４ヶ所における土曜日・１日当り（12時間）の合計を以下の数値まで向上させる。
	【目標数値】
	②「環境に配慮し、安心安全な暮らしの実現」の数値目標
	　「中心市街地における都市福利施設の利用者数」
	　都市福利機能の充実を図ることによって、その利用者を以下の数値まで向上させる。
	【目標数値】
	<参考数値目標：「環境に配慮し、安心安全な暮らしの実現」の参考数値目標>
	　「中心市街地における二酸化炭素の排出量」
	　中心市街地は、環境配慮型のまちづくりについても、飯田市全体を先導し、全域への波及効果を生み出す役割を担い、その中心性を表現し具現化するため、全市の目標を延長・上乗せし、二酸化炭素排出量を以下の数値まで削減させる。
	【参考目標数値】
	(３)数値目標設定の理由
	①中心市街地における歩行者･自転車通行量
	　・４つの測定地点の合計（土曜日１日当たり：12時間）
	【目標数値】
	　●通行量の測定地点
	●通行量の測定地点設定の理由
	①駅前中央通り
	　本計画の重点的活性化事業である駅周辺及び駅前ストリートの整備事業による観光情報案内所、案内看板、休憩所（喫茶）等の観光関連施設、駐車場、駐輪場、トイレ等の整備により創出される、駅周辺からまちなかへの回遊性の把握するために本地点での通行量を測定する。
	②りんご並木
	　これまで橋南地区で行われた２つの市街地再開発事業及び優良建築物等整備事業による効果を今後も継続的に把握するとともに、りんご並木、扇町公園、中央公園等集客拠点施設で実施される諸事業との相乗効果により、まちなかの回遊性が創出されることを把握するために本地点での通行量を測定する。
	③知久町１丁目
	　知久町１丁目周辺における路上パーキング機能を活用した活性化事業及び周辺で実施される諸事業との相乗効果によって創出される来街者の回遊性を把握するために、本地点での通行量を測定する。
	④銀座３丁目
	【数値目標の設定】
	・平成７年２月に大型店が撤退したことにより、中心市街地の歩行者・自転車通行量は大幅に減少している。そこで、大型店が撤退するまでの平成元年から平成７年の平均値を平成19年から15年後までに回復させることを前提として、計画期間である５年９月間での数値目標とする。
	・平成19年の通行量である約7,000人（6,968人）を今後15年間で、13,000人（12,980人：平成元年から平成７年の平均値）に回復するためには、計画期間最終年である平成25年には8,972人の通行量を達成する必要がある。そこで平成25年における数値目標を約9,000人と設定する。
	・計画の終期は当初設定していた平成25年３月から平成26年３月へ変更されましたが、これに伴う推計値・事業効果の増減は考慮せず、目標値は据え置くものとします。
	　●数値目標の設定
	※歩行者通行量調査は、平成12年までは土曜日に、平成14年以降は平日に実施している。今後のフォローアップにおいては、土曜日に調査を行う。
	　●現状の歩行者通行量(１日当り：12時間・自転車含む)
	（資料：飯田市）
	平成12年までは土曜日に調査を実施
	平成13年は未実施によりデータ無し
	　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　平成14年以降は平日に調査を実施
	【数値目標達成の根拠】
	・平成19年の通行量が、約7,000人であることから、数値目標である9,000人を達成するためには、2,000人増加させる必要がある。
	　約7,000人　＋　2,000人（必要な増加数）　＝　9,000人（数値目標）
	・数値目標達成に関連する事業効果
	　以下の事業を展開することで、必要な増加数である2,000人を達成する。
	　商工会館改築事業	年間20,000人÷300日×往復×90%	≒  120人
	　駅周辺及び駅前ストリート整備事業	(30人＋80人)×往復×75%	＝  165人
	　りんご並木周辺商業施設等整備事業　900人×往復×80%	＝1,440人
	　まちなかの回遊性を創出する事業　　1,560人×20％×往復×50%	≒　300人
	　　　人形劇のまちづくり推進事業
	　　　まちなか観光推進事業
	　　　観光資源開発とネットワーク事業
	　　　りんご並木賑わいづくり事業
	　まちなか健康福祉拠点整備事業
	　　　健康関連サービス利用者		＝   30人
	　　　福祉関連サービス利用者		＝   30人
	　　　重複してサービスを受ける利用者	20人×半数	マイナス   -10人
	　合計	2,000人　　　　＜		2,075人
	・各事業の効果算出根拠
	<商工会館改築事業>　増加が見込まれる地点：知久町1丁目　銀座３丁目
	　平成13年にオープンした近隣類似施設であるりんご庁舎の年間利用者数約20,000人を指標とすると、１日67人が訪れることになり、そのうちの90％が通行量の測定地点を往復すると仮定すると121人と算出される。
	<駅周辺及び駅前ストリート整備事業>　増加が見込まれる地点：駅前中央通り
	　近年整備を行った扇町公園での駐車場、案内看板、休憩スペース等の利用状況（100人/日）を参考に、案内看板設置、休憩所や駐車場、トイレ等の整備により駅前観光案内所の機能充実により100人程度の利用を見込み、その内30％が新規で利用すると１日当り30人の通行量増加を見込む。加えて、面積約60㎡の店舗を整備する予定のため、仮に飲食店とした場合には、近隣の類似店舗データより、１日当たりの平均客数は約80人と仮定することができる。
	従って、駅周辺及び駅前ストリート整備事業により上記30人と店舗の80人で110人の来客を見込むこととするが、そのうち25％は通行量測定地点を通過しないとして、110人の75％が往復すると仮定し165人と算出した。
	●駅前観光案内所の推移
	　資料：飯田市
	<りんご並木周辺商業施設等整備事業>　増加が見込まれる地点：りんご並木
	　10店舗のテナントミックス事業を行う。１店舗当たりの面積を約60㎡で、仮に５店舗を小売店とした場合には、近隣の類似店舗データより、１日当たりの客数は約100人と仮定することができ、５店舗で500人となる。残りの５店舗を飲食店とした場合、近隣の類似店舗データより、１日当たりの客数は約80人と仮定することができ、５店舗で400人となる。小売店の500人と飲食店の400人の900人が調査地点を往復すると仮定し、そのうち2割が重複して利用すると想定し1,440人と算出した。
	<まちなかの回遊性を創出する事業>
	　増加が見込まれる地点：りんご並木　知久町１丁目　銀座３丁目
	人形劇のまちづくり推進事業
	　人形劇をテーマとした関連グッズの開発、観光ツアーの企画を行うことにより、まちなかに回遊性を創出する。
	まちなか観光推進事業
	　商業者による観光資源開発、旅館・ホテルでの誘客情報受発信機能の充実、観光ガイドやコンベンション施設等の整備により、まちなか観光の推進を図る。
	・観光資源開発とネットワーク事業
	　まちなかの資源を一体的に利活用するために、観光資源としてネットワーク化を図ることにより、まちなかの回遊性を創出する。
	りんご並木賑わいづくり事業
	　りんご並木周辺における新たな魅力資源の開拓、マップ作成による情報発信を図り、周辺の賑わい・回遊性を創出する。
	　以上のようなまちなかの回遊性を創出する事業を行うことによって、上述の商工会館改築事業及びりんご並木周辺商業施設等整備事業によって見込まれる利用者1,560人のうち、20％が調査地点を往復すると仮定し、そのうち５割が重複して利用すると想定し312人、約300人と算出した。
	<まちなか健康福祉拠点整備事業>　増加が見込まれる地点：知久町１丁目　銀座３丁目
	　健康関連サービス利用者
	　銀座堀端ビルでは、健康関連サービスを提供しており、１日の利用可能人数は約160人であり、そのうち４割程度が日々利用し約60人の利用者がある。今後福祉関連サービスと連携することにより利用可能人数の２割を増加させるとすると、新たに30人が増加する。
	　福祉関連サービス利用者
	　銀座堀端ビルの２階においては、１日約40人が利用できる高齢者支援機能を整備する予定である。そのうち８割程度が日々利用し30人の利用者があるとする。
	　上記２つのサービスを重複して受ける利用者
	　福祉関連サービスの提供においては、高齢者の体力づくりや介護予防のため、健康関連サービスとの連携強化を図るため、サービスを重複して受ける利用者が存在する。できるだけ連携したサービスの提供をめざしているため、福祉関連サービス利用可能人数の半数が健康関連サービスを重複してうけると想定すると20人の半数により、マイナス10人となる。
	【フォローアップの考え方】
	　今後とも飯田市において毎年通行量調査を実施し、目標達成状況を把握する。調査にあたっては、悪天候や突発的な事故等特殊要因によるデータ異常を避けるため、予備日を設け対処する。数値の推移状況によって、事業の見直し、追加等により目標達成を図る。
	②中心市街地における都市福利施設の利用者数
	【目標数値】
	・数値目標の設定にあたっては、現在まちなかにある代表的な都市福利施設である飯田市公民館、旧基本計画で展開してきたりんご庁舎（市民サロン、子どもサロンなど）と子育てサロンおしゃべりサラダの利用者数の推移、及び本計画において新たに導入する健康福祉拠点の整備やお年寄りサロン等の機能強化、公民館機能強化などにより見込まれる利用者数を根拠とする。
	　●都市福利施設における利用者数の推移（飯田市公民館、りんご庁舎、おしゃべりサラダ）
	　・飯田市公民館
	※飯田市公民館の平成14年は計測方法が異なる
	　・りんご庁舎、おしゃべりサラダ（旧基本計画において整備された都市福利施設）
	・飯田市公民館は、平成２年には約95,000人の利用者数であったが現在は約56,000人まで減少しているものの、旧基本計画で取り組んできたりんご庁舎等の展開により、飯田市公民館での減少を取り戻しつつあり、平成18年における施設利用者合計は約77,000人（77,255人）であるが、依然利用者数の多かった平成２年から平成６年のレベルには回復していない。�　●飯田市公民館と旧基本計画で整備された都市福利施設の利用者数の推移
	※飯田市公民館の平成14年は計測方法が異なる
	・目標設定にあたっては、銀座堀端ビルでの健康や福祉関連サービスをはじめ、子育てやコミュニティ形成拠点の導入によって、より一層の都市福利機能を充実させ、その利用者数の増加を目標とする。
	【数値目標の設定】
	・平成７年２月に大型店が撤退したことにより、中心市街地の歩行者・自転車通行量は大幅に減少し、同時に公民館の利用者数も急激に減少している。そこで、大型店が存在し、公民館にも多くの人が訪れていた平成２年から平成６年までの平均値まで回復することを目標とする。本計画期間内においては、堀端銀座ビルでの新たな展開によって都市福利機能の強化をはじめ、公民館やりんご庁舎での新しいサービスの提供を図り、平成25年までに93,000人に達することを数値目標として設定する。
	・計画の終期は当初設定していた平成25年３月から平成26年３月へ変更されましたが、これに伴う推計値・事業効果の増減は考慮せず、目標値は据え置くものとします。
	　数値目標　93,000人
	　＝　　　16,000人（新たに導入する都市福利施設利用者）
	　　　＋　77,000人（平成18年における利用者数）
	　●施設利用者数の推移と数値目標
	※平成14年は計測方法が違うため使用しないものとする
	【数値目標達成の根拠】
	・数値目標達成に関連する事業効果
	　以下の事業を展開することで、93,000人を達成する。
	　まちなか健康福祉拠点整備事業
	　　　　健康関連サービス利用者	30人×300日	＝	9,000人
	　　　　福祉関連サービス利用者	30人×300日	＝	9,000人
	　公民館、りんご庁舎での新しいサービスの展開
	子育て・子どもサロン等の拠点整備事業	＝	1,000人
	コミュニティ形成・公共施設機能強化事業	＝	360人
	生涯学習センター設置・運営事業		＝	240人
	　既存利用者		＝	77,000人
	合計	93,000人　　　　＜		96,600人
	・各事業の効果算出根拠
	<まちなか健康福祉拠点整備事業>
	健康関連サービス利用者
	　銀座堀端ビルでは、健康関連サービスを提供しており、１日の利用可能人数は約160人であり、そのうち年間を通じて４割程度が日々利用し平均60人の利用者がある。今後福祉関連サービスとの連携により利用可能人数の６割まで利用が増加するとして、１日約30人増加し、年間300日営業すると9,000人の増加が見込まれる。
	福祉関連サービス利用者
	　銀座堀端ビルの２階においては、１日約40人が利用できる高齢者支援機能を整備する予定である。そのうち年間を通じて７割程度が日々利用し平均30人の利用者があるとする。年間300日の営業で9,000人の利用が見込まれる。
	<公民館、りんご庁舎での新しいサービスの展開>
	子育て・子どもサロン等の拠点整備事業
	　現行の子育てサロンおしゃべりサラダの年間利用者数は、約1,000人であることから、同等の利用者数を見込むことができる。
	コミュニティ形成・公共施設機能強化事業
	　平成19年度都市再生モデル調査事業による、飯田市立動物園におけるコミュニティ・ガーデン講座の平均参加人数は約30人であったことから、この数値を参考として同様のコミュニティ講座を月１回開催すると年間約360人の参加人数が見込まれる。
	生涯学習センター設置・運営事業
	　地域の歴史・文化を調査・研究し、活力ある地域社会の創造を行うことを目指す飯田市歴史研究所により毎月開催される飯田アカデミアへの平均参加人数は約20人であることから、同等の事業を展開することで年間240人の参加人数が見込まれる。
	【フォローアップの考え方】
	　飯田市において毎年各施設における利用者数を調査し、目標達成状況を把握する。数値の推移状況によって、事業の見直し等により目標達成を図る。
	参考数値目標：「中心市街地における二酸化炭素の排出量」
	【目標数値：参考】
	【数値目標の設定】
	<「21’いいだ環境プラン」に連動させ平成２年の10％削減をめざす>
	・「21’いいだ環境プラン」における温室効果ガス削減目標に連動させ設定する。
	・「21’いいだ環境プラン」では、飯田市全域での平成22年（2010年）における二酸化炭素の排出量を、平成２年（1990年）の10％削減（ＣＯＰ３では６％削減）としているが、このままの推移でいくと目標年度の平成22年においては約7.6％の削減となることが予想されている。（平成18年度環境計画年次報告書「環境レポート」）
	・中心市街地は、環境配慮型のまちづくりにおいても飯田市全体を先導する役割を担っていることから、「21’いいだ環境プラン」の10％削減目標を実現するため、平成25年における削減目標を平成２年の10％削減として取り組む。
	・計画の終期は当初設定していた平成25年３月から平成26年３月へ変更されましたが、これに伴う推計値・事業効果の増減は考慮せず、目標値は据え置くものとします。
	<中心市街地の数値目標：60,200トン>
	・平成17年には全市的に平成２年の排出量から2.7％削減されていることが「環境レポート」により把握されていることから、今後7.3％の削減により平成２年の10％削減を達成することができる。
	・平成17年において、中心市街地のエネルギー消費量は全市の9.1％*１となっていることから、全市の排出量である約715,000トンの9.1％として約65,100トンとなる。
	・平成17年の中心市街地における二酸化炭素の排出量である65,100トンは、平成２年よりも2.7％削減されていることから逆算すると、平成２年は約66,900トンである。
	・その結果、平成25年に10％の削減を目標とすると、平成２年における66,900トンの10％削減である60,200トンが中心市街地のエネルギー消費量の数値目標となる。
	<計画期間における削減量：4,900トン >
	・平成25年に10％の削減を達成するためには、計画期間において、残りの7.3％である約4,900トン（平成17年：65,100トン　-　数値目標：60,200トン）を削減することが求められる。
	・中心市街地のエネルギー消費量については、家庭部門のエネルギー消費量*２が、平成２年から平成17年にかけてほとんど変化がないことから、今後も、ほとんど変化しないものと推定される。
	*1　建物用途別の床面積からエネルギー消費量を推計した
	*2　世帯数からエネルギー消費量を推計した
	　●中心市街地の家庭部門のエネルギー消費の推移
	　●「中心市街地の数値目標と飯田市の予測値（割合）
	　●「中心市街地の数値目標と飯田市の予測値（実数）
	【数値目標達成の根拠】
	・目標達成に必要な4,900トンうち、半分の2,450トンについては、今後の社会動向の中で省エネルギーによって削減される（「21’いいだ環境プラン」からの引用）とし、基本計画の事業においては太陽光エネルギーやバイオマスエネルギー等の自然エネルギーによって、2,450トンを削減する。
	・数値目標達成に関連する事業効果
	　以下の事業を展開することで、必要な削減量である2,450トンを達成する。
	　商工会館改築事業	太陽光パネル10ｋＷ×1100×８基×係数	≒	40トン
	　市本庁舎整備事業	太陽光パネル10ｋＷ×1100×18基×係数	≒	95トン
	　まちなか住宅開発事業	１世帯当３ｋＷ×1100×20世帯×係数	≒	30トン
	　環境配慮型まちづくり事業
	　　　中心市街地世帯の１割に太陽光パネルを普及
	4318世帯×１割×３ｋＷ×1100×係数	≒	685トン
	　　　既存公共施設	太陽光パネル10ｋＷ×1100×４基×５施設×係数	≒	105トン
	　飯田市バイオマス利活用計画	≒	1,500トン
	合計	2,450トン　　　　＝		2,455トン
	　●削減量の計算式
	　二酸化炭素削減量（トン）　＝　ｋＷｈ×係数（0.000481）
	　kW　×　1100　は　飯田市内における実績による：提供：おひさま進歩エネルギー（株）
	　係数：二酸化炭素排出係数　（平成19年９月・環境省より公表・中部電力）
	・各事業の効果算出根拠
	<商工会館改築事業>
	　商工会館改築事業では、建物の屋根部分活用可能面積である600㎡に10ｋＷの太陽光パネル75㎡を８基設置する。
	<市本庁舎整備事業>
	　市本庁舎整備事業では、建物の屋根部分活用可能面積である1500㎡に10ｋＷの太陽光パネル75㎡を18基設置する。
	<まちなか住宅開発事業>
	　まちなか住宅開発事業では、現在20戸程度の宅地分譲事業を想定しており、住宅用の標準的な発電量である３ｋＷの太陽光パネルが設置されると想定し、算出した。
	<環境配慮型まちづくり事業>
	　環境配慮型まちづくり事業においては、中心市街地の全世帯数の１割に太陽光パネルを設置することを目標としていることを前提に算出した。また、既存公共施設については計画期間内に５つの施設において10ｋＷの太陽光パネルを２基設置すると想定する。
	<飯田市バイオマス利活用計画>
	　平成20年度に策定を予定している「飯田市バイオマス利活用計画」では、飯田市全域に賦存するバイオマスを活用することで中心市街地における灯油・電気などの使用量をモデル的な試みによって削減を図り、約1,500トン程度の二酸化炭素排出量を削減することを予定している。現在飯田市全域におけるバイオマスエネルギーの利用可能量は、445ＴＪ/年であり、二酸化炭素量にすると59,457トンとなり、中心市街地の1,500トンを賄うのに十分な賦存量となっている。
	　●飯田市全域におけるバイオマスエネルギー利用可能量
	（資料：飯田市）
	1ｋＷｈ = 1000Ｗ･(60･60 s) = 36×105 Ｗｓ = 3.6×106 Ｊ = 3.6 ＭＪ
	ＴＪ＝1,000,000ＭＪ
	バイオマスエネルギーの利活用は、全市域を対象として実施する。現在、バイオマスエネルギーの利活用に向けたモデル事業として中心市街地エリア内の３０００世帯で発生した生ゴミを毎週2回（冬場は毎週1回）回収し、市内の堆肥センターで家畜糞尿ときのこ廃培地と混合し堆肥化し、第三セクターが堆肥を販売している。
	【フォローアップの考え方】
	　太陽光発電事業を市民ファンドで展開する「おひさま進歩エネルギー株式会社」と連携し、飯田市が太陽光パネルの普及状況を調査し、目標達成状況を把握する。また、バイオマスエネルギーについては、「飯田市バイオマス利活用計画」によって進捗状況を把握するように定める。数値の推移状況によって、事業の見直し等により目標達成を図る。
	４．土地区画整理事業、市街地再開発事業、道路、公園、駐車場等の公共の用に供する施設の整備その他の市街地の整備改善のための事業に関する事項
	4-1市街地の整備改善の必要性
	<現状分析>
	　中心市街地は、大火復興土地区画整理事業以降の長期的・継続的に行われてきた官民の投資により整備された社会資本が集積し、飯田市及び飯田下伊那の中心としての役割を果たしている。特に、飯田市のまちづくりの原点となっているりんご並木や裏界線をはじめ、近年実施された住宅を含めた都市サービス機能を複合的に組み込んだ市街地再開発等の都市基盤整備は、長い年月をかけ、多くの住民・市民の参画を実現するとともに、住む人、来る人を増やすなど中心市街地の活性化に寄与してきた。
	　加えて、環境文化都市として環境問題への取り組みを積極的に進めてきた飯田市の中心市街地においては、太陽光市民協働発電事業や商店街におけるESCO事業の拡大、外断熱工法の採用や太陽光ソーラーによる給湯・冷暖房設備を備えた集合住宅の建設など、環境配慮型都市づくりを官民協働で進めてきた。
	　しかし、その一方で、老朽化し耐震対策の必要がある市本庁舎や商工会館（高速バスターミナル）の建替え、大規模遊休業務施設や未利用地の利活用、歴史的建造物の活用やまちなみの整備、商店街の衰退や駐車場不足への対応などの課題が存在する。また、飯田市立動物園とそれに続く四季の広場を含む扇町公園やりんご並木、桜並木、そして中央公園といった緑地帯は、まちに潤いを与える貴重なエリアであり、さらなる活用や機能強化によるまちの回遊性向上に向けた取り組みが必要となっている。
	<事業の必要性>
	　上記の現状を踏まえ、「市街地の整備改善」として次のような事業が必要とされる。
	・「地域固有の価値の創造」を実現するための無電柱化、歴史的なまちなみや御用水の再生といった景観形成の推進、中央公園･扇町公園や桜並木の再整備等
	・「複合的視点での事業実施」や「人の暮らしにあった効率よい機能再編」を実現するための公共･公益施設整備事業等
	・「さらなる市民の力の集約集中化」を実現するためのコミュニティ空間整備、裏界線活用･整備等
	・「アクセスしやすい都市交通基盤整備」を実現するための歩道・道路整備や拠点型駐車場整備、駅周辺及び駅前ストリート整備事業等
	・こうした事業を実施する上での持続可能を意識した、環境配慮型まちづくりの推進
	<フォローアップ>
	　毎年、事業の進捗状況の把握を行う。
	　また、個別事業の進捗状況を確認した上で、どの程度中心市街地が活性化してきているか判断し、状況に応じて、事業の促進や見直しなどの改善措置を講じる。また、計画期間満了時点において再度進捗調査を行い、中心市街地活性化の効果的な推進を図る。
	4-2具体的事業の内容
	(１)法に定める特例の措置に関連する事業
	　該当なし
	(２)①認定と連携した支援措置のうち、認定と連携した特例措置に関連する事業
	事業名、
	内容及び
	実施時期
	実施
	主体
	目標達成のための位置付け及び必要性
	支援措置の内容及び実施時期
	その他
	の事項
	事業名：
	クオリティ歩道整備事業
	飯田市
	中心市街地の老朽化した歩道を対象として、誰もが安心して安全に歩けることができ、且つまちなみの調和に配慮した歩道整備を行うことは、中心市街地活性化の目標である「環境に配慮し、安心安全な暮らしの実現」の実現を図るために、必要な事業である。
	支援措置の内容：
	社会資本整備総合交付金
	（都市再生整備計画）
	内容：
	老朽化した歩道を対象に、歩行者の安全を確保するための機能的で景観に配慮した歩道整備事業
	実施時期：
	平成21年度から平成25年度
	実施時期：
	平成20年度から平成25年度
	事業名：
	中央公園の再生･整備事業
	飯田市
	中央公園に隣接する２本の都市計画街路谷川１号線と谷川２号線の改良を併せて計画・整備し羽場大瀬木線及び大門今宮線を経由する中心市街地への主要導線としての機能改善を図ると同時に、まちなかでの憩いや集客交流の空間づくりを図り、快適かつ潤いある環境整備を促進するとともに、老朽化した市民プール等施設周辺の整備を行うことで、駅周辺やりんご並木･動物園、再開発エリア等主要拠点とつながる回遊性を創出し、「人々の交流によるにぎわいの回復」の実現に寄与する。さらに、CO2削減のモデル都市を目指して、谷川等の水の流れを活用した新たな省エネルギー事業の検討を実施することは、中心市街地活性化の目標である「環境に配慮し、安心安全な暮らしの実現」の実現を図るために、必要な事業である。
	支援措置の内容：
	社会資本整備総合交付金
	（都市再生整備計画）
	実施時期：
	平成22年度から平成25年度
	内容：
	中央公園及びその周辺の整備によるまちなかでの憩いや集客交流の空間づくり事業
	実施時期：
	平成21年度から平成25年度
	事業名：
	裏界線活用・整備事業
	飯田市、
	まちづくり委員会等
	裏界線の入口整備や路面整備により、潤いある景観の形成を実施するほか、歩行者が安心して安全に歩行でき、且つポケットパークの設置や愛称募集等によって裏界線（路地）に対する愛着を高めることで楽しい歩行者空間の創出を図ることは、「人々の交流によるにぎわいの回復」を目標とする、中心市街地の活性化に必要な事業である。さらに、裏界線の本質的な機能である防災用通路としてもその機能強化により「環境に配慮し、安心安全な暮らしの実現」の実現に寄与する。
	支援措置の内容：
	社会資本整備総合交付金
	（都市再生整備計画）
	内容：
	裏界線及び周辺における路面整備・緑化による高質空間の形成及び各裏界線の愛称募集等活用事業
	実施時期：
	平成21年度から平成24年度
	実施時期：
	平成21年度から平成24年度
	事業名：
	扇町公園整備事業
	飯田市
	飯田市立動物園の老朽化に伴い、動物を主体としつつ、公園・商業の場等様々な顔を持つ施設としてリニューアルするほか、コミュニティ・ガーデン、四季の広場など扇町公園の施設を活用・更新することは、中心市街地活性化の目標である「人々の交流によるにぎわいの回復」の実現を図るために、必要な事業である。
	支援措置の内容：
	社会資本整備総合交付金
	（都市再生整備計画）
	内容：
	動物園・四季の広場など扇町公園施設等を整備し、りんご並木との一体化を図るための整備事業
	実施時期：
	平成21年度から平成25年度
	実施時期：
	平成21年度から平成25年度
	社会資本整備総合交付金
	(２)②認定と連携した支援措置のうち､認定と連携した重点的な支援措置に関連する事業
	　該当なし
	(３)中心市街地の活性化に資するその他の支援措置
	　該当なし
	(４)国の支援措置がないその他の事業
	事業名、内容
	及び実施時期
	実施主体
	目標達成のための
	位置付け及び必要性
	支援措置の
	内容及び
	実施時期
	その
	他の
	事項
	事業名：
	景観形成推進事業
	飯田市
	支援措置の内容：
	内容：
	中心市街地に保存継承される個性的で魅力ある景観をさらに美しく風格ある景観にしていくための景観計画の策定等推進事業
	実施時期：
	実施時期：
	平成20年度から平成25年度
	事業名：
	歩行者優先道路整備事業
	飯田市
	まちのシンボルであるりんご並木、桜並木等を対象として、歩行者優先道路整備（規制等を含む）を行い、来街者や市民が安全に安心して歩いて楽しめる環境を整備することは、中心市街地活性化の目標である「人々の交流によるにぎわいの回復」の実現を図るために、必要な事業である。
	支援措置の内容：
	実施時期：
	内容：
	まちのシンボルであるりんご並木、桜並木等における歩行者優先道路化整備事業
	実施時期：
	平成20年度から平成25年度
	事業名：
	拠点型駐車場整備事業
	飯田市
	活性化が図られてきた中心部での駐車場不足の解消のため、まちなかの拠点に駐車場の整備を行うことは、中心市街地活性化の目標である「人々の交流によるにぎわいの回復」の実現を図るために、必要な事業である。
	支援措置の内容：
	内容：
	中心市街地に外から集まりやすく、歩いて楽しむ街づくりのための拠点型駐車場の整備に向けた調査・計画
	実施時期：
	実施時期：
	平成20年度から平成25年度
	事業名：
	中心市街地無電柱化事業
	飯田市
	中心市街地の主要エリアを中心に段階的に無電柱化を実施していくために、事業箇所・順位までを含めた整備計画を策定し事業を推進していくことは、中心市街地活性化の目標である「人々の交流によるにぎわいの回復」の実現を図るために、必要な事業である。
	支援措置の内容：
	内容：
	中心市街地における電柱地中化計画策定及び段階的な整備事業
	実施時期：
	実施時期：
	平成20年度から平成24年度
	事業名：
	御用水再生事業
	飯田市
	江戸時代に飯田城内へ引き入れるために築造された用水であり、現在、りんご並木など中心市街地に潤いを与える貴重な水源となっている「御用水」上流部の水路整備を行い安定した水量の確保を図ることは、中心市街地活性化の目標である「環境に配慮し、安心安全な暮らしの実現」の実現を図るために、必要な事業である。さらに、CO2削減のモデル都市を目指して、水の流れを活用した新たな省エネルギー事業の研究・検討を実施し、まちの魅力を高め、まちなか居住の促進に寄与する。
	支援措置の内容：
	内容：
	江戸時代から継承される水路である「御用水」からの安定した水量確保を図るための整備事業
	実施時期：
	実施時期：
	平成20年度から平成24年度
	事業名：
	コミュニティ空間整備事業
	飯田市
	裏界線やその周辺及び街角の空地等を活用して、歩いて楽しい歩道（コミュニティ歩道）やまちに潤いを与える小公園（ポケットパーク、コミュニティガーデン）を景観形成推進事業と連携し、整備することは、中心市街地活性化の目標である「人々の交流によるにぎわいの回復」の実現を図るために、必要な事業である。
	支援措置の内容:
	内容：
	コミュニティ道路やガーデン、ポケットパーク等コミュニティ空間の整備事業
	実施時期：
	実施時期：
	平成22年度から平成24年度
	事業名：
	扇町公園整備事業(再掲)
	NPO伊那谷環境文化ネットワーク
	飯田市立動物園の老朽化に伴い、動物を主体としつつ、公園・商業の場等様々な顔を持つ施設としてリニューアルするほか、コミュニティ・ガーデン、四季の広場など扇町公園の施設を活用・更新することは、中心市街地活性化の目標である「人々の交流によるにぎわいの回復」の実現を図るために、必要な事業である。
	支援措置の内容：
	内容：
	動物園・四季の広場など扇町公園施設等を整備し、りんご並木との一体化を図るための整備事業
	実施時期：
	実施時期：
	平成21年度から平成25年度
	事業名：
	市本庁舎整備事業
	飯田市
	市民の暮らしを守る防災拠点（建物や設備の高い耐震性と災害発生時における災害対策本部機能等）を確保するため、また、自治基本条例の精神を踏まえ、市民が楽しめる庁舎となるよう、全面的に改築を行い、市民や来訪者の交流の拠点、市民サービス機能を複合的に整備することは、中心市街地活性化の目標である「人々の交流によるにぎわいの回復」の実現を図るために、必要な事業である。
	支援措置の内容：
	内容：
	市民サービスの拠点となる市本庁舎を機能高度化し、複合機能施設として計画・整備
	実施時期：
	実施時期
	平成20年度から平成25年度
	事業名：
	桜並木整備事業
	飯田市
	りんご並木から北へ約700ｍ続く「桜並木」を市民や来街者がゆっくり歩いて観賞できるよう四季を通じて桜並木を楽しめるための整備事業を実施することは、中心市街地活性化の目標である「人々の交流によるにぎわいの回復」の実現を図るために、必要な事業である。
	支援措置の内容：
	内容：
	「桜並木」を市民や来街者が四季を通じて楽しむための整備事業
	実施時期：
	実施時期：
	平成22年度から平成25年度
	事業名：
	パークandパーク整備
	飯田市、
	公募等による駐車場管理者
	既存駐車場、空きスペース等への植樹等の緑化により、まちなみや環境に配慮した空間整備を行い、点在する施設や空間を緑化、更には、裏界線やポケットパークとのネットワーク化を図ることは、中心市街地活性化の目標である「人々の交流によるにぎわいの回復」の実現を図るために、必要な事業である。
	支援措置の内容：
	内容：
	景観･環境に配慮したまちなか駐車場の緑化整備
	実施時期：
	実施時期：
	平成20年度から平成24年度
	事業名：
	仲ノ町まちなみ環境整備事業
	大火前の飯田の歴史的建物等が多く残る仲ノ町において、歴史的建造物の保存、土塀等の修理、看板整備など、地域住民参加によるまちなみづくりを実施し、景観整備や民間建物の修理修景を行ない、歴史的まちなみを保存・継承することは、中心市街地活性化の目標である「人々の交流によるにぎわいの回復」の実現を図るために、必要な事業である。
	支援措置の内容：
	内容：
	歴史的建物等が多く残る仲ノ町の建物の保存、修理修景等によるまちなみ形成事業
	実施時期：
	実施時期：
	平成20年度から平成25年度
	事業名：
	駅周辺及び駅前ストリートの整備事業
	飯田市、
	飯田観光協会、
	JR東海、
	飯田駅周辺及び駅前ストリートにおいて、観光情報案内所、案内看板、休憩所等の観光関連施設、店舗などの誘客施設、駐車場、駐輪場、トイレ等の公益施設を整備することにより、鉄道利用の利便性が高まり、マイカー、バス、その他の交通手段の有機的なネットワークが形成され、都市サービス機能の充実が図られることや、交通の結節点である飯田駅がまちなか観光の誘客拠点として機能充実が図られることは、中心市街地活性化の目標である「人々の交流によるにぎわいの回復」の実現を図るために、必要な事業である。
	支援措置の内容：
	実施時期：
	内容：
	交通の結節点である飯田駅における都市サービス機能の充実を図るため、駅周辺及び駅前ストリートの観光情報案内所、店舗等誘客施設、駐車場、駐輪場、トイレ等を総合的に整備する事業
	実施時期：
	平成20年度から平成25年度
	事業名：
	路上パーキング機能を活用した活性化事業
	飯田商工会議所
	新たに設置される路上パーキング・ベルトの活用を商栄会等地域住民組織で行うことで、外から中心市街地へのアクセスの利便性向上を図り、合わせて車を移動させずに店舗を巡ることを促進させるための「まちなかウォークポイント」等周辺のにぎわい創出に貢献するようなキャンペーン活動を実施することは、中心市街地活性化の目標である「人々の交流によるにぎわいの回復」の実現を図るために、必要な事業である。
	支援措置の内容：
	内容：
	中心市街地に外から集まりやすく、歩いて楽しむまちづくりのため、また、商栄会等が商業的・文化的活動を行うため、さらにはりんご並木等における賑わいづくりのための路上パーキング・ベルトの活用
	実施時期：
	実施時期：
	平成20年度から
	５．都市福利施設を整備する事業に関する事項
	5-1都市福利施設の整備の必要性
	<現状分析>
	　飯田市中心市街地においては、これまで進められてきた市街地再開発事業等により、いくつかの都市福利施設が導入されてきた。まず、平成13年に完成した「橋南第一地区第一種市街地再開発事業：トップヒルズ本町」においては、福祉事務所を中心とする福祉行政部門の一部と会議室、市民サロン、子どもサロン等を「りんご庁舎」として整備した。また、敷地内の従前の蔵を曳き屋して残し、幼児サロンとして位置づけ、子育て支援グループの活動の場として活用されている。また、平成18年秋に完成した「橋南第二地区第一種市街地再開発事業：トップヒルズ第二」においては、飯田市の人形劇の歴史と文化を象徴する文化芸術の交流の場、情報発信の拠点である地域人形劇センター（川本人形美術館）を整備した。平成19年秋に完成した「優良建築物等整備事業：銀座堀端ビル」においては、民間による再開発事業として、高齢者コミュニティ施設や高齢者専用賃貸住宅が整備されている。
	　また、株式会社飯田まちづくりカンパニーにおいては、まちなか高齢者住宅「アシストホーム・りんご」を整備し、高齢者のまちなか定住を進める先導的な事業として、銀座堀端ビルの高齢者専用賃貸住宅と併せ、新たな取り組みが期待されるところである。
	こうした取り組みの一方で、少子化、高齢化、人口減少は確実に進行しており、医療費用や介護費用の増大が地方財政を圧迫することが想定されるなか、社会福祉政策の方向性は「介護」から「予防」、「健康」、「コミュニティ」といった視点への転換が求められる。また、長寿時代を迎え、市民もそのサービス提供を求めはじめており、高齢者の介護予防、健康づくり、生きがい創出や子育て支援を、多様な民間の知恵と経験を融合させた取り組みが必要とされている。
	<事業の必要性>
	　上記の現状を踏まえ、「都市福利施設の整備」として次のような事業が必要とされる。
	・「複合的視点での事業実施」や「人の暮らしにあった効率よい機能再編」を実現するための子育て･子どもサロン、お年寄りサロン機能強化、健康・福祉拠点の整備事業や高齢者等の生活をサポートするサービスの提供等
	「さらなる市民の力の集約集中化」を実現するためのコミュニティ形成･公共施設機能強化、生涯学習センターの設置･運営、人材育成事業等
	<フォローアップ>
	　毎年、事業の進捗状況の把握を行う。
	　また、個別事業の進捗状況を確認した上で、どの程度中心市街地が活性化してきているか判断し、状況に応じて、事業の促進や見直しなどの改善措置を講じる。また、計画期間満了時点において再度進捗調査を行い、中心市街地活性化の効果的な推進を図る。
	5-2具体的事業の内容
	(１)法に定める特例の措置に関連する事業
	　該当なし
	(２)①認定と連携した支援措置のうち、認定と連携した特例措置に関連する事業
	支援措置の
	内容及び
	社会資本整備総合交付金
	(２)②認定と連携した支援措置のうち､認定と連携した重点的な支援措置に関連する事業
	　該当なし
	(３)中心市街地の活性化に資するその他の支援措置
	　該当なし
	(４)国の支援措置がないその他の事業
	支援措置の
	内容及び
	事業名：
	生涯学習センターの設置・運営事業
	飯田市
	地域全体を学びのフィールド（地域まるごと博物館）ととらえる中で、地域特有の歴史と文化を兼ね備えた中心市街地を研究活動の拠点として橋北・橋南公民館、飯田市公民館に「生涯学習センター」を設置・運営し、各種講座等を展開することは、多世代間の交流やコミュニティの強化つながるため、中心市街地活性化の目標である「環境に配慮し、安心安全な暮らしの実現」に向けた必要な事業である。
	支援措置の内容：
	内容：
	公民館への「生涯学習センター」の設置・運営事業
	実施時期：
	実施時期：
	平成21年度から平成24年度
	健康の駅構想とともに、市民の健康寿命延伸のため、地域に居住する高齢者の生活支援施策、地域住民の健康支援事業、地域住民の健康・福祉データバンク機能、子育て支援のための活動拠点整備事業
	平成21年度
	６．公営住宅等を整備する事業、中心市街地共同住宅供給事業その他の住宅の供給のための事業及び当該事業と一体として行う居住環境の向上のための事業等に関する事項
	6-1まちなか居住の推進の必要性
	<現状分析>
	　中心市街地を構成する橋南、橋北、東野の３地区の人口、世帯数は、平成18年で10,239人、4,318世帯となっている。平成７年から平成18年における人口の推移を見ると、人口は1,929人、約16％減少している。
	　飯田市中心市街地では、これまで進められてきた市街地再開発事業等により民間事業者による住宅供給が行なわれてきた。平成13年に完成した「橋南第一地区第一種市街地再開発事業：トップヒルズ本町」においては、生活者の暮らしをサポートする公共･公益機能を併せ持つ42戸の住宅が整備され、平成18年秋完成の「橋南第二地区第一種市街地再開発事業：トップヒルズ第二」、平成19年秋完成の「優良建築物等整備事業：銀座堀端ビル」においても合計42戸の住宅が整備され、「まちに住む」ことの提案と促進がされてきた。
	　また、中心市街地における高齢化率は33.7％と飯田市全体の25.8％に比べ高い状況を考慮すると、平成14年に株式会社飯田まちづくりカンパニーにより整備されたまちなかケア付高齢者共同住宅「アシストホーム・りんご（６戸）」は、高齢者に安全･安心な住まいを提供する先導的な事業となった。
	　一方、市民アンケートからは、全国的な戸建て志向とは逆に、マンション形式の高齢者向け住宅･家族向け住宅といった多様なニーズが伺われることから、今後も「住む人がいるまち、暮らしやすいまち」をまちの基本とし、これまでの成果を継承し、多世代向け住宅、環境共生住宅、高齢者生きがい住宅など、多様な住宅供給を促進する必要がある。
	<事業の必要性>
	　上記の現状を踏まえ、「まちなか居住の推進」として次のような事業が必要とされる。
	・「複合的視点での事業実施」や「人の暮らしにあった効率よい機能再編」を実現するためのまちなか居住への支援、民間による環境配慮型のまちなか住宅開発事業等
	<フォローアップ>
	　毎年、事業の進捗状況の把握を行う。
	　また、個別事業の進捗状況を確認した上で、どの程度中心市街地が活性化してきているか判断し、状況に応じて、事業の促進や見直しなどの改善措置を講じる。また、計画期間満了時点において再度進捗調査を行い、中心市街地活性化の効果的な推進を図る。
	6-2具体的事業の内容
	(１)法に定める特例の措置に関連する事業
	　該当なし
	(２)①認定と連携した支援措置のうち、認定と連携した特例措置に関連する事業
	　該当なし
	(２)②認定と連携した支援措置のうち､認定と連携した重点的な支援措置に関連する事業
	　該当なし
	(３)中心市街地の活性化に資するその他の支援措置
	　該当なし
	(４)国の支援措置がないその他の事業
	事業名、内容
	及び実施時期
	実施主体
	目標達成のための
	位置付け及び必要性
	支援措置の
	内容及び
	実施時期
	その
	他の
	事項
	事業名：
	まちなか居住促進支援事業
	飯田市
	民間の住宅供給を促進するための支援策を確立することは、中心市街地活性化の目標である「環境に配慮し、安心安全な暮らしの実現」の実現を図るために、必要な事業である。
	支援措置の内容：
	内容：
	民間の住宅供給を促進するための土地・建物（空家）情報や居住者募集のための情報提供、助成策等まちなか居住促進のための支援策を確立する
	実施時期：
	実施時期：
	平成20年度から平成24年度
	事業名：
	まちなか住宅開発事業
	㈱飯田まちづくりカンパニー
	環境に配慮した低層を含む集合住宅等優良開発を行うことは、中心市街地活性化の目標である「環境に配慮し、安心安全な暮らしの実現」の実現を図るために、必要な事業である。
	支援措置の内容：
	内容：
	環境に配慮した低層を含む集合住宅等優良開発事業
	実施時期：
	実施時期：
	平成20年度から平成25年度
	７．中小小売商業高度化事業、特定商業施設等整備事業その他の商業の活性化のための事業及び措置に関する事項
	7-1 商業の活性化の必要性
	<現状分析>
	　飯田市の中心市街地における商業の現状としては、平成16年の調査において、小売商業店舗数236店、売場面積15,107㎡、年間小売販売額95億円で、それぞれ市全体の17.8％、8.4％、6.8％を占めており、飯田下伊那地域における商業集積の中心としての役割を果たしている。
	しかし、モータリゼーションの進展に伴い、昭和50年の中央自動車道開通を契機にロードサイドへの大型店出店が進むとともに、平成７年には中心市街地に立地していた大型商業施設が撤退するなど、商業機能がまちなかから郊外へ移行した影響により、年間小売販売額が平成３年の231億円をピークに約59％減少するなど、商業集積の低下が進んでいる。
	　こうした状況下においても、スーパーマーケット等の商業施設、市の福祉機能の中核を担うりんご庁舎、市民サロン等を併設した暮らしやすさを追求した施設（トップヒルズ本町）、住宅、店舗、信用金庫を中心とした業務機能や地域人形劇センター（川本人形美術館）等が入居した公益の複合施設（トップヒルズ第二）、高齢化する地域の需要に対応するための健康・福祉をテーマとした高齢者住宅を含めた店舗・業務の複合ビル（銀座堀端ビル）を整備するなど、複合的な都市機能の導入により、居住と消費の近接、交流を支える基盤整備がなされ、にぎわいが戻りつつある。
	また、市民アンケートからは、中心市街地の商業活性化のためには、「買物･ショッピング」機能を充実すべきとの回答が多く、また、「まちなみを彩るお店」「文化･芸術にふれることができるお店」「より豊かな生活を提案するお店」の整備など、消費ニーズの多様化への対応とともにロードサイド店とは違った価値を求める声があがっており、市民の中心市街地の商業のあり方に対する高い関心が伺われる。
	<事業の必要性>
	中心市街地の商業の活性化のためには、これまで行ってきた居住と消費の近接、交流を支える基盤整備に係る取り組みを発展させるとともに、飯田市固有の観光資源を活かすことにより従来のロードサイド店との差別化を図り、内外から人を呼び込むことが必要である。
	そのためには、次の事業を行うことが必要である。
	・「地域固有の価値の創造」を実現するための観光資源開発やネットワーク化によるまちなか観光活性化、歴史的建造物等の活用、扇町公園や桜並木の活用事業等
	・「複合的視点での事業実施」を実現するためのりんご並木周辺での商業施設等の整備や賑わいづくり事業等
	・「さらなる市民の力の集約集中化」を実現するための一店逸品運動の推進やブランド開発、りんご並木や桜並木での文化的･商業的イベント実施、空店舗活用と起業支援事業等
	<フォローアップ>
	　毎年、事業の進捗状況の把握を行う。
	　また、個別事業の進捗状況を確認した上で、どの程度中心市街地が活性化してきているか判断し、状況に応じて、事業の促進や見直しなどの改善措置を講じる。また、計画期間満了時点において再度進捗調査を行い、中心市街地活性化の効果的な推進を図る。
	7-2具体的事業等の内容
	(１)法に定める特別の措置に関連する事業等
	事業名、内容
	及び実施時期
	実施
	主体
	目標達成のための
	位置付け及び必要性
	支援措置の
	内容及び
	実施時期
	その
	他の
	事項
	事業名：
	りんご並木周辺商業施設等整備事業
	事業内容：
	　りんご並木ストリートマネジメント計画に基づき、不動産の所有と利用の分離による活性化を図るために、グループインタビューやアンケート調査結果等からの市民ニーズを踏まえ、中心市街地に投資意欲を持つ民間事業者の参画により、りんご並木周辺の空き店舗・空家群の再整備及び駐車場整備によって、新たな商業集積としての拠点を整備する。
	実施時期：
	平成24年度から平成25年度
	㈱飯田まちづくりカンパニー
	支援措置の内容：
	中小小売商業高度化事業に係る特定民間中心市街地活性化事業計画の主務大臣認定
	実施時期：
	平成24年度から平成25年度
	中心市街地
	魅力発掘・創造支援事業費補助金
	■りんご並木周辺商業施設等整備事業
	①　当該中小小売商業高度化事業が、当該中心市街地内における他の商店街等への商業活性化に係る取組みにもたらす影響(当該商店街等及び当該中心市街地における他の商店街等の来街者数の現況等)
	中心市街地から平成７年に大型店が撤退して以降、歩行者・自転車通行量が大幅に減少しているが、市のシンボルであるりんご並木周辺の賑わいや市街地の回遊性を創出するため、これまでに実施した事業効果から増加傾向に転じている。
	本事業は、りんご並木周辺の空き店舗、空家を、魅力ある商業集積と広場を形成するエリアに再生し、市街地に投資意欲を持つ事業者からなる新たなコミュニティの創出と既存商店街との相乗効果、さらには地域のコミュニティの活性化に資する場を整えるもので、賑わいと回遊性の強化から、一層の通行量の増加とともに、中心市街地商業の活性化に大きく寄与するものである。
	市街地における歩行者通行量　(土曜日４地点１日当たり：12時間・自転車含む　　単位：人)
	調査地点
	平成７年
	平成14年
	平成19年
	平成20年
	平成21年
	平成22年
	平成23年
	駅前中央通り
	6,433
	3,034
	3,300
	3,196
	2,302
	3,704
	3,556
	りんご並木
	1,543
	776
	952
	1,380
	1,438
	1,508
	1,352
	知久町　1丁目
	3,532
	838
	1,016
	774
	700
	802
	600
	銀座3丁目
	2,263
	1,010
	1,700
	1,680
	1,712
	2,578
	2,882
	合計
	13,771
	5,658
	6,968
	7,030
	6,152
	8,592
	8,390
	②　個店の活力や集客力、営業状態等が全体の魅力の向上にどのように結び付き、また逆に、商店街の特性や共同事業の成否が構成店舗の活力の向上にどのように結び付いているのか、「個々の取組」と「共同的な取組」との連動内容
	商業集積と広場を形成するエリアが生まれることは、地域の生活者が集うことからのコミュニティの活性化に繋がる。現在、お年寄りなど買物困難者が急増する中、飯田市中心商店街連合会などが主体となって月1回買物困難者を含めお年寄りに中心市街地商店街に来ていただきサービスを提供する「シルバーおもてなしデイ」事業の社会実験を実施しているが、この事業を日常的に定着させるために、お年寄りにとっても一定時間を居心地がよく過ごせる場の創造が求められている。
	各事業者も、個店として地域のコミュニティ再生に主眼を置いたサービスの展開、地域産品の販売や地域の事業者と連携した販売戦略などを意識したものであり、地元ならではの情報提供が来街者への満足感や安心感をあたえ、市街地全体のさらなる活力の向上へと繋がっていく。
	③　当該中小小売商業高度化事業に影響を与える空き店舗数・率の現況
	本事業実施のりんご並木ストリートは、これまでの実施事業の成果から空き店舗数が減少に転じているが、周辺の既存商店街は店主の高齢化や後継者不足から、店舗の住宅化、空き店舗としての長期化傾向が進展しており、商店街としての機能低下が危惧されている。
	当該事業による商業集積により、市街地への新たな投資意欲を持つ事業者を誘発し、空き店舗を解消し、既存商店街との集客拠点を創出することで、商業空間としての機能向上を図る。
	商店街名
	平成19年
	平成23年
	りんご並木ストリート
	30.8
	(8/26)
	19.2
	(5/26）
	銀座商栄会
	3.3
	(2/61)
	16.4
	(10/61)
	知久町1丁目商栄会
	　　　　　　　　　　5.3
	(1/19)
	21.1
	(4/19)
	※上段：空き店舗率　(％)　・　下段　(空き店舗数/対象店舗数)
	④　文教施設、医療施設、公共事業等のまちの諸事業と連動した中小小売商業高度化事業であること
	本事業地は、市街地再開発事業により整備された交流・文化施設（市民サロン、美術館）、健康・福祉施設(デイサービスセンター、ケア付高齢者住宅)、分譲マンションに隣接し、都市機能が集約されてきている場であり、事業地への動線となる遊歩道(市道)についても既に改良工事に着手されており、まちの諸事業と連動した事業である。
	(２)①認定と連携した支援措置のうち、認定と連携した特例措置に関連する事業
	事業名、内容
	及び実施時期
	実施
	主体
	目標達成のための
	位置付け及び必要性
	支援措置の
	内容及び
	実施時期
	その
	他の
	事項
	事業名：
	りんご並木周辺商業施設等整備事業
	事業内容：
	　りんご並木ストリートマネジメント計画に基づき、不動産の所有と利用の分離による活性化を図るために、りんご並木周辺の空き店舗等を、中心市街地に投資意欲を持つ民間事業者とマッチングさせることで有効活用を図る。
	　平成20年度は「飯田のたまり場」をテーマに、空き店舗を活用し、和菓子のまちとして知られる飯田市のお菓子の歴史、和菓子店の紹介や各店の逸品の販売を行う施設「お菓子の駅」と、りんご並木を眺めながら地域の食材を用いた健康食や、「お菓子の駅」と連動した和菓子を味わうテラス、人形アニメーションを鑑賞できる軽飲食店、地域イベント開催のためのスペース等を整備した施設、2棟を一体的に整備し、テナントミックスを実施する。
	㈱飯田まちづくりカンパニー
	平成20 年度は、りんご並木周辺のストリートマネジメントエリアにおいて、空き店舗等を活用し、りんご並木の価値を意識しつつ、飯田市の名産である和菓子の歴史紹介コーナー、市内の和菓子店の逸品を販売する施設、飯田の人形劇をＰＲするための場や地域イベント開催スペースといった飯田市の文化が感じられる商業施設等を「飯田のたまり場」をテーマに一体的に整備する。これらの施設の集客効果と、複合的開発マネジメントエリアと既存商店街エリアとの相乗効果が生まれ、りんご並木の歩行者通行量の増加に大きく寄与する。またオープニングイベントとして、定期的に実施している歩行者天国と連携し、人形劇上演、音楽ライブ、和菓子探訪ツアー、野点といったりんご並木の価値と飯田の和菓子文化の再発見のためのソフト事業を実施する。
	平成22年度は、商圏調査を踏まえて、りんご並木周辺に不足している商業施設を裏界線と連続して整備することで界隈性を生み出し、「人々の交流によるにぎわいの回復」を図るべく、地元の食材を素材としたデリカテッセン、産直野菜販売やミニライブを行うパブリックガーデンスペース等を整備する。また、多様な主体が協働することで、りんご並木周辺地域へ賑わいを波及させるべく、市民がりんご並木で定期的に実施している歩行者天国事業と連携した産直野菜販売、ミニライブを開催するほか、近隣商業経営者との商品共同開発を行うことにより、中心市街地における農商工連携のモデル事業を展開する。
	平成24年度以降、グループインタビューやアンケート調査結果等からの市民ニーズを踏まえ、りんご並木周辺の空き店舗・空家群を地域コミュニティ再生に主眼を置いたサービスの展開、地域産品の販売や地域の事業者と連携した販売戦略などを意識した商業集積と地域のコミュニティの活性化に資する広場及び駐車場を持った市街地の集客拠点となる商機能維持・強化施設等を整備する。
	支援措置の内容：
	戦略的中心市街地商業等活性化支援事業費補助金
	実施時期：
	平成20年度～平成22年度
	支援措置の内容：
	中心市街地魅力発掘・創造支援事業費補助金
	実施時期：平成24年度から平成25年度
	さらに、同施設を利用し、既存のイベント等と連携したオープニングイベントを実施する。
	平成22年度は、平成20年度に引き続き、不動産の所有と利用の分離の手法を活用したエリアマネジメントの一事業として、地元の食材を素材としたデリカテッセン、産直野菜販売やミニライブを行うパブリックガーデンスペース等を整備し、りんご並木周辺に不足している商業施設を裏界線と連続して整備する。
	さらに、同施設を利用し、多様な主体の協働により定期的に実施されている歩行者天国事業と連携した産直野菜販売、ミニライブ等を開催する。
	平成24年度以降、空き店舗・空家群を地域コミュニティ再生に主眼を置いたサービスの展開、地域産品の販売や地域の事業者と連携した販売戦略などを意識した商業集積と地域のコミュニティの活性化に資する広場及び駐車場を持った市街地の集客拠点としての商機能維持・強化施設等を整備する。
	実施時期：
	平成20年度から平成25年度
	事業名：
	りんご並木賑わいづくり事業
	内容：
	りんご並木周辺における文化的イベントや農産物直売市等の商業的イベントを実施するとともに、魅力資源発掘、マップ作成や情報発信等を推進する。
	実施時期：
	平成21年度から
	飯田市、
	株式会社飯田まちづくりカンパニー
	〔飯田市中心市街地活性化協会及びりんご並木まちづくりネットワークと連携〕
	りんご並木は、飯田市全体及び中心市街地のシンボルとして、市民に定着している。
	本事業は、平成19年度に実施した歩行者天国実験の成果を引き継ぎ、りんご並木を年間8回程度、実験的に歩行者天国とし、個々に行われてきたイベントやお祭りを協働で行う。
	本事業により家族連れや子供、若者からお年寄りまで幅広い層が憩える空間を創出し、新しい来街者を発掘するとともに、りんご並木を中心とした周辺地域にも、賑わいを波及させていく。
	また、こうしたイベントを通じて、魅力資源発掘、マップ作成や情報発信等を推進する。
	本事業は、中心市街地活性化の目標である「交流を支える基盤が整備された都市」を図るため必要な事業である。
	　効果を検証するため、毎年度来訪者量調査を実施するとともに、参加者からのヒアリングや関係者ネットワーク内での協議を行う。
	支援措置の内容：
	社会資本整備総合交付金
	（都市再生整備計画）
	実施時期：
	平成21年度から平成25年度
	支援措置の内容：
	中心市街地活性化ソフト事業
	実施時期：
	平成21年度から平成25年度
	事業名：
	ツアー・オブ・ジャパン南信州ステージ開催事業
	内容：
	国内最高峰の国際サイクルロードレース「ツア・ーオブ・ジャパン南信州ステージ」を開催し、PR活動やパンフレットづくり等による地域情報の発信を行う。また、環境配慮や健康づくり、まちなか観光活用の視点から、自転車レンタル、ベロタクシーなど自転車の普及活動を行い、自転車のまちづくりを推進する
	ツアー・オブ・ジャパン南信州ステージ実行委員会
	日本をはじめ、アジア地域において確固たる地位を築き、日本では最高峰・最大級の国際公認サイクルロードレースである「ツアー・オブ・ジャパン南信州ステージ」を開催し、地域情報の発信を行うことや、中心市街地における観光資源のネットワーク化のため自転車レンタル、ベロタクシーなど自転車の普及活動を行い、自転車のまちづくりを推進することは、中心市街地活性化の目標である「人々の交流によるにぎわいの回復」の実現を図るために、必要な事業である。
	支援措置の内容：
	中心市街地活性化ソフト事業
	実施時期：
	平成20年度から平成25年度
	実施時期：
	平成20年度から平成25年度
	事業名：
	飯田りんごん開催事業
	りんご並木の街飯田まつり協議会
	毎年継続的に実施し、市民に定着している飯田まつり「飯田りんごん」を開催し、踊りを披露する市民や踊りを観賞する市民、観光客が中心市街地に繰り出し踊りを楽しむことで、出会いや交流が行われることは、中心市街地活性化の目標である「人々の交流によるにぎわいの回復」の実現を図るために、必要な事業である。
	支援措置の内容：
	中心市街地活性化ソフト事業
	実施時期：
	平成20年度から平成25年度
	内容：
	飯田まつり「飯田りんごん」は、飯田市民のシンボル「りんご並木」から名付けられ昭和57年からはじまった夏祭りである。毎年8月初旬に開催し、市民約1万人の踊り連が中心市街地で踊りを繰り広げる。
	実施時期：
	平成20年度から平成25年度
	事業名：
	いいだ人形劇フェスタ開催事業
	いいだ人形劇フェスタ実行委員会
	国内最大級の人形劇の祭典「いいだ人形劇フェスタ」を開催することにより、観客、人形劇人、ボランティアが、人形劇を観賞し、上演し、支える中で、中心市街地をメイン会場として様々な交流が行われることは、中心市街地活性化の目標である「人々の交流によるにぎわいの回復」の実現を図るために、必要な事業である。
	支援措置の内容：
	中心市街地活性化ソフト事業
	内容：
	国際児童年の1979年にはじまった人形劇カーニバルがその前身である。1999年には人形劇フェスタとして再出発して現在に至っている。毎年8月の4日間は約350劇団による300公演が上演され、まちが人形劇一色に染まり、全国世界から集まった劇人と市民の交流が繰り広げられる。
	実施時期：
	平成20年度から平成25年度
	実施時期：
	平成20年度から平成25年度
	社会資本整備総合交付金
	事業名：
	飯田市、
	飯田やまびこマーチ実行委員会、
	オーケストラと友に音楽祭実行委員会、
	お練り祭り実行委員会等実行委員会
	社会資本整備総合交付金
	内容：
	実施時期：
	実施時期：
	実施時期：
	(２)②認定と連携した支援措置のうち、認定と連携した重点的な特例措置に関連する事業
	事業名、内容
	及び実施時期
	実施主体
	目標達成のための
	位置付け及び必要性
	支援措置の
	内容及び
	実施時期
	その
	他の
	事項
	事業名：
	一店逸品運動推進・地域ブランド開発事業
	飯田市中心市街地活性化協会
	〔NPO法人イデアと連携〕
	飯田市中心市街地活性化協会の運営及びNPO法人イデアと連携して実施している一店逸品活動の強化、和菓子など飯田独自ブランドの開発、販路開拓及び情報発信等に係る課題解決のためにアドバイスを受けることは、協会の円滑な運営が実現できるとともに、個店の商品開発力を高め、魅力アップに繋がることから、中心市街地活性化の目標である「交流を支える基盤が整備された都市」の実現に寄与する事業である。
	支援措置の内容：
	中心市街地商業活性化アドバイザー（協議会）派遣事業
	内容：
	独立行政法人中小企業基盤整備機構から専門家の派遣を受け、中心市街地活性化協会の運営並びに一店逸品運動の強化及び飯田独自ブランドの開発に対してアドバイスを受ける。
	実施時期：
	平成20年度から平成21年度
	実施時期：
	平成20年度から平成25年度
	　　　該当無し。
	（４）国の支援措置がないその他の事業
	事業名、内容
	及び実施時期
	実施主体
	目標達成のための
	位置付け及び必要性
	支援措置の
	内容及び
	実施時期
	その
	他の
	事項
	事業名：
	商工会館改築事業
	飯田商工会議所
	耐震上、老朽化により建替えが必要となっている商工会館を改築するに伴い、商業店舗や市民サロン、会議室といった住民交流の機能と、商業・工業等の地域産業振興（コミュニティビジネスや地域ブランド創出機能、起業支援等）の中核拠点として整備する。
	併せて、交通の結節点としての高速バスターミナルの改築、駐車場等を整備し、複合的な拠点とする。また、整備に際しては、環境配慮を促進する。
	当事業により、回遊性を生み出し、中心市街地への賑わいを再生させるとともに、周辺商店街への波及効果が期待される。
	当事業は、中心市街地活性化の目標である「人々の交流による賑わいの回復」を実現する歩行者・自転車通行量の増加に寄与するとともに、飯田市の独自目標である「環境に配慮した安全安心な暮らしを実現する都市」の実現に寄与する事業である。
	効果を検証するため、毎年度歩行者通行量及び会館の利用者数等の数値調査を実施する。
	支援措置の内容：
	内容：
	商工会館を改築し、商業・一般公衆利便施設、バスターミナル、商工会議所、駐車場等の複合拠点として整備する。
	実施時期：
	実施時期：
	平成22年度～平成25年度
	事業名：
	駅周辺及び駅前ストリートの整備事業
	(再掲)
	飯田市、
	飯田観光協会、
	JR東海、
	飯田駅周辺及び駅前ストリートにおいて、観光情報案内所、案内看板、休憩所等の観光関連施設、店舗などの誘客施設、駐車場、駐輪場、トイレ等の公益施設を整備することにより、鉄道利用の利便性が高まり、マイカー、バス、その他の交通手段の有機的なネットワークが形成され、都市サービス機能の充実が図られることや、交通の結節点である飯田駅がまちなか観光の誘客拠点として機能充実が図られることは、中心市街地活性化の目標である「人々の交流によるにぎわいの回復」の実現を図るために、必要な事業である。
	支援措置の内容：
	実施時期：
	内容：
	交通の結節点である飯田駅における都市サービス機能の充実を図るため、駅周辺及び駅前ストリートの観光情報案内所、店舗等誘客施設、駐車場、駐輪場、トイレ等を総合的に整備する事業
	実施時期：
	平成20年度から平成25年度
	事業名：
	まちかど博物館・フィルムコミッション設置事業
	飯田市
	中心市街地の専門店を中学生等の職業体験の受入先とし、子どもたちにモノづくりの心を育成するとともに、職人の自信と誇りを回復させるため、専門店や空店舗等にミニ博物館を設置し、また、自然・歴史的建造物・まちなみ等を活用して観光協会等が実施する映画等のロケ誘致等への支援を行うことは、中心市街地活性化の目標である「人々の交流によるにぎわいの回復」の実現を図るために、必要な事業である。
	支援措置の内容：
	内容：
	中心市街地の専門店・空店舗等へのミニ博物館設置及び自然・歴史的建造物・まちなみ等を活用した映画等のロケ誘致による情報発信事業
	実施時期：
	実施時期：
	平成20年度から平成25年度
	事業名：
	扇町公園活用事業
	NPO伊那谷環境文化ネットワーク
	動物園を中心とした四季の広場等を一体的に捉えた面的な活用による各種ソフト事業の実施、コミュニティ・ガーデン等設置後の管理運営等を実施しすることは、中心市街地活性化の目標である「人々の交流によるにぎわいの回復」の実現を図るために、必要な事業である。
	支援措置の内容：
	内容：
	動物園を中心とした四季の広場等を一体的に捉えた活用事業
	実施時期：
	実施時期：
	平成21年度から平成25年度
	事業名：
	空店舗活用と起業支援事業
	飯田商工会議所
	まちなかの経済的な衰退傾向に歯止めをかけるため、空家・空店舗活用や商業集積再生の担い手となる起業希望者育成及び開業支援を実施することは、中心市街地活性化の目標である「人々の交流によるにぎわいの回復」の実現を図るために、必要な事業である。
	支援措置の内容：
	内容：
	起業希望者の育成や開業支援及び空店舗、空家の活用事業
	実施時期：
	実施時期：
	平成20年度から平成25年度
	事業名：
	まちなか観光活性化事業
	飯田観光協会
	現存する中心市街地の観光資源を十分に活かしつつ、まち歩きの観光資源として、商業者による観光資源開発、旅館ホテルでの誘客情報受発信機能の充実、観光ガイドやコンベンション施設等の整備、特徴のある通り形成（ハード・ソフト）や伝統ある和菓子店やまちなかグルメ探索等の事業を実施し、観光産業の活性化を図ることは、中心市街地活性化の目標である「人々の交流によるにぎわいの回復」の実現を図るために、必要な事業である。
	支援措置の内容：
	内容：
	現存する中心市街地の観光資源を十分に活かしつつ、商業者による観光資源開発、街角観光案内拠点整備、宿泊拠点での観光案内や人形劇場やコンベンション施設整備等による観光産業の活性化事業
	実施時期：
	実施時期：
	平成20年度から平成25年度
	事業名：
	桜並木活用事業
	まちづくり委員会
	桜並木において、桜の開花時期にあわせてライトアップを行うなど、市民や来街者が昼から夜にかけ花見をより楽しむことの出来るソフト事業を実施することは、中心市街地活性化の目標である「人々の交流によるにぎわいの回復」の実現を図るために、必要な事業である。
	支援措置の内容：
	内容：
	市民や来街者が「桜並木」をより楽しみ活用するためのソフト事業
	実施時期：
	実施時期：
	平成20年度から平成25年度
	事業名：
	人形劇のまちづくり推進事業
	NPO いいだ応援ネット　イデア
	300年に及ぶ人形浄瑠璃の伝統や国内最大級の人形劇の祭典「いいだ人形劇フェスタ」を契機として、人形劇をテーマとした商品の開発を行うとともに、観光ツアー等の企画を行う。
	また、川本喜八郎人形美術館を核として、インターナショナル・フィギュア・マーケット等のイベントを継続的に開催することは、中心市街地活性化の目標である「人々の交流によるにぎわいの回復」の実現を図るために、必要な事業である。
	支援措置の内容：
	内容：
	人形劇をテーマとした操れる人形等の商品開発、観光ツアー開発、イベントの実施等官民一体のまちづくりの推進
	実施時期：
	実施時期：
	平成20年度から平成25年度
	事業名：
	南信州食文化マーケットの創設
	飯田商工会議所
	行政が促進する生産者による商品開発、ブランドの創出等と協働し、飯田の産品や飯田独自の食文化を活かした共同メニュー開発等の事業化、アンテナショップのテストチャレンジや生産者のマーケティング力の向上を通じた市場拡大を図ることは、中心市街地活性化の目標である「人々の交流によるにぎわいの回復」の実現を図るために、必要な事業である。
	支援措置の内容：
	内容：
	域産域消事業の推進及び飲食店による共同メニュー開発等の事業化
	実施時期：
	実施時期：
	平成20年度から平成25年度
	事業名：
	補完的交通手段（自転車等）の導入事業
	飯田市
	中心市街地へのアクセスの利便性向上、環境負荷軽減の視点、持続可能な交通の普及推進に寄与すべく、自転車レンタルやベロタクシー等によって、公共交通機関の利用促進を図ることは、中心市街地活性化の目標である「人々の交流によるにぎわいの回復」の実現を図るために、必要な事業である。
	支援措置の内容：
	内容：
	自転車レンタル、ベロタクシーなどを導入し、電車、バス等公共交通機関との補完的連携を図る
	実施時期：
	実施時期：
	平成21年度から平成25年度
	事業名：
	馬車等運行事業
	NPO伊那谷環境文化ネットワーク
	まちなかで、発着馬場の整備、馬車運行・引き馬を実施し、まちなかの緑遊空間や交流空間、集客拠点を連結させることは、中心市街地活性化の目標である「人々の交流によるにぎわいの回復」の実現を図るために、必要な事業である。
	支援措置の内容：
	内容：
	まちなかに新たな賑わいを創出するため、馬車運行や引き馬を実施
	実施時期：
	実施時期：
	平成20年度から平成24年度
	事業名：
	りんご並木周辺商業施設等整備事業
	※単独事業
	㈱飯田まちづくりカンパニー
	商店街組織
	　これまで行政やまちづくり会社が主体となって進めてきた中心市街地の再開発事業の波及誘発効果として、まちの活性化に寄与する民間開発が芽生えている。
	　中心市街地への投資意欲を持つ民間事業者が現れてきたこの機を活かし、市のシンボルであるりんご並木ににぎわいを創出するため、㈱飯田まちづくりカンパニーが主体となり、不動産の所有と利用の分離の手法を活用して活性化を図るため、りんご並木周辺の空き店舗等を確保し、意欲ある民間事業者とのマッチングのためのストリートマネジメント計画を立案し、その計画に基づき事業を面的に広げていく。
	　本事業の実施によりエリア内のマネジメントが行われることは、りんご並木を中心とするストリートマネジメントにおける食遊文化機能、複合的開発マネジメントエリアにおける住まい・生活福祉・行政サービス機能、既存商店街エリアにおける物販・飲食機能とが相互に相乗効果を生み出し、集客効果がより高まることが見込まれることから、中心市街地活性化基本計画の目標である「人々の交流によるにぎわいの回復」の実現を図るために、必要な事業である。
	平成24年度以降、りんご並木周辺の空き店舗、空家などを活用した、地域コミュニティ機能向上や再生に向けた商業施設等整備を推進する。
	支援措置の内容：
	内容：
	りんご並木ストリートマネジメント計画に基づき、不動産の所有と利用の分離による活性化を図るために、りんご並木周辺の空き店舗等を、中心市街地に投資意欲を持つ民間事業者とマッチングさせることで有効活用を図る。
	実施時期：
	平成24年度から平成25年度
	実施時期：
	８．４から７までに掲げる事業及び措置と一体的に推進する事業に関する事項
	8-1公共交通機関の利便性の増進の必要性
	<現状分析>
	　中心市街地エリアには、ＪＲ飯田線飯田駅があり、駅から中心市街地区域内は約1.5ｋｍ圏内にあることから、駅から中心市街地各所へのアクセスは比較的容易であるにも関わらず、中心市街地外に住む市民の約８割が、中心市街地へのアクセス方法として自家用自動車を利用しているのが現状であり、それ故に、中心市街地内での大型の駐車場を求める声が多くなっている。こうしたことから、飯田駅の乗車人員数は年々減少している。また、路線バスについても年々利用者数が減少する傾向にある。
	その一方で、平成12年から実施されている中心市街地とその周辺を結ぶ市民バスは、ここ数年の上げ止まりはあるものの、運行開始年度から年々利用者数を伸ばしている。
	さらに、官民協働による市街地循環バス運行の試行などの事業展開がなされてきたところであるが、まちなかの循環や移動方法については、従来のバス等に加え、多様な手法を検討･実施していくことが必要である。
	<事業の必要性>
	　上記の現状を踏まえ、「公共交通機関の利便性の増進」として次のような事業が必要とされる。
	・「地域固有の価値の創造」を実現するための馬車等運行事業等
	・「複合的視点での事業実施」や「さらなる市民の力の集約集中化」を実現するための自転車等補完的交通手段の導入、レンタサイクルセンター設置事業等
	・「アクセスしやすい都市交通基盤整備」を実現するためのバス運行改善、市街地循環バスへの対応、バスターミナル整備事業、路上パーキング機能を活用した活性化事業等
	<フォローアップ>
	　毎年、事業の進捗状況の把握を行う。
	　また、個別事業の進捗状況を確認した上で、どの程度中心市街地が活性化してきているか判断し、状況に応じて、事業の促進や見直しなどの改善措置を講じる。また、計画期間満了時点において再度進捗調査を行い、中心市街地活性化の効果的な推進を図る。
	8-2具体的事業の内容
	(１)法に定める特例の措置に関連する事業
	　該当なし
	(２)①認定と連携した支援措置のうち、認定と連携した特例措置に関連する事業
	　該当なし
	(２)②認定と連携した支援措置のうち､認定と連携した重点的な支援措置に関連する事業
	　該当なし
	(３)中心市街地の活性化に資するその他の支援措置
	事業名、内容
	及び実施時期
	実施主体
	支援措置の
	内容及び
	実施時期
	その
	他の
	事項
	　地球温暖化問題の取組みを先進的に行ってきた飯田市として、今後中心市街地エリアで実施が予定されている官民による開発事業等において、太陽エネルギーや水力などの中心市街地において活用できる再生可能なエネルギーの活用、地元産の木質バイオマスを活用した機器等による熱エネルギーの供給等により、エネルギーの地産地消を推進するとともに、外断熱工法等による施設全体の省エネルギー化、ＥＳＣＯ事業の活用による省エネルギー機器の導入等、まちづくり、都市形成において環境面での配慮を徹底し、CO２をはじめとした温室効果ガス削減のモデル都市を形成することは、中心市街地活性化の目標である「環境に配慮し、安心安全な暮らしの実現」を図るために、必要な事業である。
	事業名：
	商工会館環境配慮型事業
	㈱おひさま進歩エネルギー
	耐震上、また、老朽化により建替えが必要となっている商工会館の整備に際して、環境配慮型の都市づくりのモデル事業として、新エネルギー・省エネルギー化整備等を複合的に実施することは、中心市街地活性化の目標である「環境に配慮し、安心安全な暮らしの実現」の実現を図るために、必要な事業である。
	支援措置の内容：
	先導的都市環境形成総合支援事業
	内容：
	環境配慮型の都市づくりのモデル事業として、新エネルギー・省エネルギー化整備等を複合的視点で、商工会館の改築に併せて実施する事業
	実施時期：
	平成21年度から24年度
	実施時期：
	平成20年度から平成24年度
	事業名：
	市街地循環バスへの対応事業
	飯田市
	　中心市街地内を循環するバス等の公共交通について、運行計画・（試行）運行実施に向けた実証実験を行い、また、観光対策、中心市街地活性化、公共交通の観点から、どのような運行が適切かを、「地域公共交通改善市民会議」において検討することは、中心市街地活性化の目標である「人々の交流によるにぎわいの回復」の実現を図るために、必要な事業である。
	支援措置の内容：
	地域公共交通活性化・再生総合事業
	内容：
	中心市街地を循環するバスの運行計画・（試行）運行実施に向けた実証実験、市民会議等での検討、及び関係機関との調整等の対応
	実施時期：
	平成20年度から平成22年度
	実施時期：
	平成20年度から平成24年度
	事業名：
	補完的交通手段（自転車等）の導入事業
	(再掲)
	飯田市
	中心市街地へのアクセスの利便性向上、環境負荷軽減の視点、持続可能な交通の普及推進に寄与すべく、自転車レンタルやベロタクシー等によって、公共交通機関の利用促進を図ることは、中心市街地活性化の目標である「人々の交流によるにぎわいの回復」の実現を図るために、必要な事業である。
	支援措置の内容：
	先導的都市環境形成総合支援事業
	内容：
	自転車レンタル、ベロタクシーなどを導入し、電車、バス等公共交通機関との補完的連携を図る
	実施時期：
	平成21年度から平成23年度
	実施時期：
	平成21年度から平成23年度
	(４)国の支援措置がないその他の事業
	事業名、内容
	及び実施時期
	実施主体
	目標達成のための
	位置付け及び必要性
	支援措置の
	内容及び
	実施時期
	その
	他の
	事項
	事業名：
	駅周辺及び駅前ストリートの整備事業
	(再掲)
	飯田市、
	飯田観光協会、
	JR東海、
	飯田駅周辺及び駅前ストリートにおいて、観光情報案内所、案内看板、休憩所等の観光関連施設、店舗などの誘客施設、駐車場、駐輪場、トイレ等の公益施設を整備することにより、鉄道利用の利便性が高まり、マイカー、バス、その他の交通手段の有機的なネットワークが形成され、都市サービス機能の充実が図られることや、交通の結節点である飯田駅がまちなか観光の誘客拠点として機能充実が図られることは、中心市街地活性化の目標である「人々の交流によるにぎわいの回復」の実現を図るために、必要な事業である。
	支援措置の内容：
	実施時期：
	内容：
	交通の結節点である飯田駅における都市サービス機能の充実を図るため、駅周辺及び駅前ストリートの観光情報案内所、店舗等誘客施設、駐車場、駐輪場、トイレ等を総合的に整備する事業
	実施時期：
	平成20年度から平成25年度
	事業名：
	バスルート、ダイヤ等バス運行の改善事業
	飯田市
	高齢者などの移動困難者が中心市街地をはじめとした地域内移動が行えるような公共交通を確保するため、公共交通の起点としての役割を果たしている中心市街地に関するバス路線等の地域公共交通の見直しを行うことは、中心市街地活性化の目標である「人々の交流によるにぎわいの回復」の実現を図るために、必要な事業である。
	支援措置の内容：
	内容：
	市民バス・路線バスの運行ルート、ダイヤ等の改善
	実施時期：
	実施時期：
	平成20年度から
	事業名：
	バスターミナル整備事業
	信南交通㈱
	飯田下伊那地域の公共交通の結節点としての役割が果たせるよう、その設置場所や、商工会館、観光案内所等の複合的機能の付加、環境配慮等の検討を行い、地域住民にも観光客にも使いやすい施設とすることは、中心市街地活性化の目標である「人々の交流によるにぎわいの回復」の実現を図るために、必要な事業である。
	支援措置の内容：
	内容：
	地域の結節点としての機能を持ったバスターミナル整備
	実施時期：
	実施時期：
	平成20年度から平成25年度
	事業名：
	レンタサイクルセンター設置事業
	飯田市
	公共交通の結節点である飯田駅前やまちなかインフォメーションセンター付近等観光案内の要所等において、電動自転車を含めたレンタサイクルセンターを設置し、地域住民の交通手段として、また、観光客の交通手段として利活用できるよう事業を推進することは、中心市街地活性化の目標である「人々の交流によるにぎわいの回復」の実現を図るために、必要な事業である。
	支援措置の内容：
	内容：
	地域住民、観光客等のまちなか交通の利便性向上を図るための観光案内の要所等にレンタサイクルセンターを設置
	実施時期：
	実施時期：
	平成20年度から平成24年度
	９．４から８までに掲げる事業及び措置の総合的かつ一体的推進に関する事項
	9-1市町村の推進体制の整備等
	　基本計画の策定にあたっては、飯田市中心市街地活性化基本計画策定庁内会議とともに、飯田市中心市街地活性化基本計画策定委員会を設置した。
	　策定委員会においては、飯田市中心市街地活性化基本計画策定庁内プロジェクト会議のメンバーを含む飯田市中心市街地活性化基本計画策定ワーキング会議を開催し、４つの部会に分かれ検討を行なった。
	(１)飯田市中心市街地活性化基本計画策定庁内プロジェクト会議
	①プロジェクトメンバー
	プロジェクト会議は、下記各課の職員をもって構成した。
	　総務部：地域づくり･庶務課
	　危機管理部：防災交通課
	　企画部：企画課
	　保健福祉部：子育て支援課、介護高齢課、保健課
	　水道環境部：環境課
	　経済産業部：産業振興支援課、商業･市街地活性課、観光課
	　建設部：都市･地域計画課、土木課
	　教育委員会：生涯学習･スポーツ課
	②経過
	　・第１回庁内ＰＪ会議
	　1.開 催 日	平成19年５月28日
	　2.検討内容	計画策定の進め方について
	　・第２回庁内ＰＪ会議
	　1.開 催 日	平成19年６月19日
	　2.検討内容	現計画の事業評価について
	新計画における公共事業について
	　・第３回庁内ＰＪ会議
	　1.開 催 日	平成19年７月17日
	　2.検討内容	第１回ワーキング会議の結果を踏まえた公共事業に関する協議
	　・第４回庁内ＰＪ会議
	　1.開 催 日	平成19年７月27日
	　2.検討内容	計画素案について
	個別公共事業について
	　・第５回庁内ＰＪ会議
	　1.開 催 日	平成19年10月11日
	　2.検討内容	基本計画事業（案）の整理について
	(２)飯田市中心市街地活性化基本計画策定委員会
	①策定委員会の開催
	　1.策定委員会構成
	　2.策定委員会の経過
	・第1回飯田市中心市街地活性化基本計画策定委員会
	　１．日時	平成19年６月26日(火)　10時00分～12時00分
	　２．場所	市役所　２階（201・202会議室）
	　３．出席者	委員26名　事務局５名　コンサルタント５名
	　４．検討内容
	　　　　・中心市街地活性化に向けて（基調講演）
	　　　　・策定方法及びスケジュールについて
	・第２回飯田市中心市街地活性化基本計画策定委員会
	　１．日時	平成19年９月11日(火)　13時00分～15時20分
	　２．場所	市役所　３階（301･302･303会議室）
	　３．出席者	委員34名　事務局５名　コンサルタント２名　報道関係者３名
	　４．検討内容
	　　　　・飯田市中心市街地活性化基本計画策定の経過報告
	　　　　・飯田市中心市街地活性化･まちづくりに関するアンケートについて
	　　　　・飯田市中心市街地活性化基本計画素案について
	　　　　・（仮称）飯田市中心市街地活性化協会について
	　　　　・今後の策定方針等について
	・第３回飯田市中心市街地活性化基本計画策定委員会
	　１．日時	平成19年11月29日(木)
	　２．場所	市役所　３階（301･302･303会議室）
	　３．出席者	委員22名　事務局５名　コンサルタント２名　報道関係者３名
	　４．検討内容
	　　　　・飯田市中心市街地活性化基本計画策定の経過報告
	　　　　・飯田市中心市街地活性化基本計画原案について
	　　　　・今後の策定スケジュールについて
	・第４回飯田市中心市街地活性化基本計画策定委員会
	　１．日時	平成20年2月28日(木)
	　２．場所	市役所　３階（301･302･303会議室）
	　３．出席者	委員30名　事務局５名　コンサルタント２名　報道関係者３名
	　４．検討内容
	　　　　・飯田市中心市街地活性化基本計画策定の経過報告
	　　　　・飯田市中心市街地活性化基本計画案について
	　　　　・今後の策定スケジュールについて
	②飯田市中心市街地活性化基本計画策定ワーキング会議の開催
	　1.ワーキング会議構成
	　2.ワーキング会議の経過
	・第1回飯田市中心市街地活性化基本計画策定ワーキング会議
	　１．日時	平成19年６月26日(火)　13時00分～16時00分
	　２．場所	市役所保健センター３階会議室
	　３．出席者	ワーキング会議メンバー56名　事務局６名　コンサルタント５名
	　４．検討内容
	　　　　各部会でワークショップ形式により、活性化事業のアイディア出しをした結果、約400の意見が出された。
	・第２回飯田市中心市街地活性化基本計画策定ワーキング会議
	　１．日時	平成19年７月30日(月)　13時30分～16時30分
	　２．場所	市役所　３階（301･302･303会議室）
	　３．出席者	ワーキング会議メンバー46名　事務局６名　コンサルタント５名
	　４．検討内容
	　　　　事務局により第１回の活性化事業提案を89のプロジェクトに整理し、それらを各部会で事業時期（５年以内に実施の可能性の有無）及び事業主体（民間、民間主導、公共主導、公共）の区分に整理。その結果５年以内の事業目標に取り入れるものとして民間35事業、公共22事業がプロジェクト例として抽出される。
	・第３回飯田市中心市街地活性化基本計画策定ワーキング会議
	　１．日時	平成19年８月23日(木)　13時30分～16時30分
	　２．場所	市役所　３階（301･302･303会議室）
	　３．出席者	ワーキング会議メンバー52名　事務局６名　コンサルタント５名
	　４．検討内容
	　　　　第１回、第２回の議論を踏まえ、５年間で重点的に取り組む活性化事業項目、事業内容及び事業主体等について、各部会１事業を取り出して詳しく検討を加えた。
	　　　〈第１部会〉「外から訪れやすく、動きやすいアクセスと駐車場整備」について
	　　　〈第２部会〉「まちなか居住を支える生活支援機能整備」について
	　　　〈第３部会〉「公共･公益施設の複合機能化による集客･交流拠点整備」について
	　　　〈第４部会〉「扇町公園（動物園等）、りんご並木の整備･活用」について
	（３）パブリックコメントの実施
	1．案の公表期間及び意見募集期間
	平成20年1月11日（金）～平成20年2月12日（火）
	2．案の公表場所
	飯田市ホームページ
	飯田市役所本庁2階　行政資料コーナー
	りんご庁舎市民証明コーナー
	飯田商工会議所（飯田商工会館4階）
	3．付帯資料
	飯田市中心市街地活性化基本計画（原案）
	4．結果
	　　4件の意見が提出された。
	・現状分析におけるデータに関する指摘　1件
	・まちなか居住に関する提案　1件
	・個別事業に関する意見　2件
	9-2中心市街地活性化協議会に関する事業
	(１)飯田市中心市街地活性化協会の設置について
	①設置の目的
	　法第９条第１項の規定により、飯田市が策定する中心市街地活性化基本計画（以下「基本計画」という。）並びに認定基本計画及びその実施について協議するとともに、必要に応じてその事業を実施し、中心市街地活性化の総合的かつ一体的な推進を図ることで、飯田市における市民の暮らしを支える健康･医療･福祉の増進、地域資源としてのストック･自然･歴史･文化を活かしたまちづくりを、多様な主体の「知恵」と「経営力」と「資金力」により、活力に満ちあふれた経済のダイナミズムを形成し、自立的･持続的な発展に寄与することを目的とする。
	　なお、平成20年5月20日、同協会から飯田市長に対して「飯田市中心市街地活性化基本計画（案）に対する意見書」が提出された。（3頁後に掲載）
	②設立年月日
	平成19年10月２日
	③役割
	　1.各年度に実施する事業の協議
	　2.各種事業間の企画･調整
	　3.活性化事業の市民への広報及びコンセンサス形成
	　4.調査等の実施
	　5.事業の直接実施
	④組織･事務局等運営体制
	　1.構成員及び理事者等
	　　飯田市中心市街地活性化協会は、法第15条各項の規定に基づき、下記の構成員で構成する。なお、表中の役職は、第１回飯田市中心市街地活性化協会総会において、選任されたものである。
	⑤会議等執行状況
	平成19年10月 2日　設立総会
	平成19年10月22日　第1回運営会議
	飯田市中心市街地活性化基本計画（案）に対する意見提出に向けた内容検討
	平成19年11月20日　第2回運営会議
	飯田市中心市街地活性化基本計画（案）に対する意見提出に向けた内容検討
	平成20年 5月 20日　飯田市長に対して基本計画（案）に対する意見書提出
	●飯田市中心市街地活性化協会　構成員名簿（平成20年3月6日現在）
	　2.組織図
	平成20年5月20日
	飯田市長　　牧　野　光　朗　様
	飯田市中心市街地活性化協会
	理 事 長　宮　島　八　束
	飯田市中心市街地活性化基本計画（案）に対する意見書
	飯田市中心市街地活性化協会では、「民間事業を中心とする計画」の分野について検討協議を重ねるとともに、飯田市が策定する「飯田市中心市街地活性化基本計画（案）」についての協議を重ねてまいりました。
	市民によるワーキング会議や市役所内部のプロジェクト会議等を経て、飯田市中心市街地活性化基本計画策定委員会で承認された同計画案は、民間と行政の役割分担、或は協調・協働・パートナーシップを基本理念・基本方針とし、飯田市がめざす都市像「文化経済自立都市」を頂点に構築されており、高く評価致しますとともに、本市における中心市街地活性化基本計画として妥当であると判断します。
	いま、飯田市の中心市街地は、これまでの市街地再開発事業等を中心に行政と民間の協働一体の努力により、賑わい創出の萌芽期となっております。これからを開花期とするためには、今般の新しい飯田市中心市街地活性化基本計画の実現に向けて、本協会として今日まで蓄積された力を十二分に発揮する所存でございますが、中心市街地活性化に関する個別事業について、下記のとおり意見・要望致します。
	　(1) 賑わい創出の社会インフラとしての駐車場整備について
	　(2) 都市福利施策への先見性と大局的な着眼について
	今後、医療費用や介護費用の増大が地方行財政を圧迫することが想定されるなか、社会福祉政策の方向性は「介護」から「予防」、「健康」、「コミュニティ」といった視点への転換が求められると同時に、長寿時代を迎え、市民もそのサービス提供を求めはじめております。高齢者の予防介護、健康づくり、生きがい創出や子育て支援を政策として、多様な民間の知恵と経験を融合させて取組まれることを強く要望致します。
	　(3) まちなか居住促進のための支援策について
	有史以来の人口減少時代を迎え、都市経営は、「郊外拡散」から「集中」へと、コンパクトシティに方向転換がされ、国をあげて街なか居住の重要性の認識が高まって参りました。「住む人がいるまち、暮らしやすいまち」をまちの基本とし、これまでの成果を継承し、今後も多世代向け住宅、環境共生住宅、高齢者生きがい住宅など、多様な住宅供給を促進するべきと考えており、事業化に向けた具体的支援策の検討を要望致します。
	　(4) 市本庁舎の機能の複合化及び実施手法の多様化について
	耐震問題などから建替えの方向にある市本庁舎については、市民の生活感覚にマッチした公共・公益施設を現場感覚で演出した、市民や来街者の集客交流の拠点となる複合機能となるよう検討を要望致します。また、公共・公益業務のみならず教育文化、観光、民間業務等、質の高い都市サービスが提供される施設整備の検討を進めていただくことがまちなかの活性化に必要な要素と思料致します。
	　(5) まちなか観光の推進について
	9-3基本計画に基づく事業･措置の一体的推進
	(１)様々な主体の巻き込み及び各種事業等との連携・調整等
	①「まちなか」動物園の発展活用によるりんご並木活性化方策作成調査
	事業主体：特定非営利活動法人　伊那谷環境文化ネットワーク
	　それぞれ「点」として存在している飯田市の「まちなか」にある動物園、りんご並木、四季の広場等市民の憩いの場、観光名所となりうる施設を「線」として一体的、効果的に活用するために、その立地条件を最大限生かし、市民ボランティアと協力しつつ動物園の発展を図ると同時に、馬車運行や出張動物園という形で動物をりんご並木に出向かせることにより、市民の憩いの場、観光名所の「ルート」を創出し、動物園とりんご並木の双方向に人の流れを起こし、中心市街地にさらなる賑わいを創出することを目的としている。
	②自然エネルギーを活用したコンパクトタウン運動
	事業主体：特定非営利活動法人　南信州おひさま進歩
	　一つめの目的は、地域の自然エネルギー（太陽、バイオマス等）を活用する為のモデルを提案する。特に暮らしの利便性、快適性、エネルギーコストの低減、環境負荷への配慮といった点やエネルギー産業の創出といった観点から自然エネルギーを集中的に活用する事の意義を示す。飯田市ではこれまでにも自然エネルギーの活用が個別で進んでおり、これら既存の自然エネルギーが中心市街地のCO2削減にどれだけ貢献しているのかについての推計や今後、自然エネルギーを中心市街地の中で活用していく事により、どれくらいCO2を削減できるのかについての推計を行う。
	　二つめの目的は、まちなか居住の推進についてであり、街のコンパクト化を自然エネルギーの活用といった面から進める事を目指し、自然エネルギーが活用できる街区更新のモデルとそこでの暮らしのイメージを提案する。街のコンパクト化が中心市街地の再生のみならず、温暖化対策や街に暮らす人のユーザーメリットといった具体的な貢献を果たす事を示す。
	③特定非営利活動法人いいだ応援ネットイデアの取り組み
	・設立年月：平成15年９月、会員数：60名
	・理 事 長：伊藤昇（中心市街地活性化基本計画策定委員会ワーキング会議・商業部会座長）
	・役　　員：17名
	・事業内容：丘のまち活性化、起業家ＤＮＡ育成、起業・経営の支援
	●設立に至る経過と趣旨（イデアホームページより）
	・イデアホームページ
	④株式会社飯田まちづくりカンパニー
	・設立年月：平成10年８月、株主：40者（飯田市、飯田商工会議所、民間企業、市民等）
	・資 本 金：2億1,200万円
	・代　　表：吉川光國（飯田市中心市街地活性化協会副理事長）
	・事業内容：
	不動産業
	トップヒルズ本町、トップヒルズ第二、銀座堀端ビル、MACHIKAN２００２、三連蔵の店舗と業務フロアを賃貸及び管理
	文化・福祉事業
	ＮＰＯ法人いいだ応援ネットイデア活動支援、IIDA WAVE活動支援、高齢者賃貸住宅「アシストホームりんご」整備
	調査研究事業
	中心市街地の調査や研究を実施
	中心市街地活性化策の情報発信のためのシンポジウム開催
	その他事業（イベント開催及び市民活動支援等）
	●「私たちのおもい」（飯田まちづくりカンパニーホームページより）
	10．中心市街地における都市機能の集積の促進を図るための措置に関する事項
	10-1都市機能の集積の促進の考え方
	・飯田市土地利用基本方針（平成19年７月１日施行）
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	2.調査方法
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	●本格的な馬車の運行を行う場合乗ってみたいですか。
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	②まちなか動物公園構想プロジェクト企業参画調査
	1.事業の内容
	　今後動物園での多様なイベントの実施、施設の充実等を継続的・発展的に行っていくためには企業との連携が欠かせない。そこで、動物園へのスポンサー制度導入や動物園内でのショップ展開、また、出張動物園、馬車運行、ガーデニングサークル活動への企業参画等についてヒアリング調査を行い、企業の意向を把握した。
	2.概要
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	11-2都市計画との調和等
	(１)第５次飯田市基本構想基本計画における位置づけ(再掲)
	　飯田市の基本構想基本計画においては、「めざす都市像」として「住み続けたいまち　住んでみたいまち　飯田　人も自然も輝く　文化経済自立都市」を掲げ、平成19年度から平成28年度の計画期間における５つの基本目標とそれを踏まえた９つの政策を定めている。その中で、中心市街地活性化は、「暮らしと生命を守る安全安心で快適なまちづくり」の政策の中に、重点施策として位置づけられている。
	(２)第２次国土利用計画飯田市計画における位置づけ
	　平成18年8月に施行された第２次国利用計画飯田市計画では、土地利用に関する普遍的原則を
	１．持続可能性の保持と環境負荷の低減
	２．歴史に学び防災を重視した土地利用
	３．自然環境、特に水と緑を保全し創出する土地利用
	４．地域の自立した経済活動を支える土地利用
	５．伝統・文化を継承し、保全する土地利用
	６．農用地を確保し、適切に維持する土地利用
	とし、「持続可能な地域構造への転換」「拠点連携型地域構造の推進」をこれからの地域構造の基本指針として設定し、各種業務や行政などの地域中核機能や特色ある商業・居住等の都市機能が集積されている、通称「丘の上」と呼ばれる中心市街地を「中心拠点」として位置づけ、それら機能の充実を図るとしている。
	(３)飯田市土地利用基本方針（「都市マスタープラン」を包含）における位置づけ
	　平成19年７月に施行された飯田市土地利用基本方針では、飯田市都市づくりにおいて「地域の多様性をいかし、豊かな暮らしを実現する持続可能なまち」を目指す将来像として、以下のような理念、目標を掲げている。
	〈理念〉
	・「拡大」から「維持」へ
	・「量」から「質」へ
	・「つくる」から「いかす」へ
	〈目標〉
	①災害に強く安全なまち
	②安心して快適に暮らせるまち
	③豊かな自然を守り、水と緑を創出するまち
	④環境に配慮し、地球環境を保全するまち
	⑤経済活動や交流が盛んで賑わいのあるまち
	　また、都市構造の形成に関する方針としては、「中心市街地活性化法の改正を受け、新たな中心市街地活性化基本計画の策定を行うほか、中心拠点として人々の豊かな居住環境を確保し、生活や経済が活発に行われ、人々が行き交い、情報交換が盛んなまちを目指す」としている。また、「貴重な資産の掘り起こしや歴史的な資産の活用のほか、新たな風を呼び込み、そしてしないの交通拠点機能を強化して、歩行者を中心としたまちを目指し、コンパクトな都市構造の形成を図る」と位置づけている。
	12．認定基準に適合していることの説明
	基　準
	項　　目
	説　明
	第1号基準
	基本方針に適合するものであること
	意義及び目標に関する事項
	（１．［５］飯田市中心市街地活性化に向けた基本方針に記載）
	飯田市の中心市街地が目指す基本方針は国の基本方針の内容と適合している。
	認定の手続
	（９．［２］中心市街地活性化協議会に関する事項に記載）
	認定に当たっては飯田市中心市街地活性化協会と協議を行い、意見を受けている。
	中心市街地の位置及び区域に関する基本的な事項
	中心市街地の位置及び区域は、中心市街地の各要件（集積要件、支障要件、発展要件）を満たしている。
	４から８までの事業及び措置の総合的かつ一体的推進に関する基本的な事項
	（９．４から８までに掲げる事業及び措置の総合的かつ一体的推進に関する事項に記載）
	市の推進体制、協会との関係、客観的現状分析等及び各種事業との連携・調整において、十分に取り組んでいる。
	中心市街地における都市機能の集積の促進を図るための措置に関する基本的な事項
	（10．中心市街地における都市機能の集積の促進を図るための措置に関する事項に記載）
	飯田市の基本構想基本計画において、中心市街地活性化とコンパクトなまちづくりに取り組むことが明確になっている。
	その他中心市街地の活性化に関する重要な事項
	（11．その他中心市街地の活性化のために必要な事項に記載）
	活性化に向けた多様な連携による取り組みを継続しながら、活性化の担い手を育成していく。
	第2号基準
	基本計画の実施が中心市街地の活性化の実現に相当程度寄与するものであると認められること
	目標を達成するために必要な４から８までの事業等が記載されていること
	（４．～８．の事業に関する事項に記載）
	目標を実現するための事業を記載している。
	基本計画の実施が設定目標の達成に相当程度寄与するものであることが合理的に説明されていること
	（３．中心市街地の活性化の目標に記載）
	記載している各事業の実施により、明確な効果が期待でき、数値目標の達成に寄与することを合理的に説明している。
	第3号基準
	基本計画が円滑かつ確実に実施されると見込まれるものであること
	事業の主体が特定されているか、又は、特定される見込みが高いこと
	（４．～８．の事業に関する事項に記載）
	概ねの事業において、事業主体が特定されている。
	事業の実施スケジュールが明確であること
	（４．～８．の事業に関する事項に記載）
	全ての事業について、事業期間内に完了または着手できる見込みである。
	都市経営　―　再生へのマネジメント
	<現状数値：平成19年>
	約77,000人／年
	<数値目標：平成25年>
	約93,000人／年
	<現状数値：平成17年>
	約65,100トン
	<参考数値目標：平成25年>
	約60,200トン
	<現状数値：平成19年>
	約7,000人／日
	<数値目標：平成25年>
	約9,000人／日
	<現状数値：平成17年>
	約65,100トン
	<参考数値目標：平成25年>
	約60,200トン
	<現状数値：平成19年>
	約7,000人／日
	<数値目標：平成25年>
	約9,000人／日
	①飯田市環境基本計画
	　（21'いいだ環境プラン）
	　飯田市は、自然と共生する持続的発展が可能な地域社会の実現をめざし、平成８年度に飯田市環境基本計画「21'いいだ環境プラン」を策定した。この環境プランは、今後の飯田市の環境行政を、総合的計画的に進めるための手引書となるとともに、市民、事業者、行政が、環境の保全や創造を行う上での指針となるものである。その後、環境を取り巻く状況の変化に対応するために、市民で構成された「飯田市環境市民会議」と、市職員からなる「ワーキンググループ」を設置し、検討を重ね、「21のリーディング事業」として主要な施策をまとめた。
	②おひさま進歩エネルギー株式会社
	　おひさま進歩エネルギー株式会社は、市民からの出資を原資として公益性の高い環境事業を実施している会社である。「市民出資」により、公的施設や事業所などの施設に太陽光発電を設置し、施設への電力供給を行う「太陽エネルギー事業」をはじめ、店舗や事業所などに省エネルギーの専門的かつ総合的な診断を行い、グリーン電力設備の導入や機器の交換による、エネルギーコスト削減を提案する「省エネルギー事業」、豊富な森林に囲まれているという立地条件を活かし、ペレットボイラーの生み出す熱を提供する「木質バイオマス事業」、風力や太陽光などの自然エネルギーから発電された電気を事業活動やイベント等に提供する「グリーン電力事業」の４つの事業を行なっている。
	　日本に於ける経済の急激な変化に伴い、地域経済は大変厳しい時代を迎え、それは私達の暮らすこの地域に於いても例外ではありません。何らかの行動を起さなければ、地域経済の将来がこのまま衰退に向かうだけになってしまうのではといった漠然とした不安や危機感を抱かざるを得ないものでした。
	　最初のステップは昨年の初夏、豊かで活力ある地域づくりを推進するためには、どのような取り組みが必要なのかを検討する目的で自然発生的な研究会が立ち上がりました。度重なる議論を重ねた結果、地域に多くの起業を創出することが必要との認識に至りました。この事は、従来より様々な角度で取り組まれていた分野でした。
	　次のステップとして、起業に関わる事業に取り組む人達に研究会の輪を広げた結果、それぞれに類似した領域と得意分野があり、その力を集積し、起業に意欲のある人達を包括的に支援する仕組みの創設が必要との結論で一致しました。
	　前述した状況からの脱皮を目指す為に、起業に熱意と意欲を有する多数の者と地域に暮らす人々が、お互いに協力し起業に関する普及・啓蒙又は各種の支援活動を行い、その過程で生まれる人づくり、まちづくり、地域づくりを推進していくことが、健全な社会資産の形成にとって極めて有意義なことと考えます。
	　私たちは、このような想いから、特定非営利活動法人「いいだ応援ネットイデア」を設立し、起業に熱意と意欲のある人達を募り、起業に関する各種支援活動を通じて、行政や関係諸機関と共に地域社会の活性化に貢献しようとするものです。
	「自己啓発、相互啓蒙、人材交流」等々、私たちは、自由かつ柔軟な創意と支えあう勇気を希望に変える草の根活動を起こし、広く公益の増進に寄与するものとします。
	　飯田に生まれ育った私達にとって、『丘の上』と呼ばれる中心市街地は、昔から商業や文化など情報発信の中心地として賑わいを見せる、伊那谷一の魅力に富んだ繁華街としてまさに誇れる存在でした。
	周辺町村に住む人々も、祭りや行事、娯楽や買い物などで飯田の街『丘の上』に出るときは、ひそかに興奮を覚えワクワクと心をはずませたものです。
	　しかし、車社会の普及によって大きく様変わりをしてしまいました。
	中心市街地から郊外への商業施設の移動、それに伴う商店街の顧客流出、さらに市街地人口の減少、高齢化などで「街の魅力」は半減し、もはや昔の中心性は失われようとしています。
	　「飯田はどんな街ですか?」と質問されたとき、私達が真っ先に思い浮かべるのが「丘の上中心市街地」です。今の子供達は、昔の私達のようにこの街を印象的に捉えることができるのでしょうか。
	街は、暮らしがあり、仕事があり、出会いがあり、情報がありと、様々な構成要素から成り立つ、まさに文化そのものであり市民財産であると言えます。先人達の文化が残してくれたこの街を私達が子供のころ誇りに思えたように、私達も次の世代の子供達に"アイデンティティーの持てる街"を残していく義務があるのではないでしょうか。
	　幸いなことに行政施設、公共機関、文化施設、商店街、りんご並木、碁盤の目に整備された街路など、先人達の残してくれた都市としての資産がまだ多く残されています。
	今ならこれらの都市基盤に手を加え、新たな機能を創造することによって、都市構造の革新を図り、まちの魅力を取りもどすことも可能です。
	私達、株式会社飯田まちづくりカンパニーは、『丘の上』中心市街地を南信の中心都市として、 10万人都市の顔として恥ずかしくない、そして何より私達市民が"誇りの持てる街"に再生しようと、同じ思いをもつ市民、商店、企業が中心となって出資し、行政からも出資協力を得て設立した市民資本の第三セクターのまちづくりの総合支援会社です。
	・大人
	50円	１名	600円	２名
	100円	２名	700円	１名
	200円	６名	800円	３名
	300円	23名	1000円	３名
	400円	１名	無回答	１名
	・子ども
	無料	３名	200円	７名
	50円	１名	300円	26名
	150円	２名	500円	８名
	100円	12名	無回答	３名
	<現状数値：平成18年>
	約77,000人／年
	<数値目標：平成25年>
	約93,000人／年
	※平成13年は調査未実施によりデータ無し


